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第１話　駆け落ちトリップ





「――え？　あんたって、ボーイズラブじゃないの？」

　8月13日。

　突とつ如じよとして投げかけられたその言葉に、俺おれは飲みかけの麦茶を思いっきり吹き出した。

「ちょ、ちょっと！　なにやってるのよ！」

　キッチンから届くトゲトゲしい声。

　その主は、ウェーブのかかったフワフワしたツインテールに釣り目がちな双そう眸ぼうとほっそりした体たい躯くの女の子。夏っぽい服装にさわやかな色のエプロンが似合う、俺と同じ浪ろう嵐らん学がく園えんの二年生。

　宇う佐さ美みマサムネ。

　彼女は、リビングにいる俺に雑ぞう巾きんを投げてよこした。

「もう、汚いから早く拭ふいちゃってよね」

「……ヘイヘイ」

　言いながら、飛んできた雑巾をキャッチしてすぐさまフローリングを拭く。さすがに他人の家を汚すのは感じが悪いしな。

　そう、何を隠そうここは宇う佐さ美みマサムネの自宅。

　俺おれが住む街の某所にあるマンションの一室であった。

　なぜこんなところにいるかというと、およそ一ヶ月前の――学園祭の日に交わした約束を果たしに来たのである。

　つまりは、コイツの手料理を食べに来たのだ。

「このバカチキ。暑いからせっかく冷えた麦茶を出したのに、どうしてムダにするわけ？」

　ガスコンロにかけた鍋なべを菜さいばしでツンツンしながら言うマサムネ。

　いや、どう考えてもおまえがあんなことを言ったのが悪いぞ。そりゃあ麦茶を無駄にしたのはもったいなかったけどさ。

　本日、８月13日は夏休み真まっ只ただ中なか。

　もはや初夏と呼ばれた季節は遠くに逃げ去ってしまい、来年までお別れ。入れ替わりにやってきた猛暑は文字通り猛烈な日差しを振りまいて、本格的な真夏の到来を告げていた。

　しかも今年の夏は例年よりもさらに暑いらしく、アスファルトは熱された鉄板のごとくヒートアップし、その上にいる俺たちは漏れなくバーベキュー寸前。今日だって家からここに来るまでで何度心が折れそうになったことか。

「つーか、なんで今日なんだよ」

　こんなクソ暑い日の真っ昼間に呼び出しやがって。そもそも約束からもう一ヶ月も経たってるんだぞ。タダでクーラーの効いた部屋にいられるのは嬉うれしいけどさ。

「しっ、仕方ないじゃない。こっちだって色々準備があったんだもん。何を作ったらいいか迷っちゃったし……」

　マサムネはツンと俺から目を逸そらしてから、もっか調理中の鍋と向き合った。

　準備って……一ヶ月は迷いすぎだろ。

「しかも、せっかく暑い中来たってのに部屋の前で一時間も待たせるし」

「うっ……うるさいバカチキ！　だって色々準備があったんだもん！」

「色々って……」

　だから何のだよ。

　こっちはケータイに送られてきた住所に待ち合わせの時間ピッタリに訪ねてきてやったのに。まさか俺に盛る睡眠薬でも調合してたんじゃねーだろうな。それか……十中八九ないと思うが、ギリギリまで身なりを整えてたとか。

　いや、だって今日のコイツの服装ってなんかすげえ気合入ってるし。

　俺はＴシャツにジーンズなのに、あっちはピンクの可愛かわいらしいデザインのキャミソールに白いミニスカート。ニーソックスに包まれたほっそりと引き締まった健康的な脚がこれでもかとさらされてて……かなり目のやり場に困る。

　なんか学園とは違う新鮮な感じで……悪くないっす。

　……にしてもなぁ。

「あのさ、一つ訊きいていいか？」

「何よ。まだ言いたいことがあるわけ？」

「ああ。おまえ、前にすげえ貧乏で生活が苦しいとか言ってなかったっけ？」

　学園祭でデートしたとき、金欠すぎてマヨネーズをつけた食パンの耳が主食とか漏らしていたような……。

「そうよ。あんまり言いたくないけど、アタシは貧乏なの。今日の料理の材料費だってちゃんとあんたに請求するんだから」

「まぁいいけどさ。貧乏って、だったらコレはありえなくないか？」

「……？　どういうこと？」

「いや、だからおまえの家だよ。どう考えても、ここって高級マンションじゃねーか」

　言いながら、俺おれは周囲を見渡した。

　ちょっとしたホームパーティーが開けそうなバカデカいリビングに、高い天井、高級そうな家具、真新しいシステムキッチン。

　しかもここにベッドがないってことは、コイツの部屋がもう一つあるわけだからたぶん２ＬＤＫ、もしくは恐ろしいことに３ＬＤＫ。マンションの入り口がモニター付きのオートロックで、さらにこの部屋は十階建てマンションの最上階の角部屋である。

　はっきり言ってブルジョワすぎ。これで貧乏とか言ってたら、かの貧ひん窮きゆう問もん答どう歌かで有名な山やまの上うえの憶おく良らがタイムマシーンに乗って抗議に来るぞ。

「仕方ないじゃない。だって、ここが一番いい物件だったんだから」

「一番いいって、そりゃあ立地条件はいいだろうよ」

　フローリングを拭ふき終わり、再び麦茶を飲みながら訊たずねる。もちろんここの立地は最高。駅から近い。学園まではちょっと遠いけどさ。

「ハズレよ。まぁ、立地条件もいいんだけどね」

　マサムネはどこか得意げに言いやがった。

　立地条件じゃない？　ってことは何がコイツのお気に召したんだ？　俺が頭の上にクエスチョンマークを浮かべていると、マサムネは嬉うれしそうに口を開いた。

「ふふっ。しょうがないから教えてあげる。いい、バカチキ。ここってと～っても優良物件なの。立地条件も最高だし、部屋も綺き麗れいで、家具も備え付け。でもね、ホントの魅力はそんなとこじゃない。一番の魅力は――家賃よ」

「……家賃？」

「そう。ここって家賃がとっても安いんだ。敷金礼金なしで、なんと一ヶ月四千円」

　瞬間、俺は再び飲みかけの麦茶を吹き出した。しかも今度は鼻から。今どきサーカスだってこんな身体を張った芸はしないだろう。

「うわ、あんた何してんの？　ひょっとして麦茶アレルギー？」

「うるせえ！　別に麦茶に拒絶反応を起こしたわけじゃねーよ！」

　どんな奇特な体質だ。女性恐怖症の俺おれから見てもビックリだぞ。……いや、今重要なのはそんなことじゃなくてですね。

「……あの、マサムネさん。家賃が一ヶ月四千円っておかしくないですか？」

　しかもこんな超高級マンションの敷金礼金なしで。ここだけデフレが進んでいるとしか思えない価格崩壊である。

「うーん、アタシも最初はビックリしたんだけどね。でも……理由を訊きいたら納得しちゃった」

「理由？」

「うん。この部屋って、今まで誰だれが住んでも一ヶ月以内に引っ越しちゃってるんだって」

「………」

　もう８月だっていうのにとてつもない悪お寒かんが俺の肌を襲ってきた。クーラーの効きすぎだと信じたいが、嫌過ぎることにエアコンの設定温度は省エネ28℃である。

「不動産屋さんから聞いた話だと、このマンションって築二年くらいなんだけど、最初にこの部屋に住んだ女の人が……その、やっちゃったらしくてさ」

「やっちゃったってなんだよ!?」

「え？　バカチキ、聞きたいの？」

「いや、いい！　断固拒否する！」

「深夜二時、彼氏の浮気、募る不満、ナイフ、首くび吊つり……」

「きゃああああああああああっ！」

「うわっ、そんなに叫ばなくてもいいでしょ。冗談よ。あたしも詳しい内容は知らないの。やっちゃったことは間違いないらしいんだけど」

「………」

「まぁ、そんなわけで。それ以来この部屋に住んだ人は全員引っ越しちゃったんだって」

「全員って……」

　まさか……世に聞く曰いわくつき物件ってヤツですか。

「聞いた話では『午前三時になると必ず枕まくら元もとにアイツが来る』とか『自分以外誰も住んでないのに、帰宅したらテーブルの上に飲みかけのコーヒーが置いてあった』とか『この部屋で写真を撮ろうとしても絶対にシャッターが下りない』とか」

「……へ、へぇー」

「ま、そんな感じでみんな心霊現象っぽいものが起きるって出てったそうよ。中には夜逃げした人もいたとか。それでどんどん家賃が安くなっていったわけ」

「そ、そんな部屋に住んでて大丈夫なのか？」

「別に？　アタシはそういうの信じてないもん」

「そういう問題か!?」

「だいたい大げさなのよ。寝室のクローゼットの中にも、最初はよくわかんないお札がいっぱい貼はってあったし」

「お札？」

「達筆で『悪霊退散！』って書いてあったわ」

「すっげえわかりやすいお札じゃねーか！」

　全然よくわかんなくねえよ！　つーか、そんなわかりやすいお札で効果があるのか!?　効果があるから住んでいられるのかもしれないけど……。

「邪魔だから、全部剥はがしたんだけどね」

「剥がしちゃったのかよ！」

「だって可愛かわいくないんだもん。引っぺがして丸めて燃えるゴミの日に捨てちゃった」

「回収しろ！　今すぐ返してもらって来い！」

「無理よ。もう一年以上前のことだし。それに、剥がした後もそこまで大したことは起こらなかったもん」

「大したことって……」

「深夜になると、テレビの画面に『今夜ガ山ダ』って文字が映るくらい」

「ああああああああああっ！」

　メチャクチャ大シタコトアルジャン！

　どうりで部屋に入ったときからドキドキして落ち着かないと思ったんだ。初めて一人暮らしの女の子の部屋に来たせいだと思ってたんだが、まさかそんなホラーな理由だったとは。

「何よ、怖いの？」

「ちょ、ちょっとな。うちの家系はオカルト系が苦手なんだよ……」

　我が家の教育方針は『子供は風の子、ターミネーター！』なんだが、戦闘マシーンのごとく身体を鍛えても実体のない相手には通用しない。

　俺おれ自身はそうでもないけど、紅くれ羽ははうっかりそういう話題を聞くと夜も眠れないらしくて、枕まくらを抱えて半泣きになりながら俺の布団に潜り込んできたことが何度かある。ツキノワグマに勝ったことがあるくせに、デリケートなヤツだ。

「アタシもちょっと怖いけど、もうしばらくは我慢しようかな」

「おまえって、結構たくましいんだな」

「フン。毎朝妹のサンドバッグになってるあんたにだけは言われたくないわ」

　そりゃそうか。部屋に取り憑ついた幽霊と、毎朝プロレス技をかけまくる妹。どっちが怖いかって訊きかれたら微妙である。もしかしたらうちの妹にはすでに良からぬものが取り憑いているのかもしれん。サタンとか。

「ん？　でもおまえ、一人暮らしに必要な最低限の生活費はもらってるって言ってなかったっけ？」

　マサムネは家庭の事情から一人暮らししてるんだが、親からは生活費だけはもらってるはずなのに。

「まぁそうだけど……あんまり使いたくないのよ」

「使いたくない？」

「うん。自分で稼がないとね。新しいバイトも見つけたから生活費はなんとかなりそうだもん。もう使っちゃった分もあるけど、いつかちゃんとした仕事を見つけたら、全部まとめて叩たたき返してやるんだから」

　マサムネは強気な態度でそう告げた。

　………。

　やべえ。

　なんか、ちょっとかっこいいじゃんコイツ。

　考え方がストイックというかハングリーというか、俺おれと同い年なのに自立しようと頑張ってるのは素直に好感が持てる。ましてや最近は近この衛えとか涼すず月つきとか恵まれた環境に住んでるヤツらばっか見てたから、なおさら応援したくなる。うーむ、俺も見習わねば。

「はい、できたわよ」

　と、マサムネが料理の皿とご飯が盛られた茶ちや碗わんをお盆に載せて持ってきた。

　……ん？

　もしかしてこの献こん立だては……。

「……ほら、早く食べなさいよ。あんたがご馳ち走そうしろって言ったんでしょっ」

「そりゃそうだけど……つーか、なんで料理がコレなんだよ」

　目の前でおいしそうな匂においを立てている料理――そう、肉ジャガである。

「だって、男はみんな肉ジャガが好きって本に書いてあったもん」

「どんな本だよ。えらく古風だな」

「うっ……ちゃんと書いてあったんだもん……。それとも……やっぱりアタシなんかの料理を食べるのはイヤ？」

「イヤって……」

　げっ。頼むからそんな泣きそうな顔をしないで欲しい。これじゃ俺がいじめてるみたいじゃん。

「……わかったよ」

　このまま食べないと本気で泣き出しそうなので、肉ジャガを箸はしで掴つかんで口に運ぶ。いただきます。

「……む？」

　お、なんかわりと……いや、結構おいしいな。味も濃すぎず、肉もいい感じに柔らかくなってるし、玉ねぎもトロリと柔らかい。何よりシラタキの食感がいいアクセントになって……。

「……どうかな？」

　普段の強気な口調とは程遠い不安げな声。

　見ると、マサムネが肉ジャガを頬ほお張ばる俺おれを真剣な目つきで見つめていた。

「いや、かなり美う味まいぞ。これなら店で出されても納得するレベルだ」

　言いつつも箸はしでご飯を摘つまむ。うん、こっちもちょうどよく炊けていて柔らかすぎず硬すぎない。むー、まさかコイツ、ホントに料理が上う手まいんじゃ……。

「そ、そう。だったらもっと褒めなさいよねっ」

　フンと息を吐いてから、自分も肉ジャガに箸を伸ばすマサムネ。

　相変わらず素直じゃないヤツ。

　おおかた美味いって言われたのが嬉うれしかったのか恥ずかしかったんだろう。だってほんのりと頬を赤くしてはにかんでるし。

　にしても、『褒めなさい』か。

「味のＩＴ革命や～！」と目を見開いてシャウトするべきか？　なんか逆に蹴けられそうだけどな。むー、しゃあないからとりあえずなんか言っとくか。

「ヘイ、うさみん」

「何よ、バカチキ」

「そんなにツンツンすんなって。この肉ジャガすっげえ美味いぞ。うん、これならすぐに嫁に欲しい感じ」

　瞬間、マサムネの顔がプヒューっとエキサイトした。

　いや、正確に言うと口に含んだゴハンを吹き出した。そのままゴホゴホと口を押さえながら咳せき込んでいる。

「……あ、あんた、突然なんてこと言うのよっ！」

「いや、なんてことって……何が？」

「何がじゃないでしょ！　よよよ嫁に欲しいって！」

「？　別に変な意味じゃないだろ」

　なにせ我が家の食糧問題は深刻だからな。コイツなら一家に一台って感じで……あれ？　それだと嫁っていうより家政婦か？　うーん、けど家政婦とか言ったらまた踏まれそうだしなぁ。

「悪い、俺の言葉がちょっと間違ってた」

「そうでしょっ！　いくらなんでもいきなりそれはないもん！」

「まぁそうだよな。さすがに嫁はあれだよな。嫁っていうよりは……うん、家政婦メイドに欲しい感じ」

　途端、俺おれの顔面を突とつ如じよ飛来した台だい拭ふきがストライク。ぎゃあああ何すんだこの女！　せっかく言い直したのに！

「バカ！　このバカチキ！　なんでそういうエッチなことを言うの！」

「エッチなこと？」

「だってメイドよ!?　裸エプロンになってあんたに『もうお許しくださいご主人様！』って言わなくちゃいけないのよ!?」

「どこの夜の店だよ！」

「え？　まさか……『お帰りなさいませご主人様』も言わせる気？」

「違う！」

「ヤダっ、いくらなんでも『お風ふ呂ろ？　ご飯？　それともアタシ？』って言うのは……」

「一体どうやったらそういう発想ができるのかホント不思議だよ！」

　うわー、忘れてた。

　宇う佐さ美みマサムネ。

　コイツ、発想がやけにエロいんだった。

「悪かった。俺が悪かったから話を変えようぜ」



    


  
    
      



    


  
    
      　ここは集合住宅である。このマンションの壁が薄いとは思えないが、真っ昼間からこんな会話してるのが聞こえたら要いらん誤解を招きそうだ。

「う、うん。そうね。じゃあ……」

　う～ん、とマサムネは思案顔でうなってから、

「あんたって、ＢＬなのよね？」

「………」

　……ああ。

　結局、そこに戻っちゃうわけね。

　未いまだに学園の一部の生徒の間で囁ささやかれているウワサ。

　坂さか町まち近きん次じ郎ろうボーイズラブ疑惑である。

「あのな。だから何度も言ってるだろ？　俺おれはＢＬじゃない」

「でも……あんたスバル様と付き合ってるって……」

「いや、あれは……」

　そういえばそんなことも言ったっけ。

　しかし、あれはすべて近この衛えの秘密を守るためだった。

　近衛スバル。

　そう、学園の理事長の一人娘である涼すず月つき奏かなでに仕える男装執しつ事じである。

　女の子だとバレると執事をやめなくちゃいけないなんてめんどくさい事情を抱えているがために、俺はあいつとＢＬ的な関係だなんて嘘うそをついたわけだ。

　むー、マズイな。

　その嘘を説明するってことは、必然的に近衛の秘密をコイツに喋しやべることになるし……。

　俺が悩んでいると、なぜかマサムネは思いつめた顔で「……うん」と呟つぶやいた。

「わかった。アタシもあんまり踏み込まないわ。うん、そうよね。誰だれでも人には言えない秘密があるもんね」

「…………」

　なんか、黙ってたら勝手に納得されてしまった。

　それこそ要いらぬ誤解をされてしまったような気もするが、まぁいっか。近衛の秘密がバレなきゃいい。結果オーライ。

「あ、それともう一つ訊ききたいことがあったんだけど……いい？」

　なぜか、マサムネは不安げな調子で訊いてきた。

「おう。俺のＢＬ疑惑に関する話題じゃなければなんでもいいぞ」

「………。じゃ、じゃあ訊くね」

　スゥっと軽く息を吸ってから。

「あんた、学園祭であの涼月奏に告白したってホント？」

「………」

　……この性しよう悪わるウサギめ。

　なんでこう次から次へと俺おれのトラウマをエグっていくんだよ。

「……マサムネ。ここだけの話だけど、あの告白は嘘うそだ。あの状況で俺が助かるにはそれしかなかったんだよ」

　百人を超えるスバル様ファンクラブのメンバーに襲われる寸前だったからな。俺だって告白なんてしたくなかったが、命を守るためには仕方ない。その後あそこまでコナゴナにフラれるとは思ってなかったけどさ。

「そ、そうなの!?　……なぁんだ、よかった」

「？　よかったって……何が？」

「！　ううん！　別にっ！　こっちの話！」

　言いつつも麦茶をゴクゴクとイッキ飲みしてから「ふはぁ」と息をはくマサムネ。

　そういや、コイツって涼すず月つきと面識があるのかな。

　涼月は浪ろう嵐らん学がく園えんで最大勢力を誇るスバル様ファンクラブ『Ｓ４』のリーダーで、マサムネはその会員だった。だったら、会ったことくらいはありそうなんだが……どうもこの二人が相性いいとは思えないんだよなぁ。

「さて、ゴハンも食べ終わったし、そろそろ始めましょ」

　むーっと俺が頭をひねっていると、マサムネはいきなり立ち上がった。

「？　まさか、本格的な除霊でもおっぱじめる気か？」

　やるんならせめて近くの神社の神主に声をかけるべきだろう。あー、でもあの神社って信用できねぇんだよな。おみくじも当たらないし。

　ちなみに今年の俺は女難の相。『今年は女性に関かかわるといいことがありません』なんて出やがった。え？　当たってるだろって？　残念ハズレ。今年に限ったことじゃなく、俺は母親と妹のせいでガキの頃ころから女難の相だ。きっと前世もそうだったに違いない。

「何言ってるのよバカチキ。あんたの治療に決まってるじゃない」

「治療？」

「そう。あんたの女性恐怖症を治すための治療よ。ふふん、アタシに任せなさい。とっておきの治療プログラムを用意したんだから」

　えっへんと自慢げに胸を張るマサムネ。

　あー、そういやそんなこと言ってたっけコイツ。あの学園祭の翌日以来すっかり音おと沙さ汰たなしだったから忘れてたけど。

「ねぇ、治療を始める前に確認したいんだけど、あんたは女の子に触ると拒絶反応で鼻血が噴き出して、ひどいときには失神するのよね？」

「ああ。自分でも言いたくないけどさ。それと、肌と肌が直じかで触れ合ったほうが発作が起きやすいな」

　もっとも、どれくらいの時間触ってたら鼻血が出るとかはそのときの体調や心理状態で変わるみたいなんだが、そこはケースバイケース。

「ふぅん。なるほどね。じゃあ、たぶんアタシの治療プログラムは間違ってないはずよ」

「大丈夫なんだろうな。発作が起きるたびに電流を流すとかは嫌だぞ」

「問題ないわ。そんな危ないことはしないから」

　瞬間、俺おれの身体にある意味電流が走った。

　驚くべきことに――突とつ如じよマサムネがミニスカートのジッパーに手をかけたのだ。

「おっ、おおおおおまえ！　何やってんだよ！」

「え？　何って、脱ぐに決まってるじゃない。きゃっ、そんなにジロジロ見ないでよっ」

「このバカウサギ！　無む茶ちやなこと言うな！」

　目の前で同学年の女子がストリップ的なことを始めたら目を背そむけられるわけがねーだろ……って、そうじゃねえ！　クールクールクール。今はそんな思春期男子特有のパッションをぶちまけている場合ではない。

　スルリとフローリングに落ちるスカート。ほっそりとした両脚。ほどよい弾力がありそうなフトモモ。そして、薄い紫色の下着。

　あらわになる、彼女の肢し体たい――。

「……って、あれ？」

　なんか、下着っていうよりも水着に見えるような。

「やーぃ、引っかかったなバカチキ。残念ながら服の下に着てるのは水着よ。部活の合宿で海に行くから、バイト代を貯ためて新しく買ったんだ。どう？　ビックリした？」

　あははっと悪戯いたずらが成功した子供みたいに無邪気に笑うマサムネ。

　……この性しよう悪わるウサギ。

　頼むから誰だれかこの部屋のクーラーを強くしてくれ。地球温暖化？　そんなもん知らん。瞬間的に融解しそうになった俺の脳ミソをクールダウンせねば。

「んしょっ」

　そんな掛け声とともに、マサムネは上着に手をかけて一気に持ち上げた。そのままニーソックスを脱ぎ捨てて早着替え。

　あらわれたのは、薄い紫のワイヤービキニ。

　落ち着いた色がよく似合っている。飾りのヒモの先にちょこっとついたビーズが可愛かわいいし、何よりマサムネのほっそりと引き締まったスレンダーな身体と、反対にしっかりと女の子な胸がより強調されてて……うわー、なんじゃこりゃー。

「どう？　似合ってるかな？」

　さすがに恥ずかしいのか、マサムネは頬ほおをピンクに染めて、身体をモジモジとくねらせた。

　……ヤバイ。

　これじゃ、俺おれの方が危ないことしちゃいそうだぞ。

「お、おう。すげえ似合ってるぞ」

　とりあえず素直にコメント。いや、ここで「味のＩＴ革命や～！」とシャウトを上げても仕方がないしな。

「そ、そう？　よかった。合宿に行く前に誰だれかに見せときたかったから」

「合宿って……例の手芸部か？」

　紅くれ羽はが昨日から荷物を準備してたっけな。なんでも、とある無人島で一週間ほどサバイバル合宿するんだとか。もう驚かねーぞ。ゴールデンウィークが山だったし、きっと海岸で鮫さめを獲とるための地じ引びき網あみでも編むに違いない。

「つーか、なんで出発が今日の夜なんだ？　普通早朝じゃないのか？」

　紅羽曰いわく、出発は深夜〇時だとか。あいつは『闇やみに紛まぎれて行くんだよ！　ワクワクしちゃうねっ！』と盛り上がっていたが、絶対におかしいと思う。

「色々あって学園側の許可が下りなかったらしくてさ、なんかゲリラでやるんだって」

「それじゃ予算とか移動はどうするんだ？」

「だから深夜なの。えーっと、この『楽しい夏合宿のしおり』によると深夜一時に運輸会社のトラックに忍び込んで移動。深夜二時にそのトラックが貨物船に荷物を積み込むから、それに乗船。あとは島が近づいたら船のボートを奪って……」

「もういいマサムネ。なんか聞けば聞くほど不安になってきた」

　相変わらずとんでもねえ手芸部だ。

　やってることが完全に密航じゃねーか。昨今の麻薬密輸業者だってそんなマネはするまい。兄としては、妹が無事帰ってくることを祈っておこう。

「そういや、なんで新しい水着なんか買ったんだ？　前に俺と一緒に買いに行ったヤツはどうしたんだよ」

「ああ、あの競泳水着？　あれでも別によかったけど、あれじゃあんたの治療には使えないかなって」

「………」

　その瞬間、強烈な胸騒ぎが俺の心にゲリラ戦を仕掛けてきた。

　予感。

　とんでもなく嫌な予感がする。

　まさか、コイツの考えた治療プログラムって……。

「さあ、行くわよバカチキ。がんばって――耐えなさい」

　咄とつ嗟さに逃げようとしたが――遅かった。

　ぴょんっと跳ねるウサギのごとく、ツインテールを揺らしながら、マサムネが俺おれの身体に抱きついてきたのだ。

「……っ!?　て、てめえっ！」

「ふふっ。どう？　これなら女性恐怖症の治療になるでしょ？」

　ニヤリと微笑ほほえんでから、マサムネはぎゅぅと俺の背中に回した腕に力を込めた。身体に感じるマシュマロみたいに柔らかな感触。そして押し付けられた確かな弾力があるふにゅふにゅとした二つの膨らみ。

　たっ……確かに！

　こんなに密着されたら女の子にも慣れるかもしれないけど……！

「このバカウサギ！　どう考えてもショック療法じゃねーか！」

「なっ……なんてこと言うのよ！　人が恥ずかしいのを我慢してあげてるのに！　アタシだって真剣なのっ！」

「何が真剣だ！　『巨人の×』に出てくる親父おやじだってこんな過激な訓練はしねえぞ！」

「今さら引き返せるわけないじゃない！　ほら、ちゃんと肌と肌が密着するように露出の多い水着だって買ったんだもん！」

「そんな理由だったのかよ！」

「アタシだってすっごく恥ずかしいのよ？　この治療を実行する覚悟を決めるのに、一ヶ月も掛かっちゃったし」

「あのタイムラグはそういうことだったんですか!?」

　周到に仕組まれた計画じゃねーか！　くそっ、まさかこんなビキニまで買って用意してたとは……！

「……ん？」

　……待てよ。

　肌と肌を密着させるって、この状況じゃ意味がなくないか？

「おい、マサムネ。肌と肌を密着させるって、いくらおまえが脱いでも――俺が脱がなくちゃ意味がないんじゃないか？」

　今の状況はＴシャツの上からビキニスタイルのマサムネに抱きつかれているだけ。厳密に言えば、直じかに肌と肌が触れ合ってないんじゃ……。

「――あ、」

　俺の言葉に、マサムネは重大な過ちに気付いたようにポカンと口を開けた。

　そして、そのまま目を充血させてこれでもかと涙を溜ため、フルフルと身体を震わせながら口唇くちびるをきゅっと結んだ後――。

「はっ、謀はかったわね!?」

「いやいやいや！　ただ単におまえがバカなだけだろ!?」

「うるさいバカチキ！　これじゃアタシが脱いだ意味がないじゃないっ！」

「そんなこと言われましても！」

「あっ。そうだ。ここであんたを押し倒して強引に脱がせば……」

「それだけはやめてぇ―――――っ！」

　俺おれたちは絡み合いながらドタドタとフローリング上でダンシング。いくら夏だからってこんなエキセントリックな盆ぼん踊おどりは嫌過ぎる。ハワイでファイヤーダンスでもしてた方がまだマシだ。

「ぐへえっ!?」

　鼻の辺りに感じる熱い感覚。同時にざわざわと増殖していく鳥肌。紛まぎれもなく、恐怖症の発作である。いくらＴシャツ越しとはいえ、こんなに強く抱きつかれたら無理もない。

「て、てめえ！　いい加減にしろ！」

「なっ、なんでよ！　アタシじゃ治療にもならないって言うの!?」

「そういうわけじゃないけどさ！」

「そういうわけじゃないって……まさか胸!?　アタシのサイズじゃ不満だってわけ!?」

「なんでいきなりそんな話に!?」

「ひどい……ちょっとだけ気にしてるのに……牛乳だって毎日飲んでるのに……」

「そんな思春期っぽい悩みをぶちまけられてもねぇ！」

　というかそこまで気にしてなくてもおまえのサイズは普通……って、そんなことを考えてる場合じゃねえ！

　だんだん、意識まで遠くなってきた。

　このままじゃ間違いなく鼻血を噴き出して失神して――。

「………。……うん。そろそろいいかな」

　俺のライフポイントの少なさを感じ取ったのか、マサムネはパッと俺の身体から離れた。

　……危ねえ。

　あとちょっとで意識が天国までトリップするところだった。季節的にも笑えねえ。日本の夏と言ったらお盆、そして墓参り。死んだ人間がこっちに来るのに、生きてる俺があっちに行ってどうするんだ。

　まあ、何はともあれ助かった。

　去ってくれた死亡フラグに、俺がはあっと安あん堵どの息を吐いていると……。

「ちょっと。いつまで倒れてるのよ、バカチキ」

　上からトゲトゲしい声が降ってきた。

　顔を上げると、そこにいたのは宇う佐さ美みマサムネ。

　さっきのやり取りで呼吸を乱したのか、はあはあと息を荒げながら、彼女はどこかサディスティックに俺を見下ろしていた。

「――10セット」

「……は？」

「だから、これをあと10セットよ。それでも治らなかったら何回もエンドレスでやるしかないわ」

「エ、エンドレスって……」

「あっ。エッチなことしようとしてもムダよ？　そんなことしたら、もっとすごいことして一発で失神させてやるんだから」

「………」

「心配しないで。アタシだってとっても恥ずかしいけど、あんたの女性恐怖症を治すためよ。がんばって我慢するわ。だって――アタシはあんたの友だちなんだもんっ」

　水着姿のマサムネは自分に言い聞かせるかのように「うんうん」と力強く頷うなずいた。

　――蛇へびの生殺し。

　なぜか、俺おれの脳のう裏りにそんな不吉すぎるキーワードが浮かんだ。

　目の前には、再び俺にダイビング・ハグをかまそうとしている宇う佐さ美みマサムネ。

　……思い出した。

　今日、８月13日は――金曜日。

　家を出る前に気付くべきだったんだろう。

　不吉なことに、本日はかの有名な13日の金曜日であった。



　　　♀×♂



　唐突だが、蝉せみが七日しか飛べないってのは迷信らしい。

　ホントは成虫になった蝉を飼育して観察するのが難しいだけで、種類によっては一ヶ月くらい飛べる蝉もいるそうだ。

　まぁ仮に蝉が七日しか飛べない生き物だとしても、きっと今の俺よりは充実した余生を生きているに違いないけど。

「…………あちぃ」

　マンションのロビーから熱風吹き荒れる外に出た瞬間、そんな言葉が飛び出た。

　ジリジリと焦がされるアスファルトに足を踏み出すが、どうもフラフラして真まっ直すぐ歩けない。たぶん貧血だろう。

　ドクターマサムネによる人体実験も真まっ青さおの治療プログラムが終わった後、体調を崩した俺は真まっ先さきに家に帰ることを選択した。

　野球の日本シリーズで優勝したバッテリーだってあそこまで抱き合いはしないと思う。おまけにこっちは抱きつくたびに鼻血が出るのだ。

　最後はマサムネも「……うん。これでちょっとはあんたのチキン体質も治ったはずよ」と治療を打ち切ってくれたのだが、逆に少しも治っていなかったら恐ろしいぞ。どっかのガキ大将のリサイタルに参加してもここまでの疲労感は得られまい。

　時刻は午後三時。

　気温がもっとも上昇する時間である。

　こんな時間に外に出るのもどうかと思ったんだが、一刻も早くあの心霊マンションから逃げたかったしな。

「うっ……」

　ギラギラと輝く太陽に思わず目を細めながら路地を歩く。このままじゃ貧血と熱中症で倒れるかもしれん。最高に嫌なカップリングだ。残り少ない血液が全部蒸発したらどうするんだ。

　少しでも水分を補給しようと道端の自販機へゴー。

　これぞ砂漠のオアシスである。

　さて、何にしようかなぁ……とサイフから小銭を取り出そうとしたが、恐るべきことに残金が二十円しかなかった。シット。てっきり奢おごりだと思ってたから、必要最低限しか持って来てなかったんだった。つまりはさっきの肉ジャガの材料費でスッカラカンである。

「……くそっ」

　家まで我慢するか。そう噛かみ締めながらアスファルトに足を踏み出す。もうちょっと歩けば我が家の近所。家にさえ帰れば、気分も晴れるだろう。

　そう――今日から紅くれ羽はが合宿なのだ。

　しかも期間は一週間。

　つまりは、ゴールデンウィークに取り逃したパラダイスの再来である。

　それに――俺おれにとって今年の夏休みは格別なのだ。

　今年が高校二年生の夏だってこともあるんだが、加えて今年の夏は母さんがいない。我が家の大だい黒こく柱ばしら様のせいで、俺の夏休みは毎年毎年灼しやく熱ねつ地獄だった。朝から晩まで格闘トレーニング漬けである。

　去年なんか『こんなに暑いのはもう嫌だ！』と泣き言を言ったら、次の日にはなぜか北海道の上の方にある母さんの避暑地・サハリンへ強制合宿。しかも密入国。そこで『ちょっくらロシア軍の食料をかっぱらってこい！』って言われたときはマジで背せ筋すじが凍った。

　だから、今年の夏は絶対に自由に過ごす。

　家でだらけたり、黒くろ瀬せやクラスのヤツらと遊んでいるうちに終わってしまいそうだが、つかの間の自由と一度しかない青春を精せい一いつ杯ぱい謳おう歌かするのだ……！

　心の中でそう呟つぶやいてから、咽のどの渇きを抑えて、降り注ぐ日差しの中を歩いていると――。



「……ジロー、飲むか？」



　隣となりから響く澄み切ったアルトボイス。

　ぎょっと驚いて視線を向けると、そこにいたのはこの暑い日差しの中でも涼しい顔をしたクラスメイト。

　透すき通とおった大きな瞳ひとみに、日差しを浴びて輝く明るい髪色。夏っぽいさわやかな半はん袖そでシャツにネクタイ、そして膝ひざ上うえ丈のボーイッシュなハーフパンツを身にまとった人形みたいに華きや奢しやな体たい躯く。

　近この衛えスバル。

　学園の王子様である執しつ事じくんは、俺おれにスポーツドリンクを差し出していた。

「……飲む」

　言って、スポーツドリンクを受け取って渇いた咽のどへと流し込む。うん、いける。ちょっと変わった味のような気もするけど、新発売かな？

「サンキュー。でもこんなところでどうしたんだ？」

　見ると、主あるじである涼すず月つきの姿はない。コイツは涼月の執事なだけあって大たい概がいは一緒に行動してるんだが、今日は違うんだろうか。

「うん。ちょっとジローの家に用があってな」

「俺の家に？　なんで？」

「いや、大した用じゃないんだが……」

　なぜか近衛は気まずそうに目を伏せた。

　まさか夏休みの宿題を写させてくれとか高校生にありがちなヤツか？　あいにく今年の進み具合は過去最低だ。このまま火山の火口にでも投げ入れて永遠に忘れ去りたいよ。

「それはそうと……」

　と。

　いきなり近衛は真剣な表情になって。

「ジローの方こそ――こんなところで何をしているんだ？」

「……えっ」

　思わず、気まずくなって視線を逸そらしてしまった。

　目の前にはジーっと俺を見つめるスバル様。

　なぜか、その視線は凍りつきそうなくらいに冷え切っている。

「それに、今日のジローからは肉ジャガみたいな匂においがする」

「！」

「あと、なんだか女の子っぽい匂いも」

「マジで!?」

「……ジロー。もしかしてボクに隠れて誰だれかと会っていたのか？」

　ジト目でにらみつけてくる執しつ事じくん。

　俺おれの頬ほおをタラタラと汗が伝っていくが、たぶんこれは暑さのせいじゃないだろう。

　……どうしよう。

　なんとなくだけど、近この衛えにさっき体験したことを話すのはやめた方がいい気がする。うっかり『密室で水着の女の子に鼻血が出るまで抱きつかれた』とか口走ってみろ。この暑さで頭をやられたんだと思われかねん。

　それに、近衛はマサムネのことをあんまりよく思っていないっぽいのだ。

　学園祭のときのケンカの元凶って言ったらそれまでなんだけど、どうもそれ以外の理由でも敵視しているというか。例えば、たまに俺がマサムネと昼メシを食べたりすると、やけにご機嫌ナナメになる。まぁ友だちを取られるみたいで嫌なのかもしれないけど。

　ともかく。

　どうにかマサムネのことは誤ご魔ま化かしたいんだが……。

「……まぁいい」

「え？」

　意外にも。

　俺が黙っていると、近衛は攻撃の手を緩めてくれた。

「ジローにだってプライベートはある。ボクは執事だからな。他人の秘密を掘り返したりはしないぞ。それが紳士的な執事というものだ」

　ふふんと自慢げにぺったんこな胸を張る近衛。

　……助かった。

　ふぅっと額の汗を拭ぬぐう。ただでさえ少ない水分をもっと搾り出すところだった。

「そういや、用ってなんだったんだ？」

　電話とかじゃなく、わざわざ俺の家に来るほどだったのだ。もしや、何か重要な用件が……。

「うん。実は、おまえに伝えなくちゃいけないことがあってな……」

　と。

　近衛は、一度大きく息を吸ってから――。



「――一緒に駆け落ちしよう」



「………は？」

　あまりにも唐突な要求にポカンとしてしまった。

　駆け落ち？

　それって、あれか？　結婚を認められなかった男女がする逃避行。でもなんで俺おれと近この衛えが？　付き合ってるわけでもないのに。

「突然こんなこと言って混乱するのはわかってる。でもボクにはジローが必要なんだ」

　俺を見つめたまま上うわ目め遣づかいで迫ってくる近衛。

　気のせいか、その瞳ひとみは微かすかに潤んでいる。

　……オイオイ。

　なんだよ、この状況は。ただでさえ近衛は端正で凛り々りしい顔をしているから、こんなに迫られるとなんか緊張する。それにホントに日差しにやられたのか心臓の動どう悸きも落ち着かない。おまけにやけに視界もフラフラしてきて――。

「――あれ？」

　ガクンと。

　急に足の力が抜けてしまう。

　お、おかしい。これじゃまるで、一服盛られたみたいな……。

「……大丈夫。ちょっと眠くなるだけだ」

　様子がおかしくなった俺を見て、近衛はすまなそうに呟つぶやいた。

　こ、この野郎、まさか……っ。

「て、てめえ……」

　言ってる間にも、どんどん身体から力が抜けていく。さては――さっきのスポーツドリンクか。くそっ、これじゃあの心霊マンションにいた方がよかったぞ。

　けど――近衛がこんな手の込んだマネを考えるとは思えない。

　……ってことは、コイツの黒幕は――。

「すまない、ジロー」

　近衛は申し訳なさそうに目を伏せてから、



「――執しつ事じは、主あるじに逆らえない」



　薄れる意識の中で、俺はなんとかその言葉を聞き取った。

「………」

　とりあえず結論。

　……やっぱりさ。

　幽霊なんかより、あのお嬢様の方がよっぽど怖こええ。



    


  
    
      
　

第２話　ベイサイドベイビー





「おはよう、ジローくん。気分はどう？」

　目を開けた瞬間、凛りんとした声が訊たずねてきた。

　高級そうな羽毛布団の上でずれたピントを合わせると、そこにいたのは何やら楽しそうに微笑ほほえむお嬢様の姿。

　涼すず月つき奏かなで。

　彼女は、目覚めた俺おれの顔を覗のぞき込んでいた。

「………」

　……まあ。

　とりあえずは、状況確認だよな。

「……あの、涼月さん。一つ訊きいてもいいですか？」

「何かしら、ジローくん」

　彼女はふふんと得意げに笑った。

　はあっと。

　俺は盛大にため息を吐いてから、

「……おまえ、なんでそんな格好なの？」

「え？　私がこんな格好じゃ不満？　似合ってないかしら？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

　目の前には、何やら悪戯いたずらっぽく笑うお嬢様。

　浴衣ゆかた姿である。

　どう見ても旅館とかで着るヤツで、普段はお嬢様なコイツが着ると、ギャップを感じて凄すさまじくハイな気分になってしまうのだが、今はそんな気分に浸っている場合じゃない。

　……記憶を遡さかのぼれ。

　確か、俺はあの炎天下の中で近この衛えからスポーツドリンクを受け取って……。

「ごめんなさい。私だってあんな強引な手段は嫌だったのよ」

「やっぱり一服盛るよう指示したのはてめえか！」

「大丈夫。そこまで強い薬じゃなかったから」

「そういう問題か!?」

「あの名探偵が持っている時計型麻酔銃ぐらいの効き目しかなかったもの」

「即効性持続性ともにバッチリじゃねーか！」

「真実は、いつも一つ」

「うるせえ！　決め台詞ぜりふを言えばいいってもんじゃねーぞ！」

「でもね、ジローくん。残念ながら、あなたの推理はハズレよ」

「は？」

「だって、持続性はバッチリじゃなかったから」

　言って、部屋に備え付けられた時計を指差す涼すず月つき……って、おい。なんか時間がおかしいぞ。どう見ても時計の針は朝の七時を指している……って、まさか！

「実は、ほんのちょっとだけ薬が効きすぎちゃったみたいで」

「てめええええええええっ！」

「あのまま目が覚めなかったらどうしようかと思っちゃった」

「それこそあの名探偵を呼ぶべき事態だ！」

「真実は、いつも一つ」

「犯人はおまえだ！」

「悪気はなかったの。大方あなたも寝不足だったんじゃない？　例えば前日に徹夜してたとか」

「うっ……」

　そういや、あの日は黒くろ瀬せと徹夜で格ゲーやった後だったっけ。薬の効果はそのせいか。というか、なぜそんな薬をコイツが持って……いや、深く考えるのはやめよう。

　そんなことより、今重要なのは……。

「……で、涼月さん。ここは一体どこなんですか？」

「ふふ、切り替えが早くて助かるわ。ジローくんってポジティブなのね」

　黒髪ツーサイドアップを揺らしながら感嘆するお嬢様。

　ナメるなよ。俺おれは常にポジティブシンキングを心がけている。じゃなきゃあんなクレイジーな家庭で生き残れねえって。

「でも、見てわからない？」

「いや、なんか旅館っぽいとこにいるってことはわかるけどさ」

　だっておまえも浴衣ゆかた姿じゃん。改めて周囲を確認すると、馬ば鹿かでかい豪華な和室に、畳たたみの良い香り。微かすかに開いた窓からはさわやかな潮風が吹き込んできて……って、ストップストップ。

　潮風？

　まさか、ここって……。

「気付いた？　そう、ここはとある海辺にある温泉旅館よ」

「お、温泉旅館？」

「ちなみに、私の家にゆかりのある豪華な旅館なの。しかも贅ぜい沢たくなことに私たちの貸切。どう？　驚いた？」

「……いや。驚いたっていうかですねー……」

　何ゆえそんな場所に？

　海辺……しかも温泉旅館って……それじゃまるっきり旅行じゃねーか。

　そういや、あのとき近この衛えもなんか言ってたな。

　確か、『一緒に駆け落ちしよう』とか。

「これには、ちょっとした理由があってね」

　涼すず月つきは、いつもの落ち着いた調子で切り出した。

「私、家出したの」

「はあっ!?」

「だから、家出よ。ちょっと親とケンカしちゃって」

「ケンカって……」

「実は、両親が夏休みは海外旅行に行こうなんて言うのよ。私の意思なんか無視して。なので、ちょっとボイコットしちゃったわけ。もちろんスバルと一緒に」

「……へぇー、そうなんだー……」

　って、大人おとなしく納得してる場合じゃねーぞ、俺おれ。

　家出って……ゴールデンウィークの近衛じゃないんだからさ。むー、詳しい理由は知らないが、反抗期みたいなもんか。

　でも――どうも腑に落ちないな。

　結果的に旅行してんだから一緒じゃねーか。そんなに海外に行くのが嫌だったのか？　だからってなんで温泉旅館なんかに……。

「だって、勝手に決められるってひどいと思わない？　一度しかない高校二年生の夏休み。ちゃんとエンジョイしなくちゃね」

「いやいやいや、おまえだって俺の予定を勝手に決めてんじゃん」

「でも、やっぱり女の子だけの旅も不安だったし」

「だとしても……近衛もいるじゃねーか」

　あいつは執しつ事じとして護身術を習ってるのでかなり強い。なにせあの紅くれ羽はに勝ったぐらいだ。紅羽だってツキノワグマを倒してるんだから、すでに強さのインフレを起こしているといっても過言じゃない。バトルマンガというよりギャグマンガの領域に突入してるぞ。

「まぁ、一番の理由は――合宿よ」

「合宿？」

「そう。ジローくんの女性恐怖症を治すための合宿。心配しないで。ちゃんとプランは考えておいたわ。この夏で、あなたの悩みを取り除いてあげる」

　ふふん、とお嬢様は楽しそうにスマイル全開。

　うえー、この女、俺で遊ぶ気満々じゃねーか。さては旅行の間ヒマにならないように俺を旅のお供にしやがったな。俺はオセロかポケッタブル将棋か。

「ここに来る前にあなたの家に寄って、紅くれ羽はちゃんにあなたの着替えとかは準備してもらったから、旅の準備は万全よ」

「はん。そりゃあご苦労なこった。……まあ、たまにはこういう旅行も悪くないかもしれないけどさ」

　なんだかんだで了解する俺おれ。

　順応が早すぎると思われるかもしれんが、きっと俺の長所はこういう切り替えの早さだろう。これも家庭環境の賜たま物ものなんだが、いつまでもウジウジしてたって仕方ない。せっかくの旅行。しかも海辺の豪華温泉旅館。それこそエンジョイしちまおう。

「わかったよ。しっかり夏を楽しもうじゃねーか。つーか、着替えたいから自分の部屋に帰ってくれないか？」

　コイツの話が本当だとしたら昨日からずっと同じ服だ。せめて着替えくらいせねば。

　――が。

「何を言っているのかしら」

　涼すず月つきは、当たり前のことを口にするように、

「ここが、私たちの部屋よ」

「……は？」

　タイムタイム。

　え？　なんじゃそりゃ。

　じゃあ何か？　俺は昨晩コイツと……。

「うふふ」

　あまりのショックに固まる俺に、涼月はなぜか恥ずかしそうに頬ほおを染めて笑ってから、

「ジローくんって、着やせするタイプだったのね」

「！」

「お腹なかが割れてるからビックリしちゃった。もしかして最近トレーニングとかしてる？」

「ま、待ってくれ、涼月さん。なぜおまえがそんな俺の個人情報を？」

「え？　そんなの決まってるじゃない」

　涼月は、悪戯いたずらっぽく人差し指を自分の口唇くちびるに当てた後のち――。

「あはははははっ」

「笑って誤ご魔ま化かすなぁ―――――っ！　おおお俺が寝てる間に何をした!?　それこそ勝手なことしやがって！」

「口ではどう言っても身体は正直だったわ」

「マジすか!?」

「ジローくんって、意外に可愛かわいい声を出すのね」

「いやあああああああっ！」

「うふふ。なーんちゃって。全部デタラメよ。そこまで本気にしないで」

「………」

「まぁ、部屋が一緒なのは本当だけど」

「できればそこもデタラメがよかったなぁ！」

　うわあああこの悪魔め。普通なら女の子と同室とか聞けばテンション上がりっぱなしなんだが、いかんせんコイツは涼すず月つき奏かなでである。ひょっとしたら寝ている間に悪戯いたずらされたかもしれん。足の甲に金属片を埋め込まれるとか。

「つーか、なんで一緒の部屋なんだよ」

「それにはちゃんとした理由があるのよ。そうじゃなきゃこの旅館を貸切できなかったの」

　と。

　いきなり。

　涼月は、布団の上に座る俺おれとの距離を詰めてきた。

　それこそ、息が吹きかかりそうな具合に。

「知りたい？」

「な、何をだよ？」

「だから、私とあなたが一緒の部屋になった理由。それにはこの旅行の名目も関係してるの」



    


  
    
      



    


  
    
      「名目？」

「――駆け落ち。スバルから聞いてない？　私たちはこの旅館に駆け落ちしに来たのよ」

　飼い主にじゃれつく子猫のように甘い声で、涼すず月つきは囁ささやいた。

　……マズい。

　なんだこのシチュエーション。

　改めて状況を確認すると、温泉旅館、密室、二人きり、浴衣ゆかた、布団……って、うわー、まるで一ひと夏なつの過ちを促しているようなデスマーチじゃねーか。

　しかも、気のせいかわずかに涼月の浴衣がはだけていて、俺おれの視界からだと……その、胸が……柔らかそうな谷間が……ね？

「ねぇ、ジローくん」

　迫りくる笑顔のデレ月さん。

　うわあああやめろ来るな触るな近寄るな。

　まさかこれも女性恐怖症の治療プログラムなんだろうか。それにしちゃ強引すぎる。こんなところをあの男装執しつ事じにでも見られてみろ。確実にタダじゃ済まない……って、あれ？

　そういや――近この衛えはどこにいるんだろう？

「お嬢様、朝食の用意ができたそうです」

　和室に響き渡るアルトボイス。

　見ると、涼月と同じく浴衣姿のスバル様が、部屋に入ってきていた。

「ありがとう、スバル。それじゃあ食べに行きましょう。今日は海に行く予定だし、明日は近くで夏祭りもあるの。縁日のほかに色々イベントもあるそうだから、栄養はしっかり取らないと」

　言って、すぐさま俺との距離をあける涼月。

　俺も「お、おぅ」と呟つぶやいて立ち上がる。助かった。どうやら近衛も今の光景をそんなやましくは捉えなかったっぽい。まぁそれが普通だよな。ちょっと顔を近づけられたぐらいで変なことをイメージした俺のほうが自意識過剰なのかもしれん。

「……ジロー」

　と、涼月の後を追って、部屋から出ようとしたときだった。

　近衛は俺にだけ聞こえる小声で喋しやべりかけてきて……。

「今、お嬢様と……キ、キキキキスしようとしてなかったか……？」

「………」

　デンジャー、デンジャー。

　思いっきりいらん誤解されてんじゃん。

「ボクがいない間に二人で……しかもお布団の上で……」

「お、落ち着け。そんなわけないから」

「でっ、でも、あんなに顔を近づけて……」

「あれは涼すず月つきが俺おれをからかっただけだって」

　たぶんそうだ。なにせ学園祭ではデタラメの告白をされたぐらいである。

「それに、そんなに簡単にキスなんてするわけないだろ？」

　と言っても、俺と涼月はもう一回しちゃってるんだが。忘れたい思い出である。あれこそあのお嬢様の悪戯いたずらだろう。

「……そ、そうだな」

　俺の言葉になぜか近この衛えは恥ずかしそうに頬ほおを染めて俯うつむいた。

　ん？　なんでコイツまで恥ずかしがってんだって……ぎゃー、そういや近衛も俺と……キ、キキキスしちゃってるんだった。

　こっちは完かん璧ぺきに事故。

　溺おぼれた俺を助けるために仕方なくしちゃったらしいんだが、それがバレて以来、近衛は四月のプールの話が出るだけで顔が赤信号になるようになってしまった。どうやらこっちも忘れられない思い出っぽい。

　やけに冷静に分析してるなって思われるかもしれないが、それもそうだ。俺はあのとき気絶していてまったく記憶がないから、人工呼吸された実感がまるでないのだ。幸か不幸かはわからないが。

　けど、こうなった近衛は、恥ずかしさからかしばらく俺と話そうとしないし……。

「ほら、俺たちも朝メシに行こうぜ」

　空気を変えるように言って歩き出す。すると、近衛も「……うん」とか細い声で呟つぶやいて俺の後をついてきた。

　まぁ朝メシを食べればこのおかしな空気もどっかへ飛んでくだろう。

　涼月のあとを追って廊下を歩く。

　むー、なんかすげえ立派な旅館だ。ガイドブックでオススメされててもおかしくない感じ。これを貸切なんだからさすがはお嬢様である。

　ふと、廊下に置いてあった旅館のパンフレットを見ると、そこに書いてあった場所はやっぱり県外だった。

　……あれ？

　この地名って紅くれ羽はたちが合宿に行ってるとこの近くじゃねーか？　もっとも、あいつらは無人島だから遭遇することはないだろうが。

「……ん？」

　そういや、一つ気になることがあった。

　なんでこの旅行の名目が「駆け落ち」なんだろう。

　そうしなくちゃ旅館を貸し切れなかったとか言ってたけど、どういう意味だ？

「なぁ、近この衛え。なんでこの旅行が駆け落ちなんだ？」

　隣となりを歩く執しつ事じくんに訊たずねると「えっ……」と驚いたような返事が返ってきた。

「なんでって……お嬢様から聞いてないのか？」

「この旅館を貸し切るためにはそうしなくちゃいけないって聞いたんだけどさ。っていうか、この旅行の理由ってホントに涼すず月つきのわがままなのか？」

「……むぅ」

　どうしてか、近衛は俺おれから目を逸そらして黙ってしまった。

　いや、なんだよそのリアクションは。そんなに言いにくいことなんだろうか。お互い黙りながら、廊下を歩いていると……。

「あらあら、おはようございます」

　廊下の角で、人のよさそうな和服の従業員の女性と出くわした。もしかして、女将おかみさんかな？　なんか年齢的にもそんな感じっぽい。

「あなたが……坂さか町まち様ですね。お初にお目にかかります。わたくしはこの旅館の女将を務めさせていただいている湯ゆ河が原わらと申します」

　湯河原と名乗った女性はぺこりと頭を下げてきた。あ、どうもどうもとこっちもつられて頭を下げる。涼月家ゆかりの旅館ってことは、涼月の知り合いなのかな？

「この度たびは当旅館にお越しいただき、誠にありがとうございます」

「いや、俺はただの付き添いで」

　ぬぬっ、なんだかこういう態度で喋しやべりかけられると落ち着かない。ただ慣れてないだけなんだけどさ。

　にしても、やけに丁寧だな。

　俺はお嬢様の付き添いなんだから、そこまで気を使わなくてもいいのに。

「ところで、坂町様」

　と。

　なぜか湯河原さんはちょっと小声になって――。



「当然、今夜のお風ふ呂ろは混浴になさるんですよね？」



「…………」

　……いや。

　待ってくれ。

　いきなり何言っちゃってんのこの人？

「ご安心ください。当旅館は普段はそのようなサービスはしていないのですが、他ほかならぬ奏かなでお嬢様と坂さか町まち様のご宿泊。それぐらいのサービスはさせていただきます」

　あまりの衝撃に固まる俺おれをよそにペチャクチャ喋しやべりまくる湯ゆ河が原わらさん。

　え？　何この女将おかみ？　なんでこんなに気を使ってくるの？　あんたはひきこもりの息子を持ったお母さんか？

　おかしい。

　絶対におかしい。

　これじゃまるで、俺と涼すず月つきが本当に駆け落ちでもしてきたみたいな……。

「ですが、奏お嬢様からご連絡をいただいたときは驚きました」

　女将・湯河原さんは。

　なぜか「オホホホホ」とワイドショーで知った芸能スキャンダルの話をする主婦みたいに笑ってから。

「まさか、奏お嬢様がこんな大胆なことをなさるとは」

「……はい？」

「だってそうでしょう？　坂町近きん次じ郎ろう様。いえ、もうすぐ涼月近次郎様になられるのですか。大変ですね。お互い結婚を誓い合いながらも、周囲の反対にあって駆け落ちなさるなんて。でも、ご安心ください。わたくしたちはあなた方の味方ですので。精せい一いつ杯ぱい、応援させていただく次第でございます」



　　　♀×♂



「仕方ないじゃない。あの旅館に泊まるにはそれしかなかったのよ」

　朝食後。

　ことの顛てん末まつの説明を要求した俺に涼月はシレっと言いやがった。

　ちなみにここはさっきの旅館じゃない。

　降り注ぐ直射日光と海が香る潮風の中。

　旅館の近くにある海岸へと、海水浴に向かっているところ。本日の荷物持ちは俺。ビニールシートやらパラソルやらリゾート気分満点である。

「ただの家出なんて言ったら本家に連絡がいって連れ戻されるかもしれないでしょう」

「だからって、俺とおまえが結婚を誓い合ったとか……」

「別にいいんじゃない？　そのおかげでわざわざ貸切にしてくれたんだもの」

「そりゃそうかもしれないけどさ……」

　まさか勝手に婚約者に仕立て上げられてるとは。どうりで一緒の部屋にされてると思ったよ。これじゃ駆け落ちっていうより新婚旅行だぞ。

「それに、そうしないと大変なことになってたのよ。ねぇ、スバル」

「お、お嬢様……っ」

　涼すず月つきの言葉に、隣となりを歩いていた近この衛えがあわあわと慌てていた。

「だって、あの旅館の人たちはスバルが女の子だって知らないから。スバルの男装は涼月の家の中でも私の屋敷にいる人間だけの秘密なの」

「？　なんでそれで大変なことになるんだ？」

「そうしないと部屋割りが大変なことになっちゃうでしょう？　普通に考えれば、男二人に女の子一人のグループなのよ」

「あー、なるほどな」

　男女別々。要は、俺おれと近衛が二人きりで一緒の部屋にされそうになったってことね。バタバタと手を振りながらフロントで大慌てする近衛の姿が目に浮かぶ。それもあって三人一緒の部屋にしたってワケですか。

「婚約を誓い合った二人と、その世話をする使用人。三人そろって駆け落ちトリオ。ちょっと強引だけど、みんな一緒の部屋でも不思議じゃないでしょう」

「なんか修学旅行みたいだな」

　つっても男女一緒の部屋は色々マズいと思うが。どうも今晩は眠れない気がする。いえ、決して変な意味じゃなくてですね。

「すまない、ジロー。別におまえと二人きりが嫌だったわけじゃないぞ？　ただ……」

「わかってるって。気にすんなよ」

　近衛だって男装してるが女の子だからな。そりゃあ男と二人きりは気まずいよなぁ。

「……お？」

　舗装された海沿いの道路を歩いていると、視界に入るマリンブルーと白い砂浜。

　常とこ夏なつビーチ。

　夏の楽園へ到着である。

「うわー、すっげー」

　目の前に広がる光景に圧倒されたせいか、ロクなコメントが出てこなかった。飛び散る飛沫しぶき、キラキラと光る海面、耳に届く波の音、そして観光客の楽しげな歓声。

　うん。なんだかんだ言って、こういうのも悪くない。

　やっぱり、ここに連れてきてくれたことに感謝するべきなのかもな。

「さあ、遊びましょう」

　心なしかお嬢様の声もはしゃいでいるように聞こえた。

　近くの海の家の更衣室兼コインロッカーの前で涼月たちと別れて、水着に着替えてから、俺は一人ビーチへと走り出す。

　イイヤッホウウウッ！

　気分はまさにそんな感じ。

　四月にもレジャーランドに行ったんだが、やっぱり本物は違うね。輝く太陽、澄み切った晴天、水平線の彼方かなたまで続く海原、何もかもがリアルで刺激的。これでテンション上がらない方がおかしいぜ。

　よし、さっさとビニールシートとパラソルを設置して泳ぎに――。

「あなた、せめて私たちの着替えを待つぐらいしたらどうなの」

　眼前のパラダイスに思いを馳はせていると、後ろから呆あきれた声に呼び止とめられた。

　反射的に振り返って――息を飲んだ。

　涼すず月つき奏かなで。

　当然ながら、水着スタイルであった。

「やっぱり、海はいいわね」

　日差しに目を細めながら水平線の向こうを見つめるお嬢様。

　以前レジャーランドで見た黒いビキニ。やっぱりプロポーションが断然いい。なんか周囲の観光客の目線が集中しているような気もするが、きっと涼月のせいだろう。振る舞いまでキビキビしててモデルみたいだ。即席ファッションショーの開演である。

「ま、待ってくださいお嬢様」

　その後ろには結った髪を下ろして、恥ずかしそうに頬ほおを染める執しつ事じくんの姿が……って、あれ？

　なんでコイツ、身体にバスタオルなんか巻いてんの？

「ん？」

　と、そこで俺おれは重要なことに気付いた。

　レジャーランドのとき、近この衛えは俺と一緒に男の更衣室で着替えていた。当然それは紅くれ羽はという秘密を知らない第三者がいたからである。

　しかし、この楽園にそんな邪魔者はいない。

　ということは、もしや……。

「ほら、スバルも恥ずかしがってないで」

　半ば強引に、涼月は近衛のバスタオルを剥はぎ取った。

「ひぁっ」という短い悲鳴とともに露あらわになる身体。

　それは、レジャーランドで見たヤツなんかとは違い、間違いなく女性用。

　しかも、ビキニである。

　季節はずれの雪みたいな色をした純白水着。涼月のみたいにそこまで胸が強調されてるタイプじゃないんだが、腰に巻いたフリフリパレオがスカートみたいでよく似合ってる。何より、普段は男装しているスバル様がここまで女の子全開の服装になったのは初めてかもしれん。

　白い肌、人形みたいに華きや奢しやな手足、さらけ出された鎖さ骨こつ、羞しゆう恥ち心しんから薄うす桃もも色いろに染まったほっぺた、普段とは違うクラスメイトのあられもない姿……。

「ジ、ジロぅ……どうかな？　お嬢様に選んでもらった水着なんだが」

「………っ」

　ついつい、恥ずかしくなって目を逸そらしてしまった。きっとこの顔の熱さは日差しのせいじゃないだろう。

「あ、ああ、悪くねーと思うぜ」

　かろうじて口唇くちびるを動かして感想を一言。もっと気の効いた言葉でも言えたらよかったんだが、沸ふつ騰とうしてる頭じゃこれが精せい一いつ杯ぱいだった。

「あ、ありがとうっ」

　ホッとしたのか、スバル様は照れくさそうに微笑ほほえんだ。

　……ちくしょう。

　メチャクチャ可愛かわいいじゃん。あまりの衝撃に直視できなくなった俺おれは、視線を周囲の海岸へと向けた。

　夏休みで観光シーズン真まっ只ただ中なかのせいかビーチは結構賑にぎわっている。

　中にはスイカ割りなんてオーソドックスなことをやっているグループもいて、巨乳の女の子が必死になってスイカを狙ねらい、結果砂浜にクレーターを大量生産させるというなんとも微笑ましい光景が広がっていた。

　ちなみに俺はスイカ割り未経験。我が家ではスイカはパイルドライバーで割るのが決まりだったし、俺は食べるほう専門だったのだ。むー、にしても大きくて立派なスイカだ。ちょっとだけお裾すそ分わけしてくれないかな。

「……むむむっ」

　どこか不機嫌そうな声。

　見ると、近この衛えがスイカ割りを観賞する俺をジト目でにらんでいた。

「どうした？　そんなに怖い顔して」

　いや、正確には怖い顔というよりちょっと拗すねた子供みたいな可愛い表情なんだが。なんでいきなりご機嫌ナナメになったんだろう？　巨乳の女の子がスイカ割りしてるのを見てただけなのに。

「い、いや……」

　近衛は、恥ずかしそうに胸の前で指をちょこちょこといじりながら、

「その、やっぱり……ジローも、大きい方が好みなのか？」

「……大きい方？」

　そりゃあスイカは大きい方がいいけどさ。けどなぜにいきなりスイカトークに？

「まあ、そりゃあ大きい方が好きだな」

「なっ……」

　ストレートに言うと、近この衛えはひどくショックを受けたような顔をしてから、「うっ」と悔しげに両腕で自分の胸をぎゅっと抱きしめた。

　……？

　もしかして小さい方が好きだったのかな。

　執しつ事じくんは、きゅぅ～っと口唇くちびるを強く結んでから、意を決したように。

「そ、そんなに大きい方が好きなのか？」

「だって、そっちの方が美お味いしそうだろ？」

「お、美味しそうって……」

「こう、かぶりつきたい感じ」

「かぶりちゅく!?」

「……なんでそこで驚いてんだよ」

　変なこと言ってるかな、俺おれ。

　ただスイカの好みについて話してるだけなのに。

「し、知らなかったぞ。ジローがそこまで大胆なことを言うヤツだったとは」

「大胆って……こんなの当たり前じゃねーか」

「あ、当たり前って」

「紅くれ羽はだって『おっきいのが好きっ』って言ってたぞ」

「なぜ紅羽ちゃんがそんな発言を!?」

　近衛は驚きよう愕がくとともに後ずさった。

　いや、別に普通だろ。我が家では夏になるとスイカをよく食べていた。親しん戚せきにスイカ農家がいて、毎年毎年相当な量が送られてくるのだ。坂さか町まち家の夏の風物詩である。

「そ、そんな、紅羽ちゃんにそんな趣味があったなんて……！」

「趣味って、一般家庭なら普通だろ。おまえは違うのか？」

「当たり前だ！　ボクにそんな趣味はないっ！」

「うちの家族はみんな大好きなのに」

「みんな大好き!?」

「ちなみに俺が好きになったのは四歳のときかな」

「まだランドセルも背負ってない年とし頃ごろだぞ!?」

「でも、親戚からよく家に来るし」

「どうして!?」

「はあ？　ただのお裾すそ分わけじゃねーか」

「お、お裾分け？」

「『手塩にかけた子供たちを美お味いしくいただいてください』って」

「うわああああああああっ！」

　近この衛えはガクガクと震えながら頭を抱えて座り込んだ。そのまま「怖い……一般家庭って怖い……っ」と何やらカルチャーショックを受けている。

　なにやってんだコイツ。ひょっとして熱中症にでもなったんだろうか？　これからもっとスイカの素晴らしさを説明してやろうと思ったのに。

「……あなたたち、よくそんな曲芸みたいな会話ができるわね」

　隣となりにいた涼すず月つきがすべてを知っているかのような悟りきった表情で言った。

　曲芸って、俺おれたちがいつそんなアクロバティックなマネをした？

「心配しないで。あなたが余計な誤解をされないよう、スバルには後でちゃんと説明しておくから」

　やけに真剣な口調で告げるお嬢様。

　その隣には「まさか紅くれ羽はちゃんが……」と顔を青くしている執しつ事じくん。

　………。

　まぁ、いっか。

　きっとみんな海を前にしてテンションが変になってるだけだろう。

「さて。そろそろ泳ぎましょう。でも、その前に――」

　はい、これお願いね、と。

　涼月は俺に何やら日焼け止どめクリームを手渡した。

　……おい。

　これって、まさか、あの伝説の……。

「それでは――待望の治療プログラムスタート。それを私に塗ってくれない？」

　いつもの平然とした態度で、涼月はパラソルの下に敷いたビニールシートの上に寝そべって……ぎゃあああなんでビキニのトップスのヒモとか外してんですかこのお嬢様は！

「て、てめえ！」

「どうかしたの？　結構効果的な治療法だと思うけど。それにクリームも塗れて一石二鳥じゃない」

　いや、そりゃそうだけどさ。

　自然に、寝そべった涼月の背中に目線がいってしまう。

　きめ細かでなめらかな肌、わずかに汗ばむ身体、ふにふにでつるつるなシミ一つない背中、ビキニに包まれたお尻しり、完かん璧ぺきに無防備な姿の涼月奏かなで。

「………っ」

　……ヤバイ。

　このままじゃ、体中の血液が沸ふつ騰とうしてしまう。

「じゃ、じゃあ、いいいいくぞ？」

　涼月の横に座って、震えを必死に押さえながら、クリームを手に塗りつける。

　これも治療のためだ。

　我慢するしかない……！

「あ。気をつけてねジローくん。こんな場所で鼻血なんか出したら、不審者と間違われてライフセイバーに取り押さえられるわよ」

「わっ、わかってるよ！」

　心しん頭とう滅めつ却きやく。

　心を落ち着かせろ。まるで機械のように。そう、俺おれはこれから女の子に日焼け止めクリームを塗るためだけのマシーンになるのだ。私は機械になりたい。

　――ゆっくりと。

　クリームをつけた掌てのひらで涼すず月つきの背中に触れて――。

「ひゃぅ」

「うわぁ!?　なんだよ！　変な声出すなよ！」

「だって、冷たかったから」

「だからって普段出さないような声を出すな！」

「失礼ね。あなたは普段の私をどんなキャラだと思ってるの？」

「言わなくたって自分でわかってんじゃねーか？」

「ふふ、どうかしら。あ。首くび筋すじもお願い」

「ヘイヘイ……ぐぺっ!?」

「……大丈夫？」

「う、うるせえ。鼻血が出ないようにするので精せい一いつ杯ぱいなんだよ」

「ふぅん。もしかして興奮してるの？」

「ば、ばか！　そんなわけがあるひゃああああ!?」

　不意に俺の背中に触れた冷たさに咽のどから悲鳴が飛び出した。

　首を回すと、そこにいたのは近この衛えスバル。

　水着姿の執しつ事じくんが、俺の背中に日焼け止めクリームを塗りたくっていた。

「ジロー、せっかくだからボクがおまえの背中に塗ってやろう」

「ぬ、塗ってやろうって……！」

「それと、一つ質問なんだが――」

　近衛は満面の笑顔で――一言。

「――スイカ割りと砂遊び」

「は？」

「いや、スイカ割りと砂遊び。もし体験するなら、ジローはどっちが好きかなって思って」

「………」

　いかん、コイツ目が笑ってない。スイカ割りか砂遊び。どう考えても撲ぼく殺さつか生き埋めである。さてはコイツ、俺おれが主あるじに手を出すんじゃないかって疑ってやがるな。

「ひぎぃっ!?」

　真夏だってのにざわざわと増殖する鳥肌。そりゃそうだ。涼すず月つきの背中に触ってるってのに、同時に近この衛えに自分の背中を触られているのだ。

　くそぅ、確かにこれは治療に違いない。黒ひげ危き機き一いつ髪ぱつの人形の気持ちがかなりわかった。いつぶっ飛んでも不思議じゃねえ。

「ねぇ、ジローくん。普通に塗っててもつまらないから、ちょっとゲームをしましょう」

　こっちの窮地をお構いなしに、涼月はそんなことを言い出した。

「今からあなたが私の背中に何か文字を書いて、それを私が当てるゲーム」

「りょ、了解だ。つまりは何か別のことに意識を集中させてこの発作を紛らわそうってことだろ？」

「ピンポン。じゃあさっそく何か文字を書いてみて」

「わ、わかったよ」

　つっても何を書けばいいのやら。うーん、適当な言葉にするか。そんなことを思いながら、涼月の背中にピトっと人差し指を当てると、

「……あんっ」

「!?　……何だよ？　今の声？」

「だ、大丈夫、ちょっと一本の指で触られる感触がくすぐったかっただけだから」

「そ、そうか？　じゃあ、書くぞ」

「ふぁっ、やぁ、もっ、もっとゆっくり……」

「おっ、おぅ……」

「ひぅ、いやっ、はやいっ、それにつよい……っ」

「………」

「あ、あっ、あんっ、もうっ……そんな……ゆびなのに……っ」

「……涼月。おまえ、わざとやってるだろ？」

「うふふ。バレちゃった？　きっと喜ぶと思ったのに」

　クスクスと悪戯いたずらっぽく笑われてしまった。やはりさっきのはデレ月モードか。ナメんなよ。ちょっとドキドキしたけど、心までは奪われてねーぞ。

「……よ、よし」

　発作に意識を蝕むしばまれながらも、なんとか涼月の背中に文字を書き終えた。みんな知ってる言葉だから、難易度は高くないはずである。だが……。

「え？　あなた、私にこんな卑ひ猥わいな言葉を言わせる気なの？」

「このゲームを提案されたときからそう来ると思ってたよ！」

「でも『らめぇ、じろうくん、らめぇっ！』なんて」

「だからそんな言葉は書いてないって……ぎゃあああ近この衛えっ！　俺おれの背中に『殺』って文字を書き殴るのはやめろ！」

「……むっ」

「ひいっ！　やめて！　首くび筋すじに指を回すのはやめてぇ―――――っ！」

　ちなみに、俺が涼すず月つきの背中に書いた文字は『おまえはもう死んでいる』。男なら一度は言ってみたい名言である。余談だが、紅くれ羽はが生後十ヶ月で初めてしゃべった言葉がコレだったそうだ。自分の妹ながらイカれてるよね。

「あら？　もう終わりなの？」

　ちょっと不満げな涼月の声。ゲームオーバー。こんなのやってられるか。はあはあと息が切れて仕方ない。ロシアンルーレットばりにハラハラするぞ。

「うっ……」

　……気持ち悪い。

　意識が飛ぶか飛ばないかを何回も繰り返したせいで激しい目眩めまいがする。逆立ちしてジェットコースターに乗った気分。

「ふふ、ありがとう。泳ぐ前に飲み物でも買ってきたら？　顔が真まっ青さおよ」

「……ああ、そうするよ」

　おぼつかない足取りで立ち上がってから、荷物を預けた海の家へと向かう。すぐにでも泳ぎたかったんだが、このまま海に入ったら間違いなく溺でき死しコース。少しでも体力を回復させねば。

　まだお昼前だってのに、海の家の屋台の前はやけに混雑していた。

　いくらシーズンでもこの人ひと気けはおかしいだろと思ったら、サービスが異常だった。周囲にいる客の話に耳を傾けると、なんでも水着姿の女の子が接客してるんだとか。荒稼ぎしてやがる。地域条例に引っかからなければいいが。

「うおっ!?」

　順番待ちの列に並んでいたら、混雑のせいで誰だれかがぶつかってきて、メガネが足元に落下してしまった。ぎゃー、俺のメガネが砂まみれに。まいったな、これは一回洗わないと……。

「いらっしゃいませですー」

　と、そんなことをやっていたら俺の番が来た。む、仕方ない。とりあえずメガネは水着のポケットに入れておく。こうなったら裸ら眼がんで注文するか。

「………っ」

　しかし。

　カウンターの向こうの店員と向きあった瞬間、俺は思わず絶句していた。

　モンスター。

　そんな言葉が脳のう裏りをよぎる。

　オレンジ色のビキニに包まれた豊かな胸。うわー、すげえ。もしかして胸だけなら涼すず月つきよりあるんじゃねーか？

「……？　どうしました？」

　固まっている俺おれを見て女の子は小動物チックに首を傾かしげた。明るい髪色のサラサラロング。健康的な小麦色の肌にメガネが似合う落ち着いた表情って……あれ？　あの頭についてるのって……。

「……ネコミミ？」

　思わず小さな声で呟つぶやいてしまった。

　そう――ネコミミである。

　なぜか、メガネの女の子はビーチにはどこまでも不似合いなネコミミをちょこんとつけていたのだ。

　うーん、ひょっとして今流行のファッションなのか？　随分斬ざん新しんだな。まぁ何にしてもあんまりジロジロ見るのは失礼だよな……。

「あれ？　あなた……」

　ネコミミメガネの女の子は、なぜか俺の顔をよく見つめてから、

「メガネが似合いそうないい身体してますね」

「………」

　なんか、よっぽど失礼なことを言われた気がした。メガネが似合いそうな身体ってどんなだよ。

　そういや最近知り合った女の子にこんなヤツがいたな。あのメガネジャンキーは今いま頃ごろ何をしているんだろう。あいつも手芸部だったから無人島か。

「しかし、それでもあのお方には勝てませんね」

「あのお方？」

「はい。通っている学園の先輩に、キング・オブ・メガネといっても過言じゃない偉大なお方がいらっしゃるんですよ」

「それ、本人の前で言ってるのか？　そのあだ名絶対嫌がると思うけど」

「あぅ。本人の前で言ったことはないですけど、きっと受け入れてくれますよぅ。いやぁ、坂さか町まちって名前の先輩なんですけどね」

「…………」

　……うん。

　同姓だよな。

　いやー、世間は狭いなー、まさか俺と同じ苗みよう字じのメガネ野郎がいるとは。

「でも、あの方のすごいところはメガネだけじゃないんですよ」

「ふぅん」

「なんとセンパイは、一般生徒でありながら学園の王子様に恋しちゃってるんです」

「……それって、まさか……」

「イエス、ＢＬです。ああ、トレビアン。まさに現代版ロミオ×ジュリエット」

「ロミオとジュリエットは男同士じゃないと思うけど……」

「ああ、今からでもあの方を連れて来たいくらいです。そうすればきっと大衆に向けて、選挙運動なみの大演説を始めるに違いありません。テーマはもちろん、素晴らしきＢＬとメガネの関係性……やぁん!?」

　反射的に、俺おれは女の子のメガネのレンズにデコピンをかましていた。女の子はメガネを押さえながら「目がぁ、目があああっ」と何やら地面の上でのた打ち回っている。

　……やべえ。

　なんかこのやり取り、すげえデジャヴな感じがする。

　具体的に言えば学園祭。

　あのときあいつはキグルミを着てたから顔はわからなかったんだが、それにしてもこのヘンタイぶりはあのメガネジャンキーを髣ほう髴ふつとさせ……いや、落ち着け。そんなわけがない。いくらなんでもできすぎだ。なぜならヤツは無人島に島流しに……。

「うぅ、ひどいです」

　女の子はずれかけたメガネを直しながら呻うめいた。

「あ、ごめん。ちょっと強すぎたか？」

「……いえ、謝らなくても結構です。その代わり――」

　女の子は、なぜかやけにハアハアしながら、どこからかフレームの細いスタイリッシュなデザインのメガネを取り出して、

「あなたもメガネをかけましょう」

「なぜに!?」

「え？　だって、ここまでしたら責任を取ってくれないと」

「責任の取り方が意味わかんねえぞ!?」

「ふふふ。かけてくれれば、注文をタダにしますから……って、ああ！　なんで逃げようとするんですか！」

「いや、実は急にお腹なかが痛くなって……」

「メガネをかければ治ります！」

「治らねえよ！」

「嘘うそじゃないです！　メガネをかければ病気知らず！　体重が減って身長も伸びてムキムキボディなあなたがカミング・ヒア！」

「深夜の通販番組みたいなことほざくな！　って、うわあああ離せコラ！」

「逃がしません！　メガネをかけてくれるまでは！」

　鬼気迫る表情でカウンターの向こうから俺おれの手を掴つかむ女の子。

　ひぃ、せっかく体力回復に来たのにまた恐怖症の発作が！　しかも抵抗するたびに目の前で胸がたゆたゆ揺れてて精神的にも大変よろしくない！　くそっ、ダメだコイツ、早くなんとかしないと――。



「ナクル？　何やってんのよあんたは」



　不意に響くトゲトゲしい声。

　瞬間、「あはぁん!?」とうめき声を上げて持っていたメガネを放ほうり出しながら吹っ飛ぶ女の子。どうやら声の主に軽く蹴けり飛ばされたっぽい。

「まったく、ただでさえ忙しいんだからちゃんと仕事して――」

　言葉の途中で、紫の水着姿の女の子は目をパチクリさせながら俺のことを見つめている。

　そのふわふわしたツインテールは間違いなく――。

「……バカチキ。あんた、こんなところで何してるの？」

「……いや、それはこっちのセリフだよ」

　そう、宇う佐さ美みマサムネ。

　メガネジャンキーを蹴り飛ばした彼女は、突然の再会に目を丸くしていた。



　　　♀×♂



「にゃにゃ？　兄さん？　どうしてここにいるの？」

「……よぅ、紅くれ羽は」

　海の家の店内。

　そこに設けられたテーブル席に座っていた俺とマサムネとナクルを見て、妹は「にゃはは、なんか楽しそうだね」と明るくあいさつ。

　ショートカットにレジャーランドのときと同じ真まっ赤かなビキニ。そして相変わらず一部の趣味の人に喜ばれそうな、成長とはほど遠い体形である。もっとも本人に言ったら即ドラゴンスープレックスだろうが。

　なぜ手芸部の合宿に行くはずだったコイツらがここにいるかというと……恐ろしいことに、貨物船への侵入に失敗したらしい。

　マサムネの話では、トラックで移動し、この近くの港から出ている貨物船に乗り込んだまではよかったが、コイツら三人だけが乗組員に発見されてしまい、捕まる寸前で脱出したんだとか。

　相変わらずやってることがメチャクチャだ。そのうちお昼のワイドショーから出演依頼が来るぞ。モザイクつきで。

「うにゃー、貴重品が入った荷物は部長さんが管理しててね。さっき衛星電話で連絡が入ったんだけど、向こうは無事に合宿先に到着したらしいんだ。でも、あたしたちを迎えには来られないんだって」

「だからここでバイトして旅費を稼いでるわけかよ」

「帰りの旅費だけどね。あたしはもう一回くらいチャレンジしてもいいんだけど、うさみん先輩とナルナルが『もう密航は嫌だ』って言うから」

「そりゃそうだろうな」

　視線を移すと、マサムネとナクルの二人は昨晩の光景を思い出したのか、青ざめた顔でガタガタ震えていた。そりゃあ密航者として捕まりそうになればトラウマにもなる。

　ちなみに、さっきナクルが俺おれに気付かなかった理由は『メガネがなかったのでわかりませんでした』だそうだ。その言葉通り、俺が海の家の水道でメガネを洗ってかけたらすぐに気付きやがった。コイツは人をメガネで判断してるのか。

「ねぇ、バカチキ。お願いだから何か奢おごって。アタシたちお腹なかペコペコなの」

「……いや、いいけどさ。あとでちゃんと金返せよ？」

　マサムネの要望通り、ヤキソバを三つ注文する。なんでもバイトが終わるまで何も食べられない決まりなんだとか。随分過酷な労働条件だ。

「ところで兄さん」

　と。

　妹は至し極ごく冷静なしゃべり方で。

「どうしてこんなところにいるの？　確かお姉さまたちと旅行に行ってるんじゃなかったっけ？」

「！」

　……しまった。

　紅くれ羽はは俺が涼すず月つきたちと旅行に行くことを知ってるんだった。

　ぎゃー、なんて説明しよう。さすがにありのままの事実を言うのもな。俺と涼月が婚約者なんて設定になってるし。

「……お姉さま？　あんたってお姉ちゃんとかいたっけ？」

　マサムネが不思議そうな顔をした。

「え？　違いますようさみん先輩。お姉さまっていうのは兄さんのクラスメイトの涼月先輩のことです」

「……は？」

　瞬間、マサムネの顔が強こわ張ばった。

　そのままギロリと俺おれの方に視線が向けられて。

「どういうこと？　なんであんたがクラスメイトの女の子と旅行してるの？　しかも……どうしてよりにもよってあの涼すず月つき奏かなでなわけ？」

「いや、それは……」

　涼月の名前が出た途端、明らかに不機嫌になるマサムネ。

　むー、やっぱり仲が悪いんだろうか。

　なんにしても――これはマズい。

　何か、早急に対策を考えねば……！

「ん？」

　そんなことを思っていたら水着のポケットでケータイが鳴った。着信画面を見るとタイミングが悪いことに近この衛えスバル。俺の帰りが遅いから心配になったのかもしれん。

「あ。スバル様からお電話みたいですね」

「!?」

　ぎょっとすると隣となりからナクルがケータイの画面を覗のぞき込んでいた。

　ナクルの言葉にジトーッと三人の視線が俺に突き刺さる。

　そのプレッシャーから逃げるように、ポチリと着信ボタンを押して電話に出ると……。

『もしもし？　ジローか？』

「お、おぅ、近衛。どうした？」

『どうしたって……おまえこそどうしたんだ？　飲み物を買うにしては長すぎないか？』

「い、いやー、ちょっと色々あってさー」

『？　まぁいい。ボクたちももうすぐそっちに行くから』

「なんで!?」

『なんでって……そろそろお昼ゴハンの時間だし』

「く、来るな！　それは罠わなだ！」

『どういう意味だ!?』

「と、とにかく来ちゃダメなんだよ！」

『いきなりそんなこと言われても……もう遅いぞ』

「遅い？」

『だって、今海の家の前に着いたし』

「うわあああああああっ！」

　俺のシャウトに驚いたのか、そこで電話はプツンと切れた。

　……マズい。

　一番マズいのは、近衛が今女の子の格好をしてるってことだ。どう考えてもコイツらがあれを見たらバレてしまう。スバル様が、実は女の子だという衝撃の事実が……！

「あれ？　あそこにいるのってお姉さまかな？」

　げっ。

「あ、ホントです。店の前にいますね」

　ひいっ。

「でも、あの隣となりにいるのって誰だれ？　ここからじゃよく見えな――」

「お、俺おれが連れてくる！」

　言葉を遮るように叫んでから、一目散にスタート＆ダッシュ。

　目的はもちろん近この衛えスバル。

　もはや近衛とあいつらの接触は避けられん。

　だったら、上う手まく誤ご魔ま化かし通すしかない……！

「どうしたジロー。そんなに焦った顔をして」

　幸い、近衛と涼すず月つきはまだ海の家に入る寸前だった。さっきまで海で泳いでいたのか身体が水滴で濡ぬれている。

　チャンス。

　まだ間に合う――そう思いながら俺はあるものに手を伸ばした。

　ここで、近衛にコレを身に着けさせてしまえば……！

「――近衛。落ち着いて聞いてくれ」

　ただストレートに。

　俺は近衛に用件を伝えることにした。

「今すぐ、コレをかけてくれ」

「コレって……そのメガネをか？」

　近衛は俺が手に持っているフレームの細いメガネを見て首を傾かしげた。

　そう――さきほどナクルが俺にかけるよう迫ったメガネである。マサムネに蹴けっ飛ばされてふっ飛んだヤツを偶然拾ってたんだが、今はコレを使うしかない。度は入ってるけど、かなり弱いタイプみたいだから大丈夫だろう。

　つまりは――変装である。

　そんなのすぐバレるだろ！　と思うかもしれないが、もはや別人だと言って白を切るしか方法はない。他ほかにいい案があるヤツはネットの掲示板にでも書き込んでくれ。

「頼む！　これはおまえのためなんだ！」

「別に構わないが……も、もしかしてジローはこういうのが好きだったのか？」

「なんでいきなり照れくさそうに頬ほおとか染めてんだよ！」

「だっ……だって……」

　俺が手渡したメガネを持ったまま恥ずかしそうにリアクションに困っているスバル様。

　あー、もう早くしてくれ。

　こんなやり取りをしてる間にも時間は刻一刻となくなって――。

「兄さん？　何してるの？」

　ひええっ。後ろを見ると、そこにいたのはビキニスタイルの紅くれ羽は。どうやら俺おれのことを追いかけてきたっぽい。

「まったくもうっ。店の中で急に走ったりしたら危ないでしょ……って、あれ？」

　瞬間、紅羽の顔がコンクリートよろしくバキバキと硬質化。驚きよう愕がくに染まった大きな瞳ひとみ。

　その視線の先はもちろん……。

「きょ、きょきょきょのえしぇんぱい？　ど、どどどどうしてそんな格好を？」

「あっ……こ、これは……」

　突然の紅羽の登場にビキニ姿の近この衛えは一瞬で顔面蒼そう白はくになった。

　だが――間一髪。

　その顔にはキラリと輝くスタイリッシュなメガネが。よし、ギリギリで変装完了……といってもメガネをかけただけだが。

　あとは近この衛え次第である。

　このまま、しっかりと自分は別人だと説明してくれれば……。

「ちちちちちちがうんだいいいいっけんわからないとおもうがここここれにはちゃちゃちゃんとしたわけがあってててててて……」

　……終わった。

　そんな言葉が俺の頭上でぐるぐると急速旋回。うわー、すげえテンパってるじゃんコイツ。まったく俺の意図を読み取れてない。今にも機能停止に陥りそうな慌てようである。

　くそっ、近衛一人じゃ無理だ。

　誰だれか……俺の意図を完かん璧ぺきに読み取って、あぅあぅとパニックに陥っている執しつ事じくんに的確なフォローを出せる、勘が良くて判断力に優れた人間は――。

「何を言ってるの？　紅羽ちゃん」

　凛りんとした声が響き渡る。

　見ると、涼すず月つきが落ち着いた調子で紅羽に話しかけていた。

「その子はスバルじゃないわ」

「え？　で、でも、メガネをかけて髪を下ろした近衛先輩にしか……」

「ええ。けど、それは従兄妹いとこだからよ。その子はこの近くにあるスバルの母方の実家の子供なの。だいたい、スバルは男の子なのよ。どう見てもこの子は女の子じゃない」

「そ、それはそうですけど……じゃあ、近衛先輩は？」

「あの子は今実家の方に挨あい拶さつに行ってるわ。その代わりとして、この子が私のお供をしているの。まぁ、この子は私の家の執事の家系じゃないんだけどね」

　いつもと何ら変わらない平然とした表情でデタラメを並べるお嬢様。

　さすがはデビル涼すず月つき。

　一瞬で状況を把握しやがった。そして寒気のするようなポーカーフェイスぶりである。ラスベガスのカジノにいるカードディーラーみたいな顔してるぞ。

　ああ……けど、よかった。

　さすがのこの悪戯いたずら大好きお嬢様も、この緊急事態には真剣に対応してくれるっぽい。そうだよな。いくらコイツでも、こんなときまで遊ぶわけが……。

「ちなみに、名前は――ぷにゅる」

『……は？』

　俺おれと紅くれ羽はと近この衛え。三人分の間の抜けた声が聞こえた。

「だから、この子の名前よ。小鳥遊たかなしぷにゅる。小鳥遊はスバルの母方の苗みよう字じね。どう？　今風の可愛かわいい名前でしょう」

　にこやかに微笑ほほえむ涼月。

　うわー、すっげえ楽しそうじゃんコイツ！

　どうして『ぷにゅる』なんてふざけた名前を付けるのかなぁ！

　いくらなんでも無理があるだろ。そんなエキセントリックな名前は日本全土を探しても見つかるまい。これじゃ紅羽も感づくに決まって……。

「へぇー、ぷにゅるさんですか。可愛いお名前ですね！」

　信じちゃった！

　自分の妹ながらバカすぎだろ！　とツッコミたかったが……よく考えれば無理もない。紅羽は涼月のことを『お姉さま』と呼ぶくらいに慕っている。最近では俺の言うことより涼月の言うことを信用するくらいだ。だったらこの結果は必然かもしれん。

　何はともあれ――第一次防衛ライン突破。

　あとは、テーブルに戻ってマサムネとナクルをどうにかすれば……。

「――あ、紅羽ちゃん」

　と。

　何やら良からぬことを思いついたのか、涼月はクスッと心底楽しそうに微笑みやがった。

　……嘘うそでしょ？

　この人、まだ遊び足りないんですか？

「一つ言い忘れていたけど、ぷにゅるのことは『さん』付けで呼ばなくても大丈夫よ」

「え？　ということは……」

「そう。ぷにゅるはあなたと同じ高校一年生なの。ちなみにこの子は仲の良い私のことをこう呼ぶわ。――『カナお姉ちゃん』って」

「……っ!?」

　メガネで変装した執しつ事じくんは主あるじの言葉に明らかにぎょっとした。

「どうしたの、ぷにゅる。だってあなたは私の執しつ事じでもなんでもないんだから、『お嬢様』なんて呼ぶこともないし、ましてや敬語を使う必要もないでしょう？」

「っ！」

「ほら、いつも通りに呼んで。『カナお姉ちゃん』って」

「っ！」

　メガネスタイルの近この衛えはあまりの羞しゆう恥ち心しんからか顔から湯ゆ気げが出そうになっていた。

　当然だ。さすがにこんな経験は初めてだと思う。

　たぶん、涼すず月つきの目的は近衛に対等の立場で――友だちとして接してもらうことだろう。二人はそれこそ主あるじと執事。いつも畏かしこまった言葉遣いだからな。

　にしても、柔軟な発想で状況を利用してやがる。案外『お姉ちゃん』っていう新鮮な呼び方で呼んで欲しいだけじゃねーのか。

「うっ……。……かっ……かっ……」

　近衛……いや、小鳥遊たかなしぷにゅるは。

　恥ずかしそうにモジモジしながらも、ちょこちょこと一生懸命に口唇くちびるを動かして――。



「――カナお姉ちゃんっ」



「……っ!?　お、おい、涼月!?」

　突とつ如じよ、ガクっと涼月のヒザが崩れた。そのまま地面にしゃがみこんで「わ、私は大変な怪物を生み出してしまったのかもしれないわ……！」と怪獣映画の科学者のようなセリフを呟つぶやいている。どうやら、あまりの可愛かわいさに意識を奪われかけたようだ。

　恐るべし、小鳥遊ぷにゅる。

　よもや、あの涼月奏かなでを追い詰めるとは……！

「ちなみに、ぷにゅるはジローくんのことも『ジローお兄ちゃん』って呼ぶわ」

「!?」

　自分だけ倒れたのが悔しかったのか、涼月は狙ねらいをこっちに変えやがった。うわー、やめろー、今の近衛にそんなこと言われたら……！

「っ！」

　近衛は。

　再び羞恥心に口唇を噛かみ締めてから、消え入りそうな声で、



「……ジロぅお兄ちゃん」



「――――」

　――ああ。

　今わかった。

　おそらく俺おれは、この感動を味わうためだけに生まれてきたんだろう。

　お兄ちゃん。

　普段は強気で無愛想なスバル様が、お兄ちゃん。

　なんだよ、その狙ねらい済ました剛速球は。

　ストライクじゃん。

「……センパイ。どうしてそんなとってもいい笑顔で地面に膝ひざ立だちしているんですか？」

　あまりの破壊力に呆ぼう然ぜんとしているとナクルが声をかけてきた。マサムネも一緒のところを見ると、様子を見に来たのか？

「あっ、紹介するねナルナル。この子は近この衛え先輩の従兄妹いとこで小鳥遊たかなしぷにゅるちゃん。あたしたちと同い年なんだって」

「スバル様の従兄妹の方ですか？　おや、そのメガネは……」

　一度メガネを直す仕草をしてから、近衛を見つめるナクル。

　あ、忘れてた、よく考えれば今近衛がかけてるメガネってナクルのじゃん。これじゃさすがに気付かれるか？

「――エクセレント」

　しかし。

　ナクルは聖母マリア像にでも祈りを捧ささげるように両手を合わせてから、

「こんにちは、ぷにゅるちゃん！　ナクルの名前は鳴なる海みナクルです！　いやぁ、それにしてもメガネが似合いますねっ！」

　明らかにテンションを上げながら、メガネスタイルの近衛に握手を求めていた。見たところ紅くれ羽はの言葉を疑ってる素振りは微み塵じんもない。

　……バカだ。

　コイツ、紅羽以上のウルトラバカだ。

　疑うことより、メガネが似合ってることしか眼中にないのかよ。

「でも、どうしてぷにゅるちゃんがナクルのスペアメガネを？」

「あ、ああ。さっき海で泳いでたら自分のメガネが流されたらしいんだ。だから、おまえのを貸したんだよ」

　口から出任せを言うと、ナクルは「そうなんですかぁ」と呟つぶやいてから、

「ふふふ、よかったです！　その子はなかなかの器量良しだったので、ふさわしい貰もらい手を探すのに苦労してたんですよぅ！」

　近衛がかけているメガネを指差しながら、娘の結婚が決まった母親のようなノリで半狂乱になっている。

　……まぁいいや。

　このメガネジャンキーの頭の中でどんな化学反応が起こってるかは知らないが、とりあえず小鳥遊たかなしぷにゅるの存在を信じたようだ。

　第二次防衛ライン突破。

　さて、残るは――最終防衛ライン。

　宇う佐さ美みマサムネ。

　おそらく、もっとも懐かい柔じゆうが難しいであろう性しよう悪わるウサギ――。

「よよよよろしくね、ぷにゅるちゃん」

　意外なことに、マサムネはやけに緊張しつつも、小鳥遊ぷにゅるにあいさつしていた。

　……はあ？

　いや、そんなわけあるか。

　マサムネは他人に嘘うそをつかれるのが大嫌いで、しかも簡単には人を信用しない――否、できないほどの人間不信だ。

　そんなコイツが、こんなに簡単に俺おれたちの言い分を信じるとは……。

（……バカチキ、ちょっと）

　俺おれが疑問に思っていると、マサムネがヒソヒソと小声で耳打ちしてきて。

（なんでこんな嘘をつくわけ？）



    


  
    
      



    


  
    
      （!?　お、おまえ、やっぱり気付いて……！）

（当たり前よ。小鳥遊たかなしぷにゅる？　あんなのどう見てもメガネをかけたスバル様じゃない。こんな嘘うそでアタシを騙だませると思ったの？）

　自信たっぷりに言うマサムネ。

　……なんてこった。

　ついに近この衛えの秘密が……女の子だってバレる日がくるとは。くそっ、すまない近衛、俺がもうちょっとマシな方法を思いついていれば……。

（でも――今は騙されてあげる）

　だが、マサムネの口から出たのは意外な言葉だった。

（だって、誰だれにだって秘密はあるもん。アタシは他人の趣味にまでとやかく言う気はないから。うーん、でもちょっとショックよね）

（……えーっと……何が？）

（はあ？　何がじゃないでしょ。スバル様の女装趣味のことよ。四月のゲーセンでも女装してたもん。どうせあの胸もパッド。あんたがスバル様と付き合ってるって嘘をついたのだって、あの人をかばうためだったんでしょ？）

（………）

　……ラッキー。

　なんか、勝手に都合のいい方向に誤解してくれたぞ。

　確かに、今の近衛の着ている水着はそこまで胸が強調されてるタイプじゃないし、腰にはスカートタイプのパレオを巻いていて、肝心の部分を隠している……ように見える。

　つまりは、マサムネは近衛スバルという男の子が小鳥遊ぷにゅるという女の子に変装していると誤解してくれたわけだ。きっと普段からの人間不信っぷりが今日は上う手まく働いたんだろう。涼すず月つきのことを疑ってくれたわけ。

（でも、すごいわね。はっきり言って女の子にしか見えないもん。それに……とっても可愛かわいい。中身はスバル様だからしゃべりかけるのも緊張しちゃうわ）

（あれ？　おまえ、近衛のことはフッ切れたんじゃなかったっけ。学園祭の翌日に）

（そ、そうだけど、どうもまだ緊張しちゃうのよ。ほら、学園の王子様じゃない。アタシたちとは身分が違う感じがするもん。ま、それはもういいでしょ）

（いいでしょって……）

（だって――今のアタシはそれどころじゃないのよ）

　囁ささやくと、マサムネはキッと視線を鋭くした。

　その先には――涼月奏かなで。

　マサムネの威圧的な視線を受けながらも、お嬢様は学園で見せる優等生スマイルを浮かべていた。

「こんにちは、宇う佐さ美みさん。あなたも来てたの？」

「フン。来る予定じゃなかったんだけどね。あんたこそ、なんでバカチキなんかと旅行してるわけ？　涼すず月つき奏かなで」

「別に？　私が誰だれと旅行しようと勝手でしょう。それにしても、学力特待生のあなたでも海に来たりするのね」

「アタシだってずっと勉強してるわけじゃないわよ。あんたも、この前の期末でトップだったからって、遊んでていいの？」

「ふふ。心配ありがとう。でも、安心して。私って、勉強しなくてもある程度の点数は取れるから」

「ぐぐっ……こ、このっ、いっつもアタシに勝ってるからって調子に乗って……！」

「え？　そうだったの。知らなかったわ」

「っ！　し、しらじらしい……っ」

　目を薄うっすらと潤ませながらにらみつけるマサムネと、それを笑顔で受け流す涼月。

　ぬぬっ、やっぱりこの二人、あんまり仲がよろしくないっぽい。一般庶民とお嬢様。性しよう悪わるウサギとオオカミ女。思ったとおり相性最悪だったか。

　しかし、学力特待生ってのはなんだろう？

（ジロぅお兄ちゃ……いや、ジロー。ボクも今思い出したんだが、あの宇佐美って子は、各学年に一人だけいる学力特待生だ）

　俺おれの疑問を悟ったのか、近この衛えが教えてくれた。正体をバラさないようにかなりの小声である。でも普通に名前で呼ばれるとちょっとガッカリ。

（ボクらの通う浪ろう嵐らん学がく園えんには、入学試験でトップの点数をとって、その後もある程度の成績を維持すれば、学費がすべて免除される制度があるのは知ってるだろう？　それが学力特待生。それで、去年の入学試験トップがあの子ということだ）

（そういやそんな話も聞いたことあるな）

　俺には縁のない話だから忘れてたけどさ。

　つーか、マサムネがねぇ……。もしかしたら学費をゼロにするために頑張って勉強してるのかな。コイツの経済状況を考えたら無理もないような。

（でも、入試一位はすげえな。そのときはおまえや涼月に勝ったってことだろ？）

　涼月と近衛はかなりの優等生だ。毎回テストの順位でもワンツーフィニッシュを決めている。

（いや、それには理由があって……その、ボクたちは入学試験を受けていないんだ）

（受けてないって……なんで？）

（そ、それは……）

　近衛は言いづらそうに黙ってしまった。

　あー、よく考えてみれば涼すず月つきは学園理事長の一人娘で、近この衛えはその執しつ事じ。コネを使ったってことか。

（けど、ボクたちが入学してからは、あの子はずっとお嬢様に順位で負けてきた。学力特待生なのに。だから、やけにライバル心を燃やされてるって、前にお嬢様が話していた）

（……はあん）

　まぁ、仲が悪いのはそれだけが理由じゃない気もするけどな。

　なんでか知らないが、涼月もどこかマサムネに敵意を持ってる気がする。優等生のお嬢様にしては珍しいことに。

　ともかく。

　俺おれと近衛のヒソヒソ会話もそっちのけでバトルするマサムネと涼月。

　相変わらず火花が散りそうな勢いである。

「答えて。なんでバカチキと一緒に旅行してるの？」

「そんなにジローくんのことが気になるの？」

「べっ、別に！　そういうわけじゃないもん！　アタシはあんたみたいなお嬢様がこんなバカでチキンな一般生徒と旅行してるのが気になるだけよ！」

「私とジローくんは友だちなの。それなら普通でしょ？」

「全然普通じゃないわよ！　だったらアタシだってバカチキの友だちだもんっ！」

　追い詰められた子ウサギのごとく、うるうると涙なみだ目めで一生懸命抵抗するマサムネ。

　うーん、どうも力関係がはっきりしてる気が……。

　そもそもこのお嬢様に対抗できるヤツなんているとは思えん。というか、なんでマサムネは俺が同行してることに食ってかかってるんだ？

「――ふぅ。仕方ないわ。本当のことを教えてあげる」

　と。

　涼月は、いきなり真剣な表情になって――。



「彼は、私の婚約者なの」



　シレっと、とんでもないことを言いやがった。

「なっ……!?」

　これにはさすがに絶句するマサムネ。

「そっ、そんなわけないでしょ！　いきなり何を言ってるのよ！」

「嘘うそじゃないわ。私と彼は今駆け落ちの真っ最中なの」

「駆け落ち!?」

「ちなみに、旅館の部屋も同じよ」

「いっ、一緒の部屋って……まさか……っ」

「もちろん、昨日の夜も一緒に寝たわ」

「なっ……」

「知ってるかしら？　彼って、実はとっても寝ね相ぞうが悪いのよ」

「っ！」

　カァアアっとマサムネの顔が完熟リンゴみたいに真まっ赤かになった。

　涼すず月つきめ。お得意のデタラメで攻める気か。旅館の人たちに吐いた嘘うそをまた使うとは。なんでか知らないがマサムネには効果抜群みたい。

「あれ？　ナルナル、大丈夫？」

　紅くれ羽はの声に振り向くと、今の発言が致命傷だったヤツがもう一人。俺おれと近この衛えがＢＬ的関係だと信じて疑わない鳴なる海みナクルである。

　驚くことに、彼女は直立したまま瞳どう孔こうを見開いてポカンと固まっていた。どうやら、あまりの衝撃に立ったまま気絶したっぽい。武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいかよおまえは。

　けど、紅羽は今の発言にもまったく動揺してないな。よく考えれば四月にも同じようなデタラメを言われたことがあったし、耐性が付いてるのか。

　しかし――肝心のマサムネには耐性がない。

　うーん、これはフォローを入れるべきか。さすがに涼月と婚約者だなんて思い込まれるのは困る気が――。



「――嘘ね」



　しかし。

　マサムネは、瞳ひとみに涙を溜ためながらも強気にそう宣言した。

「嘘？　あなた、私が嘘をついてるって言うの？」

「う、うん、そうよっ」

「どうして？」

「なんでかわかんないけど……女の勘よ！」

　涼月の発言にプレッシャーを感じているのか、ますます涙なみだ目めになっているが……それでも、マサムネは譲ろうとしなかった。

「たぶん、一緒の部屋に泊まってるってのはホントかもしれないけど、婚約者……あんたとバカチキがそういう関係だってのはぜーんぶ嘘。きっと何か別の理由があるんでしょ？」

「さぁ、どうかしら」

「フン。ムダよ、涼月奏かなで。アタシはあんたのことなんかこれっぽっちも信用してないもん。それに、ずっと前から思ってたのよ。あんたの言葉は嘘っぽいって。学園でもそうやって周りを上う手まく騙だましてるみたいだけど、アタシは騙されないし、信じない。だから――」



「――アタシには、あんたのデタラメは通用しないっ」



　はっきりと。

　マサムネは涼すず月つきに向かって言い切った。

「……ふぅん」

　お嬢様は、やけに落ち着いた表情で呟つぶやいてから。

「宇う佐さ美みさん。私、あなたのことがちょっとだけ苦手みたい」

「なっ……やっ、やっぱり！　さっきのは全部デタラメだったのねっ！」

「自信なかったの？」

「そ、そんなわけないもん！　こうなることは最初からわかってたわよ！」

　ふふんとツインテールを揺らしながら得意げに胸を張るマサムネ。

　……驚いた。

　宇佐美マサムネ。

　本当に涼月のデタラメを見破りやがった。つーか、女の勘って……なんだよそりゃ。たぶん勘っていうより普段のひねくれぶりが巧を奏した感じなんだろう。

　さすがは性しよう悪わるウサギ。

　まさか、あのデビル涼月を真正面から打ち負かすとは……。

「けど――宇佐美さん。あなた、それでどうするの？」

「……えっ？」

　突然の涼月の質問に、勝ち誇っていたマサムネは凍りついた。

「それがわかったからって、どうするの？　ちょっと聞きたいんだけれど、あなたは今日どこに泊まるのかしら？」

「そっ……それは、まだ決まってなくて……」

　途端、弱々しくなるマサムネ。あー、そうか。コイツら宿無しだもんな。この様子じゃ、海の家に泊まれるかはまだ交渉してないみたいっぽい。

「そうなの。大変ね。ちなみに、私たちはこの近くにある温泉旅館に泊まるわ」

「うっ……」

「もちろん、ジローくんも一緒」

「ううっ……」

「もしよかったら、宇佐美さんも一緒に泊まる？　でも、私たちが泊まっているのは結構豪華な旅館よ。当然、値段もそれ相応ね」

「く、くぅぅっ……た、確かに、野宿はヤダけど……っ」

「心配しないで。私も鬼じゃないわ。さすがに野宿は可哀かわい想そうだから、ちゃんとお願いすれば泊めてあげないこともないけど……どうする？」

「お願いって……具体的には何をすればいいの？」

「土ど下げ座ざ」

「はあっ!?」

「もちろん全裸にニーソックスで」

「何よそのエロプレイ!?」

「デタラメよ。そこまで本気にしないで」

「う、嘘うそっ！　あんた、今絶対本気で……！」

「そんなことないわ。でも、普通のお願いじゃ面白くないから、可愛かわいいお願いをしてくれるかしら」

「……可愛いお願い？」

「『お願いだぴょんっ奏かなで様！　どうかアタシを旅館に泊めてぴょんっ！』って」

「その語尾の『ぴょんっ』は何!?」

「可愛いでしょう？　ウサギさん」

「う・さ・みっ！　ウサギじゃない！」

「あ。ちゃんとウサギさんのポーズもやってね」

「っ！　そ、それがあんたの本性か……っ！」

「さぁ、みんな。一緒に観賞しましょう。宇う佐さ美みさんが今から人ひと気けの多いビーチのど真ん中で、しかもビキニ姿のまま、恥ずかしいセリフを恥ずかしいポーズで叫びたいって言ってるから」

「い、いやああああああっ！」

　再び瞳ひとみに涙を……というかもはや、えぐえぐと半泣きになっているマサムネ。

　……ダメだ。

　やっぱり、相手が悪すぎた。

　涼すず月つき奏。

　確かに、コイツは鬼じゃない。

　悪魔だ。

「うっ」

　マサムネは、うるうると両目に大量の涙を浮かべながら――。



「おっ……お願いだぴょんっ奏様！　どうかアタシを旅館に泊めてぴょんっ！」



　結局、涼月の要求を呑のんだ。

　顔を恥辱と屈辱に染めつつも、ビキニ姿で両手を頭に当ててウサギっぽい可愛らしいポーズまでした。いや、普段と違うイメージでちょっと可愛かわいかったんだが、それを言ったらきっとカカト落としを喰くらうだろう。

「ありがとう、宇う佐さ美みさん。これであなたも旅館に泊まれるわ」

「おっ、覚えてなさいよ涼すず月つき奏かなでっ。もっともっと勉強して、ぜーったい二学期のテストで負かしてやるんだから……っ」

「あ、そうだ。紅くれ羽はちゃんたちも一緒に泊まりましょう。大勢の方がきっと楽しいもの」

「わーい！　ありがとうございますお姉さま！」

「聞いてるの!?　それになんでコイツらには何もさせないのよ!?」

「ふふ、今夜はみんな一緒で賑にぎやかになりそうね」

「人の話を聞けぇ―――――っ！」

　ふふんと微笑ほほえむ涼月、はしゃぐ紅羽、悔しがるマサムネ、未いまだに固まったままのナクル、そして小鳥遊たかなしぷにゅるなんていう新しいキャラを発掘された近この衛え。

　……まぁ、なんていうか。

　涼月の言う通り、騒がしくなりそうである。

　しかも見事に女の子ばっかり。

　でも――それは俺おれにとって悪いことじゃない気もする。



    


  
    
      



    


  
    
      　いえ、決して「坂さか町まちハーレム完成じゃああっ！」とか、そんな雄たけびを上げたいわけじゃなくて。これだけ女の子がいれば俺おれの女性恐怖症の治療にも役立つかもしれん。それこそ荒療治になりそうであまりいい予感はしないけどさ……。



「――残念ですが、もう楽しい逃避行は終わりです」



　突然。

　何の前触れもなく響き渡るハスキーボイス。

　驚きながらも声のした方に目を向けると、そこにいたのは夏のビーチにはミスマッチすぎる執しつ事じ服をきっちり着込んだ長身痩そう躯くの男――。

「お迎えに上がりました、奏かなでお嬢様」

　近この衛え流ながれ。

　涼すず月つき家のもう一人の執事は、トレードマークの銀縁メガネをくいっと上げてから、恭うやうやしく頭を下げた。



    


  
    
      
　

第３話　湯煙殺人５秒前！





「ジロー、帰ってきたのか」

　俺たちが泊まっている旅館の一室。

　夕飯の後で入った風ふ呂ろから帰ってくると、部屋には浴衣ゆかたに着替えた近衛だけだった。

「他ほかのヤツらは？」

「お嬢様たちはまだ入浴中だろう。女の子が多いし、きっと色々しゃべっているんじゃないか」

「そっか。でもよかったよな、みんなで泊まれることになって」

「ああ。――まさか、ジローがあそこでお父さんを説得してくれるとは思わなかったぞ」

　近衛は意外そうに呟つぶやいた。

　――あのあと。

　海岸でオッサンと出くわしたあと、無理やり涼月と近衛を連れて帰ろうとするオッサンを俺は強引に説得した。最終的には、お互いのメガネが触れ合うほどの距離での殴り合いインフアイトに発展したが、それでもどうにか交渉終了。なんとか旅行を許してもらったわけだ。

「よかったんじゃねーの？　インファイトしたおかげであのオッサンとの距離も文字通り縮まった気がするぜ。この部屋も、修学旅行みたいで楽しいしな」

　何を隠そう、俺おれたちは全員一緒の部屋である。幸い部屋はでかいしね。まぁ、俺は近この衛えと二人っきりで一緒の部屋でもよかったんだけどさ。

「……うん。夕食もおいしかったし」

「おまえ、めっちゃおかわりしてたしな」

「なっ……そ、そんなことはない！　それを言うなら宇う佐さ美みの方がすごかったぞ！」

　むーっとホッペを膨らませてぷんぷん怒る近衛。

　まぁ確かにね。マヨネーズをつけた食パンの耳が主食のあいつにとって、温泉旅館の豪華海鮮料理は刺激が強すぎたらしい。まさかの『ねぇ……バカチキ。蟹かにってどうやって食べるの……？』発言のあと、ひたすら蟹を食べるマシーンと化していたからな。

「でも……本当によかったと思う」

「え？」

　何がだよ……と聞きかけて、俺は息を飲んだ。

　近衛が――浴衣ゆかたの帯を緩めて上半身をはだけさせていた。

「こ、近衛!?」

　ドクン、と心臓の鼓動が激しくなった。

　視線を釘くぎ付づけにされるような、そんな違和感。

　はだけた浴衣、艶つやのある髪、幅の狭い両肩、優雅なラインを描く鎖さ骨こつ、そして薄い胸板、微かすかに上気した頬ほお。

　近衛スバル。

　学園の王子様は、羞しゆう恥ち心しんに顔を染めながら、ゆっくりと畳たたみに座る俺の方へと近づいてきた。

「ああ、本当によかった。ジローと……こうやって二人っきりになれたから」

「こ、近衛……」

　息が詰まる。

　目の前にあるのは、ガラス細工みたいに美しくて、繊細なスバルの身体。

　抱きしめたら壊れてしまいそうな……そんな危うい妄想さえ抱いてしまうどこか禁忌的な魅力。男の子っていうより女の子に近いその体たい躯く。

　ふと、執しつ事じの細い腕が、ゆっくりと俺の身体に回されて――。

「お、おいっ、あいつらが帰ってくるぞっ」

「大丈夫。まだちょっと時間がある。だから――」

　――もう少しだけ。

　どこか儚はかなげにそう呟つぶやいて、近衛はぎゅっと俺の胸に顔をうずめてきた。

　触れ合う柔肌。温かい近衛の身体。密室の中で、俺と近衛の心臓の高鳴りだけが耳に残っていく。

　――俺おれは。

　頼りなさげにしがみついてる近この衛えに応こたえるように、背中に手を回した。

「……ジ、ジロー」

「ん？」

「そ、その……もっ、もっと……抱きしめて……」

「………。かしこまりました、スバル様」

「ばっ、ばかっ！　変な呼び方をするな！」

「イヤ？」

「イ、イヤじゃないけど……ちょっとくすぐったい……」

「ならいいだろ？」

「うっ……。ジローのいじわる……っ」

　消え入りそうな弱々しい反抗。命令通り、ぎゅうっと腕に力を込めると、近衛は「……ふぁっ」と小さく可愛かわいらしいうめき声を漏らした。

　抱きしめるのはアンティークドールじみた綺き麗れいな身体。誰だれも足を踏み入れていない雪原に足跡をつけるような危うい快感の付きまとう行為。

「………ジロぅ」

　俺の胸にうずめられていた顔が上がる。

　息が吹きかかりそうな距離にある近衛の輪郭。その透すき通とおった大きな瞳ひとみ。そこに浮かんだ、何かをおねだりするみたいな、羞恥と期待に満ちた感情。

「……近衛」

　ゆっくりと、俺は近衛との距離を詰める。

　そう、ちゃんと準備をしながら――。

「――あ。待って」

　何かに気付いたようなアルトボイス。

　準備を止めると、近衛は恥ずかしそうに薄うす紅べに色いろの口唇くちびるを動かして――。



「――メガネは、かけたままでいいから」



「……そうだったな」

　呟つぶやいて、自分のメガネにかけていた手を離す。

　まったく、俺としたことが失念していた。

　危うくすべてを台無しにするところだった。

　近衛は――メガネをかけた俺がお気に入りなのである。

「……スバル」

　小さな声で優しく呟つぶやいてから。

　ただ静かに。

　俺おれは――近この衛えスバルの口唇くちびるを塞ふさいで――。



　　　♂×♂



「あああああああああっ！　何をしているんですかセンパイ！」

　温泉旅館の一室。

　俺が机の下に残された一冊のノートを読んでいると、後ろから激しく動揺しているナクルの声が聞こえた。

　……いや、ね。

　何をしているんですかはこっちのセリフだよ。

「てめえ！　どういうことか説明しろ！」

「せ、説明って、何をですか？」

「だから……俺と近衛が出てくるこのエロ小説についてだよ！」

　夕飯を食べて風ふ呂ろから上がると、俺たちの部屋には誰だれもいなかった。たぶん、みんな入浴中か飲み物を買いにでも行っているんだろうと判断し、一人でくつろいでいると……表紙に『秘』と書かれた一冊のノートに目がいったワケである。

　勝手に覗のぞくのは悪いと思ったけど、ここまであからさまにされたら……ねえ？　案の定、中身はコレ。文字は丸っこくてやけに可愛かわいいけどさ。

「エロ小説!?　なんて言い方ですかセンパイ！」

「間違ってねぇだろ」

「言い直してください！　センパイとスバル様を題材にしたドキュメント小説って！」

「そもそもドキュメントじゃねえよ！」

「あなたは乙おと女めの秘密を踏みにじりました！」

「踏みにじられたのは俺の人権だろ!?」

「ううっ……仕方ありません、ちゃんと説明します。それはナクルが創作修業の一環で書いているシリアスラブ小説、『グラス・メモリーズ』第十三巻の初稿で……」

「そういう説明をしろって言ってんじゃねぇ―――――っ！」

　俺が求めてんのはなんでこんなもんを書いてるかってことだよ！　つーか第十三巻って何!?　そこまで長期連載してんのかコレ！

「いやぁ、おかげさまでこのグラメモは評判が良くって」

「四文字にして呼びやすくすんな！」

「ちなみに、ナクルのお母さんも大絶賛していました」

「なんでおまえのお母さんが読んでんの!?」

「お母さんは理解のある方なので」

「俺おれがそんなキャラだって理解して欲しくねえんだよ！」

　なんか……すげえショック。

　ナクルが俺と近この衛え（男の子設定）のボーイズラブ創作をしてるのは知ってたけど……いざ実物を見ちゃうとかなりフクザツな気分になるな……。

「だいたいさ、俺はこんな気取ったしゃべり方しねーぞ。モノローグもなんか違う。これじゃ別人だ」

「それは読者サービスということで。今執筆してる真っ最中ですし、いくらでも修正はできますから」

「真っ最中って……」

　どうりでシチュエーションがそのまんまだと思ったよ。さてはコイツ、今回の旅行で大量のネタを仕入れるつもりか。

「ビーチでの話もかなり違うぞ。なんで俺とオッサンが殴り合ってんだよ」

「えー。あながち間違ってないじゃないですかぁ。スバル様のお父様はあの海岸で敗北したんですから」

「言っちまえばそうだけどさ。そういや、オッサンはどうしてた？」

「一階にあるバーでウィスキーをがぶ飲みしてました。一人で泣きながら」

「……傷跡は深いな」

　なにせビーチでのアレはかなりショックだったろう。おかげで俺たちは誰だれも欠けることなくこの旅館に泊まれてるわけなんだけどさ。

　そう――今日の日中、ビーチで起きた事件。

　近衛スバルｖｓ近衛流ながれ。

　もはや定番となってしまった親おや子こ喧げん嘩かの――夏休み編である。



　　　♀×♂



「ねぇ、この人が誰だか知ってる？」

　ビーチにある海の家の前。

　突然登場したオッサンを見て、涼すず月つきはやけに冷めた声で近衛に訊たずねた。

「なっ……」

　執しつ事じとしてのクールな態度はどこへやら、いきなりの主あるじの言葉に絶句するオッサン。

　そんなオッサンを尻しり目めに、近衛と涼月は会話を続ける。

「おっ……いや、カナお姉ちゃん。いきなり何を？」

「ふふ。あんまり面識がないから覚えてないかしら。この人は近この衛え流ながれ。私の父の執しつ事じをやってるの」

「………。へぇー、そうだったかなぁ……」

「ちなみに、あなたの従兄妹いとこのスバルの父親なのよ。あの子は母親似だからあんまり似てないけどね」

「か、奏かなでお嬢様？　一体何をおっしゃってるんですか……？」

　オロオロとオッサンは明らかに動揺していた。

　……恐るべし、涼すず月つき奏。

　まさか、このシチュエーションを利用して自分を連れ戻しに来たオッサンを撃退する気か。コイツらの前で小鳥遊たかなしぷにゅるが近衛スバルだってバラすわけにもいかないしな。マサムネと紅くれ羽はもいまいち状況がわからないのか黙っている。ナクルはまだフリーズ中。

「ス、スバル？　この状況はなんなんだ？　ちゃんとオレにもわかるように説明してくれないか？」

「あ、あはは。そっちこそ何を言ってるんですか。近衛さん」

「近衛さん!?　なんだその呼び方は！　なぜオレに敬語を使う!?」

「べ、別におかしくないですよね。わたしたちは親しん戚せきといっても面識が少ないんです。近衛さんって呼ぼうが、敬語を使おうが」

「くっ……」

「ふふ、そうよ。いくらこの子があなたの息子と似てるからって、慣れなれしくしちゃダメよ。血の繋つながった親子じゃあるまいし」

「………っ！」

　数秒の思考の後、オッサンは「まさか、何らかの事情で記憶障害に……？」と独自の仮説を弾はじき出していた。自覚しろオッサン。あんたは今、思春期の娘に拒絶されている。

「スバル！　思い出せ！　ほら、お父さんの登場だぞ！」

「いっ、いや、近づいてこないで！」

「心配するな！　おまえの記憶はオレがすべて憶おぼえている！　なんなら家に帰って幼い頃ころのホームビデオも見せてやろう！　生まれて初めて『パパ』って呼んでくれた感動のシーンから、嫌いなピーマンを頑張って食べている微笑ほほえましいシーンまで盛りだくさんだ！」

「……っ！　怖いよカナお姉ちゃん！　知らない人がわたしに迫ってくるよ！」

「知らない人!?」

「流。少し落ち着いて。ぷにゅるが怖がってるじゃない」

「ぷにゅる!?　誰だれですかそいつは!?」

「カナお姉ちゃん、この人ちょっとおかしいよ……。いつもこんな態度で子供に接してるのかな？　だとしたら、きっとスバルくんもかなり嫌がってると思うけど」

「がはっ!?」

「ええ、そうね。前に相談されたことがあるわ。高校生になっても一緒にお風ふ呂ろに入ろうってしつこく迫ってくるって。しかもすごく血走った目で」

「そっ、そんな！　一緒に入るのはコミュニケーションの一環ですよ！」

「……気持ち悪い」

「ごふっ!?」

「あなたには思春期の子供を育てているという自覚がないの？」

「げほぉっ!?」

　真夏の太陽の下。

　強烈なボディーブローを喰くらったかのようにオッサンはたじろいだ。

　さすがは主あるじと執しつ事じ。

　おそらくオッサンに連れ戻されないための即興劇なんだろうが、見事なコンビネーションである。なんだか生け作りにされる魚をリアルタイムで観賞してるようないたたまれない気持ちになってきた。

「ス、スバル、お願いだ。一緒に屋敷へ帰るよう、お嬢様を説得してくれ……」

　あまりにも悲壮な懇願。

　オッサンは砂漠をさまよう放浪者のごとく憔しよう悴すいした表情で言った。

　――だが。

「……嫌です」

　すべては自分たちを強引に連れ戻しに来たオッサンに、精神的ダメージを与えるためだろう。

　近この衛え……いや、小鳥遊たかなしぷにゅるは真まっ向こうからオッサンを拒絶した。

　そして――トドメはこのセリフである。

「いい加減にしてください。じゃないと――警察呼びますよ？」



　　　♀×♂



　そんなわけで回想終了。

　夏休みになってまで行われた近衛親子のケンカは涼すず月つきのサポートもあってか、圧倒的なワンサイドゲームとなった。

　主と娘に拒絶され、精神的にボロボロになったオッサンは「せめて保護者として一緒に旅館に泊まります……」と妥協案を出した。たぶん涼月の父親の命令で来たんだろうが、一いつ旦たんは説得をあきらめたっぽい。

　ちなみに、旅館には紅くれ羽はたちは駆け落ちを支援しに来た友だちで、オッサンは連れ戻しに来た敵だと説明した。

　話を聞いた旅館サイドは駆け落ちチームを支援すると決めたらしく、オッサンの夕食を冷めたレトルトカレー（しかもルーのみ）にするという嫌がらせまでしていた。せっかく高級旅館に来たのについてないオッサンである。

「……むっ？」

　そういや、一つ忘れていたことがあった。

　どうしてオッサンは、俺たちがここにいることがわかったんだろうか？

　旅館の人からは情報は漏れてないはずなのに。まさか発信機でも付けられたか？　いや、さすがに自分の主あるじにそこまでするとは思えない。

　ひょっとして――あいつが家出をした理由とも関係があるんだろうか。

　マサムネじゃないが、今回の旅行はどうも嘘うそくさい。

　あのお嬢様のことだ。海外旅行に行くのが嫌だったとか、合宿のためだとか……そんなのは全部建前で、もっと違う理由があったとしても不思議じゃない気がする。それが何なのかはわからないが、近この衛えまで俺に言いたくないみたいだからな。

　まぁ、俺の頭で推理しても解決はしねーだろうから、しばらくはスルーしとくけどさ。

「にしてもビーチでのシチュエーションを変えすぎだろ」

「でも……殴り合った方が燃えるじゃないですか」

「燃える？」

「響き渡る咆ほう哮こう、交じり合う両りよう雄ゆうの拳こぶし、ぶつかり合うメガネとメガネ、お互いが死力を尽くした激闘。そして、戦いの後はお約束のメガネ×メガネ……」

「黙れ。それ以上言ったら強引に口を塞ぐぞ」

「え？　そ、そんな……こんなところで『ディープキスするぞ』だなんて」

「そういう意味で言ったんじゃねーよ！」

　マジで口を塞いでやろうかこの女。メガネ×メガネって……どう考えてもあれだよな？

　ああ、きっとコイツの頭の中には腐海の森が広がってるに違いない。一刻も早く巨きよ神しん兵へいの復活を願うべきである。なぎはらええええええっ。

「うにゅっ……すいませんでした」

　ペコリと素直に謝罪。そういや、コイツって手芸部の割には弱いよな。世間一般じゃそれが普通なんだろうが、紅羽とかマサムネの例もあるし。

「仕方ありません。許してもらうために、ナクルはお仕置きを受けます」

「お仕置き？」

「さあ！　どうぞナクルの身体を好き勝手に弄もてあそんでくださいっ！」

「誤解されるような言い方すんなや！」

「あれ？　やっぱりセンパイは弄もてあそばれる方が好きなんですか？」

「違ちげえ！　ていうかやっぱりって何!?」

「え？　だって、ナクルのストーリーの中ではセンパイはいつも……ゲフンゲフン。すいません、失言でした」

「失言っていうより失礼だよな！」

「ほら！　何でもいいですよぅ！　コーラの熱湯風ぶ呂ろに肩までつからせるとか、そういうハードなプレイでも可です！」

「誰だれもそんな鬼畜プレイはやらせねえよ……」

　そういや学園祭のときに炭酸飲料が苦手とか聞いたっけ。

　なんでもって言われてもなぁ。やはりここは胸……って、落ち着け俺おれ。いくらなんでもそんなど真ん中の直球勝負はマズい気がする。

　なのでここは……。

「………………ネコミミ」

「はい？」

「いや、海で見たときから気になってたんだけど、それってなんなんだ？」

「！　あ、あぅ。これは、その……」

　なぜか、ナクルは両手でネコミミを押さえて恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。

　え？　何？　そのリアクション？

　まさか……本物ってことはないよな。

「………」

　ついつい。

　俺はそのネコミミに手を伸ばしていた。

「……やぁ」

　小さな抗議の声を無視してふにふにとネコミミを触る。うーん、やっぱり作り物だよな。ってことはファッションの類なのか。

「ふぁ、にゃ、セ、センパイ、そろそろ……」

　恥ずかしそうな懇願。むー、けどなんだかクセになる触感というか。もうちょっとふにふにしてても……。

「――むっ。ジロー、帰ってきたのか」

　ビクっとしながら声の方へと振り返る。

　さっきまで飲み物を買いに行っていたのか、浴衣ゆかた姿の近この衛えがコーヒー牛乳を持って帰ってきた。ちなみに、今は男装執しつ事じモード。小鳥遊たかなしぷにゅるは実家に帰ったということにして、上う手まく入れ替わったのだ。じゃないと旅館の人たちに怪しまれるしな。

「あ。スバル様。ちょうどいいタイミングです」

　やってきた近この衛えを見た瞬間、今まで俯いていたナクルがにまぁーと嫌な微笑ほほえみを浮かべやがった。げげっ、なんだコイツ。急に元気になったぞ。

「な、なんだよ。もしかして近衛になんかする気か？」

「はい。どうせお仕置きを受けるんなら、やることをやってからの方がいいですから」

　何やら不吉な発言をした後、よくわからないイラストがプリントされたチケットのようなものを取り出して……って、おい。

　あれは――まさか！

「なっ……そ、それは！」

　俺おれと同じくスバル様も驚きよう愕がくしていた。

　執事券。

　一回だけ近衛スバルをレンタルできるチケットである。

　四月に一度だけ俺が使ったそれを、ナクルは自慢げに見せびらかしていた。

「ふふふ。実は、この前の学園祭で行われたカルトクイズ大会。あれの成績トップの参加者には後日賞品が贈呈されたのですが……いやぁ、まさかナクルもこんなステキなものがもらえるとは思っていませんでした」

「……ふ、ふぅん。よかったじゃねぇか……」

　ゆっくりと俺の背中を冷や汗が伝っていく。

　……なんてこった。

　まさか、コイツがあの大会のトップだったとは。しかも賞品が執しつ事じ券って。鬼に金棒どころの話じゃねえ。織お田だ信のぶ長ながに核ミサイルを与えるくらい深刻だぞ。

「さぁて、何をやってもらいましょうか」

　う～んとナクルはその場でロダンの『考える人』よろしくシンキングタイム。

　そして「あ、そうだ」と頭の上で豆電球を輝かせて。

「せっかくですから、ナクルの今後の創作にも役立つことをやってもらいましょう」

　――このノートのセリフを音読してください。

　そう言って、ナクルは執事券をビリリっと破った。

　契約執行の合図である。

「ノート？」

「はい、コレです。ああ、なんか目の前で読まれるとドキドキしちゃいますね」

「？」

　不思議そうにしながらも、近衛はナクルから例のノートを受け取って中身を読んで……すぐさま「なっ……！」と紅潮した。

「ふざけるな！　こ、こんなエッチな小説を音読するなんて！」

「いえ、セリフを言うだけで大丈夫です。ただしセンパイに向かってですけど」

「!?」

「あれれ？　どうしたんですか？　スバル様は今ナクルの執しつ事じなんですよね。だったら、ちゃんと命令は聞いてくれないと。ほら、このセリフからです」

　ニヤニヤとにやけながらページを指差すナクル。

　スバル様は「うっ」と顔を真まっ赤かにしながらも、おずおずと主あるじの命令にしたがって――。

「……ジ、ジロー」

「スバル様、もっと大きな声で」

「……っ！　ジ、ジロー……そ、その……もっと……だだだだ抱きしめて……っ」

「はい、ここでセンパイが甘い言葉を囁ささやきました」

「っ！　ばっ、ばかっ！　変な呼び方をするなっ！」

「イヤ？　と聞かれつつも実は全然イヤじゃないスバル様」

「イっ……イヤじゃないけど……ちょっとくくくくすぐったい……っ」

「そして、ここでもっと恥ずかしそうに」

「うっ……。ジ、ジローのいじわるぅ……っ」

「さあ、ここから盛り上がるので頑張ってください」

「くっ……ジ、ジロぅ」

　セリフを読んでいるせいで気持ちが入ってしまっているのか、ノートを持ちながら近この衛えは恥ずかしさにうるうると潤んだ目で俺おれを上うわ目め遣づかいに見つめてきた。

「………っ」

　思わず視線を逸そらしてしまった。

　だって……ねえ？

　不本意だけど、この小説の中の俺の気持ちがちょっとだけわかったよ。

　なんていうか……抱きしめてえっ。

「さあ、もうすぐあのセリフですよ。普段は強気で無愛想なスバル様が、大好きな人の胸の中で恥ずかしがりながらも甘えちゃうシーンです」

「っ！」

「さぁ、言っちゃってください」

「……あ、ままま、待って……っ。メ、メ、メガネは……っ」

「メガネは？」

「メっ……メガネは……メガネは………うっ」

「……うっ？」

「うっ……うっ……うっ……！」



　うにゃああああああああああああああああああっ！



　と。

　ついに耐え切れなくなったらしく、突とつ如じよとして執しつ事じくんは叫んだ。

　というか……壊れた。

　つんざくような叫びを上げた後、諸悪の根源であるノートをメジャーリーガーも真まっ青さおの豪快なトルネード投法でスローイング。ぎゅるるっと強烈な回転を帯びたノートは、不幸にも開いていた窓から外に飛んでいって――。

「ああっ！　待ってください―――――っ！」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく。

　ナクルはノートを追って窓から飛んだ。

　飛びやがった。

　飛ぶ寸前に「アイ・キャン・フライ！」と何やら叫んだような気もしたが、所しよ詮せん人間は鳥に憧あこがれる翼なき生き物。空中でノートをキャッチし、至福のエンジェルスマイルを浮かべたまま――鳴なる海みナクルは俺おれたちの視界から消えた。ていうか……お、落ちた？

「……あれ？」

　この部屋って、何階だっけ？

　とりあえず、一階ではない。ってことは……二階か？　ならたぶん軽く車にはねられたぐらいの衝撃のはずである。

　でも、それなら大丈夫かな。俺もトラックとかバイクにはねられたけど生きてるし。きっと「あはは、やっぱ飛べませんでしたー」みたいなギャグ漫画風の軽いノリで帰ってくるに違いない。うん、そういうことにしよう。今の俺には、そう信じることしかできない。

「ジロー。すまないが、下に行って安あん否ぴを確認してきてくれ」

　げっ。

「あと、あのノートは燃やしてくれ。ボクにとってはデ×ノートよりも危険な存在だ」

　近この衛えは窓の方を見ながら言った。

　いや、執事のおまえがあの漫画を知ってることもちょっとビックリだけど、なんで俺が確認に行かなきゃなんないんだよ。

「ほっ、ほら！　早くしろっ！」

　相変わらず、こっちを見もせずに言うスバル様。

　……ん？

　もしかしてコイツ……。

「おまえ、ひょっとして俺の顔を見るのが恥ずかしいのか？」

「……っ！」

　どうやら図星だったらしく、近衛は「な、ななな……」と動揺していた。あー、でも無理ないか。あのセリフを読まされた後じゃな。いくら友だちだからってあんなマネはしたくなかったんだろう。

「そ、そんなことはどうでもいい！　だから早く行ってきてくれっ！」

　はぐらかすためなのかプンスカ怒られた。

　渋々ながらも「わかったよ」と了解する。これ以上怒らせると俺おれも窓から落とされそうだしな。

「でも……ちょっと惜しかったかな」

　不意に。

　後ろからそんな小さな呟つぶやきが聞こえた。

　耳をすませると「どうせならもうちょっと……」と消えそうなアルトボイスが聞こえた気がしたが、意味がわからなかったので、俺はスルーして部屋を出ることにした。



　　　♀×♂



「兄さん、ちょっといい？」

　部屋を出た瞬間、妹に呼び止められた。

　正確には、後ろからヘッドロックをかけられた。ぐええええ頭が！　頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ！　それに女性恐怖症の発作が！　鳥肌が！

「ほら、早くこっちに来て」

　そのままズルズルとどこかへ引きずられる。

　辿たどりついたのは空き部屋。

　俺たちの部屋の隣となりにある一室である。貸切のために誰だれもいないそこで、浴衣ゆかた姿の紅くれ羽ははやっと俺を解放した。風ふ呂ろ上りなのか、微かすかに髪が濡ぬれている。

「うん、ここならいいかな。あれ？　どうしたの兄さん。そんなに息を荒げちゃって」

「……おまえ、心当たりはねえのか？」

「ラマーズ法の練習？」

「あいにく出産の予定はない」

「じゃあなんで？　あれくらいなら兄さん余裕でしょ？」

　にゃははっと無邪気に笑う妹。

　まあ、日ごろから鍛えてるから、ある程度は大丈夫だけどさ。

「で、なんの用だよ。悪いが俺はちょっと用事の途中だぞ」

　あのままご臨終してたら目覚めが悪すぎる。最悪、あのノートがあいつの遺品になるし。「彼女は死の直前までこのノートを抱きしめていました。中には執筆中の小説が……」そんなノリでワイドショーに取り上げられてみろ。俺おれの人生は終わる。

「……うん。でもでも、こっちも大事なことなんだよ」

　紅くれ羽はは思いつめたような顔で真剣に俺のことを見つめてきて――。



「兄さん、あたしの身体を見てドキドキしちゃう？」



「…………」

　……頭が痛い。

　いきなりなんてことを聞いてくるんだこの妹は。

「ちょ、ちょっと！　そんな顔しないでよ！　あたしだって真剣なんだからっ！」

　ぷぅっとほっぺたを膨らませてうなる紅羽。

　そんなこと言われてもな。ドキドキって……さすがに近きん親しん相そう姦かんとかそういう意味じゃないと思うから、女の子としての魅力ってことだよな？　なんでいきなりそんなことを……。

「あのね、実はさっき女の子みんなで一緒に温泉に入ってきたんだよ」

　妹はらしくない沈んだ調子で話し出した。あー、やっぱそっちも入ってたのか。

「それで……そこでみんなの裸を見ちゃって」

「あー……」

　なんとなく想像がついた。つまりは女性陣の裸を見てまざまざと自分の発育の悪さを実感しちまったわけか。ロリっぽいしなぁコイツ。

「お姉さまはモデルみたいなナイスバディだったし、うさみん先輩もほっそりしてるけど胸は普通だったし、ナルナルは……」

　そこまで言って紅羽はずぅーんと落ち込んでしまった。なるほどね。唯一の希望だった同学年が一番の強敵だったわけだ。

「どうしよう、兄さん……。あたし、ずっとこのままの体形なのかな……？」

　ひどくかすれた声で紅羽は呟つぶやいて……って、げげっ。マジ泣きしてんじゃんコイツ。妹はヒクヒクと咽のどを鳴らしながらうるうると瞳ひとみに大粒の涙を浮かべていた。

「お、おい、泣くなよ」

「ふぇ……えぐっ……う、うんっ、ごめんね……」

　俺の言葉にとりあえず紅羽は涙を拭ぬぐった。

「けど……近この衛え先輩も絶対大きい方が好きだと思うし。やだよぉ、このままじゃ近衛先輩に嫌われちゃうよぉ……」

「そんなことはないと思うけどな」

　なにせあいつは男装執しつ事じ。たぶんそういう基準で女の子を見てないぞ。

「せっかく一緒に旅行できることになったのに……距離を縮めるチャンスなのに」

「チャンス？」

「……うん。ちゃんと乙おと女めアピールの準備もしたんだから。例えば、これ」

　紅くれ羽ははどこからか缶ジュースのコーラを取り出した。

「これを持って『あぁん、フタが固くて開かないよぉ。あ、先輩。これ開けてください～っ』って上うわ目め遣づかいで言うんだ。そうすれば男の子のハートもイチコロでしょ？」

「死ぬほどベタじゃねーか」

　そもそもおまえに開けられない缶ジュースのフタなんかこの世界に存在しない。非力アピールをするのはいいが、自分のパワフルさをもうちょっと考えろ。

「これが成功したら『紅羽ちゃん、今日は一緒のお布団で寝ようか』みたいな感じで近この衛え先輩と一ひと夏なつのアバンチュールを……」

「落ち着け妹。今夜は保護者兼監視員のオッサンが部屋にいるぞ」

「で、でもライバルも多いし！　ほら、うさみん先輩とナルナルもいるでしょ。二人とも近衛先輩のファンクラブメンバーだもん！」

「二人とも？」

　もしかしてコイツ、マサムネがファンクラブを辞めたことをまだ知らないのかな。

「それに……二人とも手芸部の部員だもん。いざとなったら実力行使に出てくるかもしれないよ」

「相変わらず、うちの学園の手芸部っておかしいよな」

　ここまで来ると逆に真実を知らないほうがいい気がしてきた。だって山に熊くま狩がりに行ったり、無人島でサバイバル合宿するんだぜ？　それに部内ランキングがあるとか学園祭のときに聞いたような……。

「あいつらが実力行使に出てきたらおまえが止めろよ。ほら、部内ランキングがあるとか前に言ってたじゃん。どうせおまえが１位なんだろ？」

　なにせコイツは坂さか町まち家長女。

　幼い頃ころから母さんによる格闘訓練を受けてきたリトルモンスター。だから、同世代でコイツに勝てる人間なんてのは……。

「――ううん。違うよ」

　しかし。

　紅羽はすぐさま俺おれの言葉を否定した。

「あたしは――３位」

「……は？」

「だから、３位なの。今年の春に新入部員歓迎会もかねてやった部内ランキング戦で、あたしは第３位だったんだ」

「………」

　……マジで？

　紅くれ羽はが……３位？　おいおい、タチの悪いジョークだろ。俺おれの妹より強いヤツが、うちの手芸部には二人もいるのかよ。

「まぁランキング戦の内容は変則的なバトルロイヤルだったんだけどね。あたしも頑張ったけど、三年の先輩二人がすごかったんだ。しかも……」

「しかも？」

「……うん。今話すのはやめとくよ。アレはあんまり思い出したくないもん」

　紅羽は気まずそうに話を逸そらしやがった。

　うえー、アレってなんだよ。コイツがトラウマになるくらいの何かがあったってのか？　どんだけやばいんだよその先輩二人。魔ま窟くつすぎだろ、浪ろう嵐らん学がく園えん手芸部。

「とにかく、兄さんに訊ききたいのは男の子から見てあたしは魅力的かってことなの」

「そんなこと訊かれてもな」

「お願いだよ。こんなの……兄さんにしか頼めないもん」

「うーん……」

　魅力的ねぇ……。見た目はそこそこ可愛かわいいと思うけど、やっぱ童顔だよな。お世辞にもスタイルがいいとも言えない。中学生にすら見える。一部の趣味の人には需要があるかもしれんが。

「ほら、よく見てみて」

　考え込んでいると紅羽は浴衣ゆかたの襟えりを緩めて……って、おい。

　なんで脱ぎだしてんのコイツ？

「く、紅羽!?」

　まるでナクルのエロ小説に出てきた近この衛えである。紅羽は、浴衣の上半身をはだけさせて可愛らしいピンクの水玉模様の下着を覗のぞかせていた。

「お、おまえ！　なんで脱いでんだよ！」

「え？　だって、こっちの方があたしの魅力がわかりやすいかなって」

「そんな簡単な理由で!?」

「？　なんでそんなに慌ててるの？　下着をつけてるじゃない。昔はよく一緒にお風ふ呂ろに入ってたんだし、兄きよう妹だいならここまでは普通だよ」

「うっ……」

　そうなのか？　いや、絶対に違うだろ。世の中そんな仲の良い兄妹ばっかじゃないはずだ。うちだっていつもはフルボッコにされてるぞ。

「ほ、ほら。兄さん……どうかな？」

　ちょっと恥ずかしいらしく、微かすかに頬ほおを桃色に染める紅羽。高校生とは思えない小さな身体。できたてのゆで卵みたいにつるつるなお肌。微かに漂う風呂上りのシャンプーの香り……。

「………」

　……お、落ち着け、俺おれ。

　妹。

　今ここで上半身をはだけさせているのは坂さか町まち紅くれ羽は。

　我が家のリトルモンスターである。

　ああ、だがそれが逆にマズい。いつもは俺をサンドバッグにしている妹が急にしおらしくなって服を脱いで迫ってくるとか、ギャップがありすぎて脳が誤作動を起こしそうだ。

「兄さん……どうせなら、もっと近くで」

　上うわ目め遣づかいのまま、エサをねだる子猫みたいに近づいてくる紅羽。

　うわあああやめろってマジで！　わかったから！　おまえに魅力があることは十分わかったから！　だからそれ以上近づくのはやめ――。



「……あ、あんたたち、何やってんの？」



　後ろからひどく取り乱した声が聞こえた。

　見ると、そこにいたのは浴衣ゆかた姿の宇う佐さ美みマサムネ。



    


  
    
      



    


  
    
      　彼女は、俺おれと紅くれ羽はを見て口を開けてきょとんとしていた。

「う、うさみん先輩！　違うんです！　これにはワケがあって！」

　紅羽はバタバタしながら浴衣ゆかたの襟えりを直した。

　……助かった。この性しよう悪わるウサギのことだ。俺が言い訳をしても、いらん誤解をされかねない。ここは紅羽がちゃんと説明してくれれば……。



「あたしだって嫌だったんです。でも……兄さんがどうしてもって言うからっ」



「いきなり何言ってんのおまえ―――――っ！」

　思わず俺はツッコミを入れていた。

　すると、紅羽は小声になって、

（だってしょうがないでしょ！　うさみん先輩たちの裸を見てショックを受けたとか言いたくないんだもん！）

（そりゃそうかもしんないけど……！）

　だからってこんな言い方しなくても。そんなに俺のイメージを悪化させたいのか。

　ああ、これじゃ絶対誤解されるよ。

　恐る恐る、視線をマサムネに戻すと……。

「……ふぅん。そうなの」

　驚いたことに、マサムネは「はあっ」と息を吐いてから軽く頷うなずいていた。

「それより、坂さか町まち。あんた早く部屋に戻ったら？　ナクルがあんたのこと探してたわよ」

「え？　ナルナルが？」

「さっきお風ふ呂ろから出たら会ったのよ。なんか、窓から落ちて下にある植え込みに落下したんだって。幸い大おお怪け我がはしなかったらしいんだけど、軽く擦すりむいちゃったから、バンソーコーが欲しいとか。あんた持ってたわよね」

「はっ、はい！　じゃ、あたし先に部屋に戻ってますねっ！」

　恥ずかしさからか、紅羽はダッシュで部屋に戻っていった。

　……え？

　なんだよ、このあっけなさ。

　てっきりまたエロい方向に話を持ってかれると思ったのに。

「バカチキ。気をつけなさいよね。あんたのことだからどうせなんか理由があってあんなことになってたんでしょうけど、アタシ以外に見られたら誤解されるわよ」

「……おまえ、なんでそんなに落ち着いてんだ？」

　性悪ウサギらしからぬ冷静さについつい訊たずねてしまった。

「別に？　だってあんたらって血の繋つながった兄きよう妹だいなんでしょ。だったら片方が下着姿になったからってどうだって言うの？」

「むっ……」

　確かに。よくよく考えれば、紅くれ羽はも家ではラフな格好。それこそ風ふ呂ろ上りとかよく下着姿に首タオルで牛乳をグビグビ飲んでる。むー、ってことは俺おれが変に意識しすぎたのか？　あんな小説を読んだせいか感覚が狂ってたかな。

「そうよ。仲の良い兄きよう妹だいなら――家族なら、あれぐらい普通だもん」

　なぜかマサムネは自信たっぷりに言った。

「それより、アタシたちも部屋に戻りましょ。涼すず月つき奏かなでがトランプ持ってきたらしいのよ。それで大富豪やるんだって。お嬢様のあいつが言うと嫌いや味みっぽいけど」

　愚痴をこぼしつつも、マサムネは俺たちの部屋へと向かう。

　……ま、いっか。

　よくわかんないが、変な誤解はされずに済んだ。結果オーライである。

「……ん？」

　ふと、一つの疑問が浮上した。

　どうして風呂上りのマサムネは自分の部屋ではなく隣となりの部屋に来たんだろうか。見たところ直行してきたみたいだが……。

「……もしかして、部屋を間違えちゃったとか？」

「……っ！」

　適当に言ったのだが、どうやらストライクだったっぽい。マサムネは恥ずかしそうにきゅっと口唇くちびるを噛かんだ。

「そ、そんなわけないでしょ！　アタシはあんたを探してただけだもんっ！」

　ドジがバレたことが恥ずかしかったのか、マサムネはツインテールを揺らしながら「フンっ」と息を吐いた。

　そして、今度はちゃんと確認してから、自分の部屋へと戻っていった。



　　　♀×♂



　予告通り、夜はトランプ大会となった。

　いや、これを聞くだけだと「ぶち殺すぞリア充めらっ！」とか言われるかもしれんが、実際は違う。

　大富豪は涼月とマサムネが致命的に不仲なせいで息の詰まる心理戦になったのだ。ハッタリ、結託、裏切り、果てはワイロまで飛び交ったギャンブルバトル。あ、当然お金は賭かけてませんよ？　僕たち善良な高校生ですから。

　かくして。

　別の意味で白熱したトランプ大会も深夜〇時に終了。

　そのままの流れで就寝時間となった。

　なったのだが……。

「………眠れねえ」

　暗くら闇やみの中、布団に包くるまりながら俺おれは小声で呟つぶやいた。

　それもそうだ。

　なにせ部屋の中は女の子ばっかり。しかも『男の子二人を真ん中にすれば何か良からぬことが起きてもすぐわかるわ』という涼すず月つきの提案のもと、だだっ広い部屋でみんな俺と近この衛えを囲むように布団をしきやがった。

　気分はアリゲーターの群れが生息する沼で孤立した難破船。女性恐怖症の俺にとっては四し面めん楚そ歌かである。ちなみにオッサンはベランダで寝袋。すげえ恨めしい目で見られたが、どうせなら代わって欲しいよ。

　昼間の遊び疲れからか最初はすぐ眠れたんだが、一時間後「面白半分で女性陣に鎖くさりで縛られ、そのまま玄げん海かい灘なだへ放ほうり込まれる」という悪夢を見て飛び起きてしまった。夏なのに冷や汗びっしょり。あまりに寒さむ気けのする内容に眠れなくなってしまったワケ。

「くそっ……」

　こうなったらもう一回風ふ呂ろにでも行ってさっぱりしてこよう。この冷や汗を流すにはそれしかない。

　暗闇の中、周囲を見渡して確認する。暗くてよくわからないが、みんなご就寝っぽい。

　なるべく音を立てないように布団から抜け出して、部屋を出る。今なら誰だれもいないはずだからゆっくり浸つかれるだろ。

「うえー、マジで貸切なのかよ」

　今更ながらに、人ひと気けのない廊下で呟いてしまった。これだけ広い旅館に俺たちだけとかなんだか逆に心細いな。

「……そういや、涼月はなんでこんなとこに来たんだろ？」

　静かなせいか独り言が増えていく。

　そう――気になってたのはそこなのだ。

　涼月は海外旅行に行くのが嫌だったと言っていた。そんなの海外だろうが国外だろうが、結局旅行してんだから一緒じゃねーか。しかも、俺に言いたくない理由もあるっぽい。あっさりとオッサンがここを突き止めたのも納得がいかない点である。

「うーん、風呂でゆっくり考えるか」

　喋しやべってる間に男湯の前まで辿たどり着いた。

　さすがは高級旅館だけあって温泉も豪ごう華か絢けん爛らん。しかも種類は二つ。軽くドッジボールができそうなくらいの巨大な大浴場と、風流な露天風呂である。

「……よっと」

　広々とした脱衣所で服を脱いで脱衣籠かごに放り込む。一応タオルを持っていこう。自宅以外の風ふ呂ろはあんまり行かないだけに、こういうところだと前を隠さないと落ち着かない。どうせ俺おれ一人なんだけどさ。

　腰にタオルを巻いたら準備完了。ババンババンバンバン♪　そんな鼻歌を口ずさみたくなる心境である。せっかくだから露天風呂の方へゴー。

　さぁ、いざ温泉へ。

　はやる気持ちを抑えながら、露天風呂へと続くスリガラスの扉を開けると――。



「ジ、ジロー!?」



　瞬間、ひどく慌てたアルトボイスが響いた。

　星が浮かぶ夜空の下。

　露天風呂の湯ゆ気げの向こう。

　そこで白いにごり湯につかっていたのは、どう見ても見知った顔で……。

「こっ……近この衛え!?」

　そう、近衛スバル。

　露天風呂に一人で入っているのは、紛まぎれもなく男装執しつ事じだった。

「なっ、なんでこっちに!?」

　ここは男湯だぞ……って、あ、そうか。近衛は男装してるんだった。だとしたら女湯に入るわけにもいかないよな。そこで涼すず月つき以外に見つかったら一瞬で秘密がバレる。

　しかし、どうしてこんな時間に……。

「……あれ？」

　そう言えば、俺は夕食のあとすぐに風呂に入ったが、近衛はいつ入ったんだろう？　俺と一緒に入るわけにはいかない。ましてやオッサンとも入りたくはあるまい。

　……ということは、まさか……。

「もしかして、入るタイミングを逃したとか？」

「……っ!?」

　俺の言葉に近衛は「むむむっ」と唸うなった。ビンゴか。たぶんタイミングを計っているうちに例のトランプ大会が始まってしまったんだろう。仕方がないから、深夜みんなが寝静まってからコッソリ入ろうとして……。

「ジローこそどうしてこんな時間に！　ちゃんと眠っていたじゃないか！」

「いや、なんか目が覚めちゃってさ」

「なっ……おまえはもう一回入ったんだろう！　ボクはずっと入りたかったんだ！」

「そ、そんなこと言われてもな」

「それに……昼間泳いだから髪も傷んじゃったし」

「あー、だから一刻も早く入りたかったわけか。でも、俺おれにちゃんと言っておけばよかったのに。風ふ呂ろに入ってるから来るなとか」

「でっ、でも……」

「でも？」

「ジローのことだから、覗のぞきにきそうだし」

「なんで!?」

「お嬢様が『男はオオカミなのよ』と言っていた」

「嘘うそつきオオカミはあいつだ！」

　……って、何を普通に会話してるんだ、俺！

　状況確認。

　目の前には近この衛えスバル。温泉の効能なのかいつもよりもさらに滑らかになった肌。ほんのり上気した頬ほお。小さな水滴がいくつもついた艶つややかな髪の毛。そして、湯にタオルを入れるのはルール違反なので当然、生まれたままの姿で……。

「っ！　み、見るな！　早く出ていけっ！」

　細い身体を抱きしめながら恥ずかしそうに湯に身体を沈めるスバル様。でもなぜかその視線はどこか俺から逃げるように……って、忘れてた。こっちはタオル一枚だけじゃん。

「わ、悪い！　邪魔した！」

　反射的に謝ってから脱衣所の方へとＵターン。

　もう風呂はあきらめよう。

　もはや汗を流すとかそういう問題ではない。今の映像が眼球に焼き付いてとてもじゃないが今夜は睡魔なんてやってこないだろう。

　そう思いながら、ガッと脱衣所の扉に手をかけると――。



「――ん？　そっちに誰だれかいるのか？」



　扉越しに届いたハスキーボイス。

　嫌でも聞き覚えのあるその声。

　近衛流ながれ。

　そう、近衛スバルの父親の登場であった。

「………」

　……落ち着け、坂さか町まち近きん次じ郎ろう。

　冷静に状況を把握しろ。

　まず、ここで俺おれが脱衣所に戻る→オッサンが露天風呂の方へ来る→入浴中の愛まな娘むすめとご対面→その結果……うわあああああどう考えても俺が近この衛えと混浴してたんだと勘違いされんじゃん……！

　あの親バカオヤジのことだ。

　そんなことになったら確実に殺される。まさかの湯煙殺人事件発生。もちろん被害者は俺。手口はきっと惨殺。もしかしたら江戸時代よろしく切腹を強要されるかもしれん。

「……っ！　ジロー、早くこっちへ！」

　クラスメイトの命の危機を悟ったのか、もしくは自分の父親を殺人犯にしたくなかったのか、近衛は恥ずかしそうにしながらも露天風呂へと俺を手招きした。

　……やるっきゃねえ。

　ここは二人で協力して、この修羅場を乗り越えるしかない！

「近衛。俺の背中の後ろに隠れられるか？」

　湯に浸つかってから、なるべく扉から離れた端はしの方に座る。俺と近衛なら俺の方が断然肩幅は広い。だから背中を合わせたら上う手まく隠れられるかもしれん。ラッキーなことににごり湯だからお湯は透すけないし。

「うん、首の辺りまで潜れば大丈夫だと思う……！」

　言いつつも、近衛は俺の背中に背中をくっつけたまま、湯に身体を沈める。ひいっ、こんなときだってのに女性恐怖症の発作が！　だがここで鼻血を出すのは色々と危険すぎる！　なんとか耐えねば……！

「やっぱりおまえか。クソガキ」

　カラカラと扉を開けながら、オッサンは露天風呂へと足を踏み入れた。一応マナーなのか、腰にはタオルを巻いている。

「お、おぅ。あんたこそどうしてこんな時間に？　もう深夜だぞ」

　発作を堪こらえながら必死に返答。背中に当たる近衛の肌の感触。ぎゃー、風呂に入ってるってのに鳥肌が止まらない。ノンブレーキでざわざわと増殖中である。

「いや、夜中に目が覚めたらちょうどおまえの布団が空からだったからな。ひょっとしたら風呂にいるんじゃないかと思って来たわけだ」

　湯ゆ気げで曇ったメガネを拭ふきながらオッサンも湯に浸かる。この様子だと、近衛の布団も空だったのには気付かなかったっぽい。気付いてたら今いま頃ごろ俺は死んでいる。

「実は、おまえにちょっと話があってな」

　オッサンは、やや真剣な態度で切り出してきた。

　……？　なんだろう。ひょっとしてこの旅行関係の話かな。やっぱり、この駆け落ちには何らかの理由があって――。

「おまえ、うちの娘とはどういった関係だ？」

　思わず俺おれは湯の中でズッコケそうになった。

「むっ。なんだそのリアクションは。まさか……もうすでに!?」

「もうすでにってなんだよ！」

「はん。何を言っている。おまえも高校生だろう。こんなところでオレに保健体育の授業をさせる気か？」

「……安心しろ。あいつとはただの友だちだ。そういう関係じゃねーよ」

「本当か？」

「ああ。仲の良いクラスメイト。それ以下でも以上でもない」

　たぶんそれであっているはずである。俺の認識が間違ってなければ。

（……むむっ）

　なぜか背中の後ろから不満げな抗議が聞こえた。ぎゃー、頼むから小声でもしゃべるのはやめてくれ。心の友とか言っときゃよかったかな？

「ふん。それならいい。まぁ、スバルに限って何もないとは思ったが」

　オッサンは満足げに息を吐いた。相変わらずの親バカっぷりである。娘のことになると目の色どころか身体の色だって変えそうだ。カメレオンみたいに。

「今回はオレの取り越し苦労だったか」

「取り越し苦労？」

「いや……どうも最近、スバルが学園に行くのを楽しみにしている気がしてな」

　ビクッと。

　後ろで近この衛えが大きく震えた。

　そのままフルフルと何かを堪こらえるように肩を揺らしている。

「以前はそんなことはなかったから、ちょっと気になっただけだ」

「はぁん。随分心配してんだな」

「フッ。当たり前だろう。子供の心配をしない親がどこにいる。ましてやスバルだぞ。なんならここであの子の可愛かわいさ自慢をしてやろうか？」

　オッサンは俺の返答を待たずに、近衛が幼い頃ころに子犬に噛かまれて泣いちゃった話やら、オバケが怖くて自分のベッドに潜り込んできた話、極めつけは大きくなったらぜったいパパのお嫁さんになるって言ってくれた話……などなど、思い出話をし始めた。

　うん、その辺でやめとけオッサン。

　俺としては別にこのまま聞いててもいいんだが、そろそろあんたの娘が限界だ。さっきからずっと「コロスコロスコロス……」って小声で呟つぶやいてる。ガキの頃の恥ずかしい秘密をバラされてちゃ無理もないけどさ。

「どうだ？　これでわかったか。オレの娘がどれだけ可愛いかが」

「ああ、よーくわかったよ」

　可哀かわい想そうに。きっとオッサンはこの修羅場が終わったら怒り狂った近この衛えに逆襲されるだろう。愛ゆえに傷つけられるとは。子育てって大変だよね。

「まあ――だから今回の奏かなでお嬢様の家出のことも、オレはなんとも言えないんだがな」

「―――」

　――ちょっと待て。

　なんでそこで家出のことが出てくんの？

「ん？　まさかおまえ、お嬢様とスバルから何も聞いてないのか？」

「いや、涼すず月つきのヤツが親の海外旅行について行くのを嫌がったってのは聞いたけどさ」

「だいたいは合ってるな。だが――それには理由がある」

「理由？」

　聞き返すと、オッサンはふぅっと息を吐いてから、

「――命日だ」

　簡潔にそう告げた。

「命日？　それって、もしかして……」

「ああ。あいつ……いや、スバルの母親だ。明後日あさつてがその日でな。今回の海外旅行とは、偶然日にちが被ってしまったわけだ。奏お嬢様がご同行されるということは、執しつ事じであるスバルも同行しなくてはいけない。そうなると、明後日の命日に墓参りに行けなくなる」

「………」

「今まで墓参りには毎年行っていたし、オレも仕事がなければできるだけ行っていた。まぁ、もうお嬢様を連れ戻すのは無理だから、今年も無事行けるだろうがな」

「無理って、もうあきらめたのかよ？」

「さっき本家の方から連絡があった。『今回の海外旅行はキャンセルする』と。まったく、簡単にキャンセルできる用事でもなかっただろうに。相変わらず、気まぐれな主あるじだ」

　やれやれと呟つぶやくオッサン。ということは、今のオッサンは本当に保護者として俺おれたちの旅行に同行してるわけか。

「あ。そういやもう一つ聞きたかったんだ。なんであんたは俺たちがここにいるってわかったんだよ？」

　あの涼月が行き先をバラすようなミスをするとは思えない。何かしら理由があったと考えたほうが自然である。

「簡単だ。ここしかなかったからな。言ったろう？　明後日が命日だと。ちょっと考えればわかることだ」

「明後日……」

　……そうか。

　明後日が命日。

　つまりは、もうあまり時間がないんだ。

　涼すず月つきの逃亡計画から考えて、最初からこの駆け落ち旅行の目的は――。

「そういうことだ。あいつの墓はこの近くにある。お嬢様は、そこにもっとも近く、かつ涼月家にゆかりのあるこの旅館を逃亡先に選んだわけだ」

「もしかして……ビーチで近この衛えの実家が近くにあるって言ってたのも……」

「デタラメの中に混ぜた真実。小鳥遊たかなしの家はこの近くにあって、あいつもその墓で眠っている」

「………っ」

　それが、この駆け落ち旅行の真相か。

　涼月は、自分の執しつ事じである近衛のことを気遣ってこの旅行を計画した。

　くそっ、それぐらい言っとけよな。俺おれだけ除のけ者ものかよ。どうして教えてくれなかったかはわからないが――やっぱり何か言えない理由があったのか？

　ともかく。

　これで、大体の疑問は晴れて――。

「―――」

　いや――まだだ。

　冷静に考えればおかしい。

　どうして近衛の母親の墓が小鳥遊の家のなんだ？

　近衛の家系は代々執事の家系だ。たぶんその母親も近衛の家に嫁にきたことになる。なら、どうして近衛の家の墓の方に入らなかったんだ？　もしかして、それが俺に言えなかった理由なのか。

「さて、オレはそろそろ上がるぞ」

「？　やけに早いな」

「ああ、ここにはおまえとスバルの関係を訊ききにきただけだ。明日も日中は海、夜には夏祭りの縁日もある。聞いた話だと縁日の他ほかに余興もあるらしいし、保護者役を全まつとうできるよう、今夜は寝るさ」

　言い残して、オッサンはざばっと湯から上がって脱衣所へと戻っていった。

　……助かった。

　とりあえず修羅場脱出である。

　オッサンとの会話に変に集中してたせいか、女性恐怖症の発作も鼻血まではいかなかった。もっとも、近衛が俺を気遣ってできるだけ背中に触れないようにしてくれたのもあるかもしれんが。

「近衛。もう大丈夫だぞ」

　後ろに声をかけると「……うん」と小さな声が聞こえた。

　咄とつ嗟さに振り返ろうとして……ギリギリで理性が止めた。危ねえ。ここで振り返ったらせっかく我慢した鼻血が噴き出すぞ。

「つーか、この旅行っておまえの母親の墓参りが目的だったんだな」

　気まずさを誤ご魔ま化かすために喋しやべりかけた。俺おれが連れて来られたのは本当に女性恐怖症を治す合宿の意味もあったんだろうけど。あと駆け落ちと称して旅館を騙すため。

「そういや、なんで俺に教えてくれなかったんだ？」

「そっ……それは……」

　どうしてか。

　近この衛えは気まずそうな雰囲気で黙ってしまった。

　むー、やっぱり何か言いにくい理由があるんだろうか。

「ジ、ジロー、とりあえず、その話は後にしないか？」

「？　なんで？」

「い、いや、その……実は、さっきから……ずっと我慢していて……っ」

「………」

　もしかして……トイレ？

　俺の背後でモジモジと身体をくねらせながら恥ずかしそうにしているスバル様のイメージが浮かぶ。しかも生まれたままの姿で……って、ストップストップ。やめろ。マジでやめろ。そのインスピレーションはなんだか限りなくアウトな気がするから。

「は、早く行って来いよ。そろそろオッサンも出てっただろうし。おまえが風ふ呂ろから上がるとこを見ないように、俺は目を背そむけてるからさ」

「うっ……うんっ。すまない」

　背後から誰だれかが移動する気配。

　あんまり我慢するのは身体に悪いって聞くしな。脱衣室にはトイレがあったし、たぶんオッサンはもう出てったはず――。



「――おい、クソガキ」



　しかし。

　脱衣所の扉の向こう。

　そこから、やけに冷え切ったハスキーボイスが届いた。

「な、なんだよ。まだいたのか」

　精せい一いつ杯ぱいの平常心を装って応こたえる。

　……マズい。

　なぜだか知らないが、とてつもなく嫌な予感がする……。

「いや、少し貴様に聞きたいことができてな」

「へ、へぇー。何かな？　遠慮なく聞いてくれよ」

　さっきまで『おまえ』って呼んでたのにどうして急に『貴様』って呼ぶの？　なんて疑問はスルー。怖すぎて聞けねえって。

「……ああ。実は――」



「今ここで、浴衣ゆかたと女性用下着が入った脱衣籠かごを見つけたんだが、コレは誰だれのだ？」



「―――」

　……終わった。ここの脱衣室には結構な数の脱衣籠があった。だから入るときは見逃していたんだろう。なんかゴールデンウィークにもこんなことがあったぞ。あのときは相手が妹だったが、今回はオッサンだ。はっきり言って生き残れる気がしねえ。

「――質問しよう」

　満天の星が浮かぶ夏空の下。

　オッサンによる尋問――いや、公開裁判は幕を開けた。

「これは貴様のか？」

「お、おぅ。実は、そういう趣味があってさー……」

「ほぅ。随分変わった趣味だな。こんな可愛かわいらしい下着を身に着けているのか」

「い、いやー、なんか身に着けると痩やせるらしいぜ。今流行の穿はくだけダイエットとか」

「そういえば、うちの娘の下着もこんなだったな」

「えっ!?　そ、そうなんだ！　そいつは奇遇だなぁ！」

「おや、こっちには男性用下着が入った籠も」

「そっち!?　そっちはその……頭だ！　頭に被かぶるんだ！　いっぺんやってみろって！　マジで頭がスッキリするから！」

「ははは。心配するな。オレの頭は今とてもスッキリしている」

「へ、へぇー、そりゃあよかったじゃん」

「――ときに、クソガキ」

「……な、なんだよ、オッサン」

　聞き返すと、オッサンはちょっとだけ間を置いてから――。



「今日が――貴様の命日だ」



　ピシャーンと勢いよく扉を開け、目を爛らん々らんと輝かせながら血に飢えた獣の形ぎよう相そうでこちらへと走りこんできた。着替えたのか、ちゃんと浴衣姿である。

「このクソガキがぁあああっ！　こここ混浴だと!?　しかもよりにもよってスバルと……オレの娘と！」

「お、落ち着け！　事故だったんだ！」

「問答無用！　すぐにその眼球を抉えぐり出してハッピーすぎる映像を削除してやる！」

「湯煙猟奇殺人じゃねーか！」

「心配するな！　その眼球はすぐにオレに移植させる！　ふはははっ！　どうだ！　これでオレは夜な夜なハッピーな映像に悩まされることになるだろうよ！」

「あんた一体どうしちまったんだ!?」

　娘が男と混浴している。そのあまりの衝撃に極度のパニック状態に陥ったらしい。オッサンは俺おれへの恨み言を叫びながら、キシャーッと一直線にこっちに特攻してきて――。

「……っ!?」

　湯煙を裂いて露天風ふ呂ろに飛び込もうとジャンプした瞬間――その表情が驚きよう愕がくに染まる。

　突とつ如じよ――オッサンの前方にある湯から勢いよく何かが飛び出したのだ。

「ぎにゃぱっ!?」

　おそらくにごり湯に潜水して待ち構えていたんだろう。

　カウンターで放たれた近この衛えの見事なジャンピングアッパーカットが、オッサンの下アゴを物の見事にストライク。オッサンはそのまま地面に倒れて動かない。どうやら完かん璧ぺきに気絶したっぽい。

「サ、サンキュー近衛！　助かっ――」

　咄とつ嗟さに立ち上がって礼を言おうとして――瞬間、俺は絶句していた。

「きゃっ――」

　短めの可愛かわいらしい悲鳴。

　近衛スバル。

　水に濡ぬれた艶つややかな髪。人形のような華きや奢しやすぎる手足。湯に浸つかって桃色に染まったつるつるお肌。慎つつましい胸と、綺き麗れいな形をした鎖さ骨こつ。そして、小さくて可愛らしいおへそ。一糸纏まとわぬ、生まれたままの姿のスバル様が、そこにいた。

　なんていうか……思いっきりだった。

「……っ!?」

　刹せつ那な、俺の側頭部に迫る殺意。

　回まわし蹴げり。

　瞳ひとみを潤ませ顔を恥ずかしさに染めた近衛の蹴しゆう撃げきである。

　普段の俺なら防御できたと思う。最近はよく組み手で打撃を喰くらっていたし、ひょっとしたら避けることも可能だっただろう。

　しかし、俺はあえてそれをしなかった。

　いや――できなかったのだ。

「のぱんっ!?」

　側頭部を襲う凄すさまじい衝撃に意識が遠のく。

　強烈なハイキックだった。

　だが――それでも、不思議と後悔の念はない。

　薄れていく意識の中。

　俺おれは、ある一つの言葉を強く胸に刻みつけていた。

「……ああ」

　――生きててよかった。



    


  
    
      



    


  
    
      
　

第４話　チキンが執しつ事じにできること





「バカチキ。あんた、なんでそんなに首傾かしげてるの？」

　朝食中。

　貸し切られただだっ広い宴会場の畳たたみの上で、マサムネはそんなことを訊きいてきた。

「いや、どうも昨晩の記憶が飛んでてさ」

　朝食の焼やき鮭じやけを箸はしでつつきながら応こたえる。

　昨日の深夜、風ふ呂ろに行って、近この衛えと遭遇して、その後最悪なことにオッサンともランデブーしたが、なんとか修羅場は切り抜けた……はずなのに、なぜかそこからの記憶がまったくない。気付いたら明け方の露天風呂だったのだ。

「近衛。なんか知ってるか？」

　近衛に尋ねると「知らないっ、ボクは何も知らないぞっ」とそっけない返答。むー、もしかして疲れててそのまま寝ちまったのかな。

「うっ……」

　声のした方に目をやると、オッサンはなぜか痛そうにアゴを擦さすりながら朝食（冷めたレトルトカレーのルー）を食べていた。さっき聞いたら、オッサンも記憶が飛んでるとか。しかも風呂に入った記憶までないようだった。むー、一体露天風呂で何が……。

「あれ？　近衛先輩、どうかしたんですか？　なんか元気がないみたいですけど……」

「むむむ。スバル様、もっと食べた方が……」

　心配そうな紅くれ羽はとナクルの声。

　訊たずねられた近衛は「大丈夫」と応えて、箸を置いてしまった。

　だが、やっぱり俺おれから見ても元気がないように見える。だってまだゴハンを一杯だけしかおかわりしてない。普段はあの細い身体のどこに入るんだってくらい食べるのに。

　しかも――昨日の質問の答えもくれない。

　どうしてこの旅行の本当の目的を教えてくれなかったのか？　今朝も聞いたけど、はぐらかされてしまったし……うーん、なんかしたかな、俺。

（……なあ、涼すず月つき。この旅行って近衛の母親の墓参りが目的なんだろ？）

　隣となりにいた涼月に、ヒソヒソと小声で訊たずねた。

　涼月は摘つまんでいた卵焼きを置いて、クスッと微笑ほほえんでから、

（なぁんだ、知ってたの。あ、さては流ながれね。まったく、子の心親知らずというか。スバルは、あなたにだけは秘密にしておきたかったのに）

（ああ？　どういう意味だよ？）

　聞き返すと、涼月は口唇くちびるに人差し指を当てて微笑んだ。

（それは秘密です）

（はあ？）

（たぶん、私が教えちゃうのはフェアじゃないわ。それにこれはあの子とあなたの問題。私だって、最低限の領分は心得てるもの）

　意味ありげな発言。

　……なんだよ。

　結局は、自分でどうにかしろってことかよ。

　相変わらず厳しいねぇ、お嬢様。

（命日は明日。時間はたくさんあるわ。今日だって朝食を食べたらまた海に遊びに行くし、夜には夏祭りもあるでしょう。頑張ってね、ジローくん）

　言って、優雅な仕草でみそ汁を口に運ぶ。

　頑張ってね……か。

「……そんなこと言われてもさ」

　一体、何を頑張りゃいいんだかなぁ。



　　　♀×♂



　涼すず月つきの言う通り、朝食のあとは海水浴へゴー。

　当然このメンバーで平穏になるはずもなく、なぜか女性陣ｖｓ男性陣のビーチバレー対決が勃ぼつ発ぱつした。

　チーム分けは俺おれと近この衛えｖｓ涼月、マサムネ、ナクル、紅くれ羽は。勝てるわけねえって。人数的にも圧倒的に不利だし、向こうにはスポーツ万能の紅羽がいる。え？　オッサン？　いや、あの人は審判。ここまでハブにされるのを見たら逆に可哀かわい想そうに見えてきたよ。

　途中から、近衛は体調が悪くなったってことにして小鳥遊たかなしぷにゅるに再登場してもらったりもした。

　涼月もたまには自分の執しつ事じを女の子でいさせたかったっぽい。結果的には俺一人になった男子チームはフルボッコにされたが、ぷにゅること近衛が楽しそうだったからまぁいいか。

　ちなみに紅羽もナクルもぷにゅるの疑惑はスルー。マサムネは「どんだけ女装が好きなの……」と何やらショックを受けていた。え？　オッサン？　水着姿の愛娘に抱きつこうとしてライフセイバーに取り押さえられた。解放されるまで二時間もかかったっけ。

　――けれど。

　相変わらず、ぷにゅる……いや、近衛は俺の疑問に答えてくれない。涼月の忠告もあったから、できるだけ話してくれるように説得したんだが、疑問をぶつけるたびにどんどん元気がなくなってしまって、こっちも追及をあきらめるしかなかった。

　そして……オレンジ色の夕日が水平線上に沈み、海水浴は終了。

　休む間もなく――夏祭りの開幕である。

　旅館の近くで開かれている縁日に、俺おれたちは繰り出すこととなった。

　なったのだが……。

「まさか……そんな浴衣ゆかたまで用意してたとはな」

　到着した夜空の下の夏祭り会場。

　ただただ、俺は目の前の光景に感嘆していた。

　なんでも運良く旅館で祭り用の浴衣のレンタルをしていたとか。

　それによって、女性陣は夏祭り仕様にカスタムチェンジしたわけだ。

「えへへ、どうかな、兄さん」

　やけに目立つピンク色の浴衣でくるくる回る紅くれ羽は。どうやらぴったりのサイズがなくて子供用になったらしい。本人は色が可愛かわいいからか気にしてないみたいだが。

「あぅぅ、ちょっときついですね……」

　ナクルは自分の胸を押さえながら言った。こっちは紅羽とは逆の意味でサイズが合ってなくて息苦しいっぽい。浴衣の色は黄色。これで少しでもこのヘンタイが大人おとなしくなることを祈ろう。

「へぇー、意外に大きな祭りなのね」

　縁日……というより出店を見てワクワクしてるのはマサムネ。浴衣の色は紫。体形的に一番浴衣が様になってるかもしれん。「カキ氷、クレープ、リンゴ飴あめ……うぅ、どうしよう……」なんて真剣に自分のサイフの中身とにらめっこしてなければだけどさ。

「ふふ。楽しくなりそうね」

　涼すず月つきは相変わらずの落ち着いた態度で縁日を眺めていた。浴衣の色は落ち着いた黒。むむ、やはりプロポーションのバランスが断然いい。紅羽と比べると同じ高校生とは思えん。

「……むっ」

　メガネスタイルのまま、浴衣を見て満更でもなさそうにしている近この衛え……いや、小鳥遊たかなしぷにゅる。浴衣の色はオレンジ。やっぱりこういう可愛い衣装が好きなのか。けど……それでも普段よりいくらか元気がない気がする。もっと嬉うれしそうにしててもいいはずなのに。

「さあ、行きましょう」

　と。

　そんなことを考えていたら、いきなり涼月が俺の隣となりに並んで……ってぎゃあああっ！　手が！　なんでいきなり手とか繋つないでんですかこの人！

「何を驚いているの？　これもあなたの女性恐怖症を治すためよ」

「な、治すためって……」

　このまま手を繋つないで縁日を回る気か？　そりゃあ治療になるかもしれないが、ちょっと大胆すぎじゃねーか。ここには紅くれ羽はやナクルもいる。変な誤解とかされたりしたら……。

「ちょ、ちょっと！　あんたたち何やってるのよ！」

　瞬間、トゲトゲしい声とともに俺おれと涼すず月つきの手が離れる。

　宇う佐さ美みマサムネ。

　彼女は、ひどく慌てた様子で強引に俺と涼月の間に割り込んできていた。

「あら、どうしたの宇佐美さん。そんなに慌てちゃって」

　平然とした口調で薄うっすらと口唇くちびるを吊つり上げる涼月。

　対するマサムネは「なっ……」と息を飲んでから、

「べっ、別に慌ててなんかいないもん！　それよりどういうことよ涼月奏かなで！　なんでバカチキと手なんか繋いでたの！」

「おかしいかしら。だって彼は私の婚約者なのよ」

「嘘うそ！　それはあんたの嘘だったじゃない！」

　むっと口唇を噛かみしめて不満そうなマサムネ。

　それを見て涼月は「はあっ」と大げさなため息をついた。

「仕方ないわ。本当のことを教えましょう」

「本当のこと？」

　マサムネが聞き返すと、涼月はちょっとだけ小声になって、

「彼って、実は女性恐怖症なの」

「なっ……ど、どうしてあんたがそれを……」

「……ふぅん。その様子だとあなたも知ってたみたいね。さっきのは、その治療よ」

「治療？」

「そう。女の子と手を繋ぐことで恐怖症を克服しようっていう治療。私は彼の恐怖症を治すのに協力してあげてるの」

「……っ！　なんでそんなマネを……」

「なんでって……ほら、私って優等生のお嬢様じゃない？」

「自分で言っちゃった!?」

「彼のチキンな体質を見てたら、ついつい可哀かわい想そうになっちゃって」

「デタラメよ！　あんたの本性って絶対そんなキャラじゃないもん！」

「でも、彼の治療に協力してるのはデタラメじゃないの。嘘に敏感なあなたならわかるんじゃない？」

「うっ……た、確かにそんな気もするけど……」

　なぜか悔しがる性しよう悪わるウサギ。

　近この衛えたち三人は縁日の屋台のほうに気を取られてて、コイツらの小競り合いに気付いてないみたい。気付いたら止めに入ってきててもおかしくないしな。

「だから、私がジローくんと手を繋つないでも何も問題はないわ」

　スッと再び涼すず月つきの手が俺おれの手に伸ばされる。

　だが「ダっ、ダメ！」という声とともにマサムネがその手首を掴つかんだ。そのままギリギリと捕まえて離さない。完全に膠こう着ちやく状態である。

「痛いわ、宇う佐さ美みさん。そんなに強く握らないで。それに、私はジローくんの治療をしなくちゃいけないの。あなたとは違うわ」

「ち、違わないわよ！　アタシだってバカチキを治療しなくちゃいけないのっ！」

「……？　どうして？」

「だっ……だって！　前にちゃんと約束したんだもんっ！　バカチキの女性恐怖症はアタシが治すって！　友だちだから、協力するって！」

「………。ふぅん」

　なぜか顔を赤くして強気に説明するマサムネと、やけに冷たい視線を俺に向ける涼月。

　………。

　えーっと……何？　この修羅場？

　どうして俺を治療する権利を奪い合ってんの？　いくら仲が悪いからってそこまでしなくても。二人の戦いに俺を巻き込まないでくれ。

「ねぇジローくん、射的をやらない？」

　唐突に涼月が切り出した。その視線の先には縁日の屋台。オモチャのライフル銃で景品を狙ねらうあれである。

「宇佐美さんも一緒にどうかしら？」

「フン。望むところよ」

　二人は一直線に屋台へと向かう。……ん？　どうして一緒に行くんだろう。もしかして急に心変わりして仲が良くなったとか……。

「勝負よ、涼月奏かなで。あんたのその化けの皮を引っぺがしてあげるわ」

「気をつけてね、宇佐美さん。狙うのは景品よ？」

「あはは、何言ってるのよ。誰だれがあんたの頭を撃つなんて言った？」

「うふふ、そうよね。よかった。そんなことされたら私も正当防衛しなくちゃいけなかったから」

　歩きながら、やたらにこやかに笑いあう涼月とマサムネ。

　……やべえ。

　仲が良くなるどころか、ますます関係が悪化してるよコイツら。お嬢様と一般庶民。二人の溝は底なし沼より深いっぽい。うっかり落ちたら脱出不可能な気がする。

「へぇー、これで狙えばいいのね」

　屋台にたどり着いた涼すず月つきは銃にコルクの玉を詰めながら言った。ちなみに景品はヌイグルミやらお菓子やら。ぶっちゃけ大した物はない。

「撃ち落とした景品なら何でも貰もらえるのかしら」

「………。何でも……」

　マサムネは銃を見ながら何やら呟つぶやいた。

　ふと、その視線がゆっくりと俺おれに向けられる。え？　何？　なんでそんな七面鳥を狙ねらう猟師みたいな目で俺を見るの？　しかも……銃口までこっちを向いて――。

「うおっ!?」

　瞬間、パンッという乾いた音色。

　銃声である。

　驚くことに、マサムネがいきなり俺に向かって銃をぶっぱなしやがった。

「この性しよう悪わるウサギ！　何すんだよ！」

　ギリギリのところでかわしてから毒づく。危ねえ！　弾が肩を掠かすったぞ！　オモチャだからって至近距離で喰くらったら痛いって！

「……あ。ゴメン、バカチキ」

「ゴメンじゃねーよ！　なんでこんなことした！」

「えっ!?　だっ、だって……その、つい……」

「ついって……！」

　ふざけんな。いつから日本は銃社会になった。まさか、あんたの命を貰うっていう新あら手ての脅迫か？　俺の命は景品じゃねーぞ。

「あ、あはは！　大丈夫！　次はちゃんとあっちを狙うから！」

　話をそらすようにマサムネは景品に銃を向けた。今度はしっかり狙ってる。ターゲットはちっこいクマのヌイグルミ。意外に女の子っぽい趣味だな。

「……ふぅ」

　精神統一のためなのか、マサムネは大きく息を吐いてから、ゆっくりと引き金に指をかけて――。

「宇う佐さ美みさん」

「きゃっ!?」

　可愛かわいらしい悲鳴とともに発射された弾丸は残念無念あさっての方向へ。無理もない。発射の直前、涼月が背後からマサムネの肩を両手で叩たたいたのだ。ベタな悪戯いたずらである。

「っ！　あんた！　何すんのよっ！」

「ごめんなさい。ちょっと気になって」

「……何が？」

「頭からウサ耳とか生えてこないかなぁって」

「あんたアタシをバカにしてるのっ!?」

　マサムネは目を充血させながらバッと銃口を涼すず月つきに向けやがった。うわああやめろバカ。どこの西部劇だ。屋台の主人のバーさんまで「頭だ！　頭を狙ねらいな！」ととち狂ったことを叫び始めた。なんでノリノリなんだよ。

「ごめんなさい。お詫わびと言ってはなんだけど、私があなたの欲しがってたヌイグルミを取ってあげるわ」

「えっ？」

　きょとんとするマサムネを尻しり目めに涼月は銃を構えて狙そ撃げき体勢。お嬢様のくせにすげえ様になってる。地下マフィアの女スナイパーみたい。

「じゃあ、行くわよ」

　軽やかな掛け声。

　パンッという乾いた音とともに、涼月は見事にヌイグルミを撃ち落とした。

　撃ち落したのだが……。

「なっ……！　それは何のマネよ！」

「？　何のマネって……何が？」

　涼月は不思議そうにしながらも景品を……マサムネが狙っていたクマの隣となりにあったウサギのヌイグルミをバーさんから受け取っていた。

「はい。これが欲しかったんでしょう、宇う佐さ美みさん」

「違う！　アタシが狙ってたのはそれの隣にあったクマさんよっ！」

「え？　そうだったの？　ごめんなさい、ウサギさん」

「っ！　あ、あんた……！」

「残念ね。せっかく撃ち殺したのに」

「撃ち殺したじゃなくて撃ち落としたでしょっ!?」

「仕方がないから、このウサギは私が貰もらうわ。ちょうど使い道もあるし」

「使い道？」

「ちょっとサンドバッグに」

「なんてこと考えてんのよあんたぁ―――――っ！」

　やっぱりその子はアタシが貰うわ！　とマサムネは涼月からウサギを奪い取った。

　うん、俺おれもその方がいいと思う。クレヨン×んちゃんのネ×ちゃんのマネをされるよりマシだ。たぶん半分くらいマサムネをからかうためのデタラメなんだろうが。

「はい。これで射的勝負は私が一歩リードね」

「くっ、くぅぅっ！」

　悔しげにうなりながら、マサムネは「負けないもんっ」と呟つぶやいて再び景品に狙いを定め始めた。やるだけ無駄だと思うけどなぁ。このお嬢様に勝てるとは思えん。

（なあ、涼すず月つき。そろそろ止やめてやれよ）

　マサムネに聞こえないように小声で涼月に呟つぶやいた。このままやってたらマサムネが泣き出しそうだ。さすがにそれはマズい。

（へぇー、ジローくんはあの子の肩を持つのね）

（そういうわけじゃねーけどな。いい加減からかうのは終わりにしてさ。もうおまえの方が優位だってことははっきりしたろ？）

　見た感じ力関係ははっきりしている。これ以上無駄な争いを起こすのは……。

（――違うわ）

　が。

　意外なことに、涼月はそんなことを呟いた。

（前にも言ったでしょう。私はあの子が苦手なのよ）

（苦手って……あんなにからかってるのにか？）

（ええ。――はっきり言うわ。あの宇う佐さ美みマサムネって子は私の天敵よ。だって、あの子は初めて私のデタラメを見破ったんだもの）

（デタラメ……）

　それって、涼月が学園で優等生なお嬢様の仮面を被かぶってることか。

（だから、ついつい本気で相手をしちゃうのよ。けど、いくら打ち負かしても落ち着かないわ。あの子は簡単にはへこたれないし。何度やられても向かってくるもの）

　まぁ――そういうところも含めて苦手なのかもしれないけど。

　涼月は、らしくない弱気な表情でそう呟いた。

　………。

　もしかしてコイツ、怖がってるのか？

　自分のデタラメを見破ったマサムネのことを。だから、マサムネに負けないよう必死に強気な態度に出てる。少しでも、自分が感じた怖さを拭ぬぐい取るために――。

「やっほー、兄さん」

　考えていたら、不意に後ろから話しかけられた。

　そこにいたのは紅くれ羽はとナクル。二人とも縁日を満喫中らしく、水風船やらわた飴あめやらを両手に抱えている。

「にゃにゃ？　射的屋さん？　楽しそうだねっ」

　無邪気に微笑ほほえむと、紅羽はマサムネの隣となりにいって射的に加わった。ナクルは様子見なのか二人の後ろで観戦中。

　ふと――涼月の方に視線を戻すと、彼女はいつもの表情に戻っていた。

　そう、いつもの優等生なお嬢様の顔に。

「ジローくん。知ってる？　今日のお祭りにはちょっとした余興もあるらしいのよ」

「……余興？」

「夏祭り特別イベント。浴衣ゆかた美人コンテストっていう女性用のミスコンみたいなものと、それとは別の男性用の余興も行われるとか。急に開催が決まったそうなの」

「男性用って……」

　どんなだよ。納涼ボディビル大会でもやるんだろうか。あんまり需要ないと思うけど。

「ふふふ。とっても楽しい余興ですよ」

　イベントの内容を知ってるのか、なぜかナクルが楽しそうに笑っていた。

「――バトルロイヤル」

「は？」

「ふふ、詳細は直前まで秘密ですが、かなり大掛かりなイベントなのですよ」

　やたら自慢げに言うナクル。

　むー、なんか急に不安になってきたな。バトルロイヤル。絶対にロクなことにならない気がする。最悪保護者役のオッサンに頼るか……。

「そういや、オッサンは？」

　縁日会場に来てから姿が見えない。もしや午後の海水浴で心に傷を負ったのかな。あれだけ不遇な目にあったら仕方ないかもしれないが。

「ああ、スバル様のお父様には浴衣美人コンテストの審査員に加わってもらいました。今はその準備に行ってますね」

「ああっ!?　なんでそんな事態になってんだよ！」

　つーか、加わってもらったって……なんでコイツがそんなこと決められんの？　どこにそんな権限があるんだ？

「いやぁ、コンテストの話をしたら、どうしても審査員に加えてくれと頼まれてしまって。いきなりだったんですが、見返りをいただけるということだったので仕方なく」

「見返りって……」

　まさか、近この衛えのホームビデオのコピーとかか。スバル様ファンクラブの会長であるナクルにとっては咽のどから手が出るくらい欲しいだろう。くそぅ、子供の頃ころのスバル様か。俺おれもちょっと見てみたい気もするけど。

　しかし、なんで審査員なんかに……それになんでナクルの権限で……。

「……まぁ考えても仕方ないか」

　コンテストはもうすぐ始まるから、そしたらわかるだろ。

　にしても、これだけ女の子が集まると華やかだよな。ムードはカラフルパステルカラー。一ひと癖くせも二ふた癖もあるヤツらばっかりなんだけど、浴衣を着てるとみんな可愛かわいいし。

　そりゃあ女の子が四人もいれば賑にぎやかに――。

「……あれ？」

　四人？

　俺おれはもう一度人数を確認する。

　坂さか町まち紅くれ羽は、鳴なる海みナクル、宇う佐さ美みマサムネ、涼すず月つき奏かなで……って、おい。

　近この衛えスバルは？



　　　♀×♂



「……ジロー？　どうしてここに？」

　縁日会場から走って数分の場所。

　８月の星が輝く空の下。

　浴衣ゆかた姿で女の子モードの近衛スバルはそこにいた。さっきまで小鳥遊たかなしぷにゅるとしてかけていたメガネも、なぜか外している。

「涼月に聞いてきたんだよ。おまえがいるんならここしかないって」

　もっとも『場所を教えるかわりに縁日の出店で奢おごってね』と取引をされてしまったが、その程度であのお嬢様が協力してくれたんだから安いもんだと思うことにしよう。

　そう――今の問題は。

「ほら、せっかく一人で迎えに来てやったんだ。さっさと縁日に戻ろうぜ。こんなところにいないでさ」

　――墓地。

　ちょっとした公園くらいありそうな立派な西洋墓地である。

　いくつもの墓標が寂しげに並ぶ中、近衛はその一つの前で立ちすくんでいた。西洋墓地に浴衣という組み合わせにも、不思議と違和感がない。

「……それが、おまえの母親のお墓なのか？」

　沈黙に耐え切れなくなって切り出した。

　すると近衛は「……うん」と小さく頷うなずいた。

「なんだか、急に一人で来たくなってしまって。……不思議に思わなかったか？　どうしてボクのお母さんが小鳥遊の家のお墓に入ってるんだろうって」

「まぁ……気にはなったけどさ」

　どうも聞きにくかったしな。

　いくら俺でもちょっとは想像がつく。

　たぶん、家庭の理由かなんかで……。

「――駆け落ち」

「は？」

「いや、だから駆け落ちだ。お父さんとお母さんが……結婚するとき、その、色々あったらしくて……お母さんがボクの家に駆け落ちしてきたって」

「……はあん」

　って、おいおい。

　マジかよ。

　駆け落ちって……あのオッサンがか？

「ボクもよく知らないんだが、そのせいで……お母さんはここで眠ってる」

「………」

　それが、理由か。

　近この衛えの母親の墓がここにある理由。

　まぁ、過去に何があったかは知らないし、俺おれが知ったところでどうなることでもないだろう。

　そう――今、俺にとって重要なのはそんなことじゃない。

　今、俺にとって大事なのは――。

「近衛。どうして今回の旅行の目的を俺に教えてくれなかったんだ？　やっぱり……俺に原因があるのか？」

　本日何度目かになるその質問を口にする。

　涼すず月つきは言っていた。

　これは――俺と近衛の問題だと。

　もし仮に、目的を教えてくれなかったことや、今日の近衛の元気がなかったことが俺のせいだとしたら――気付かないうちに、俺がコイツを傷つけてたんだとしたら――。

「ち、違う！　ジローが悪いんじゃないっ！」

　しかし。

　近衛は強く俺の言葉を否定した。

　そして、沈黙。

　真夏だってのに墓地の空気はやけに冷たい。

　夜空の下を埋め尽くす静寂。

　どれくらい続いただろう。

　近衛は、意を決したように口を開いて――。



「――ジローと一緒に、ここに来たくなかったんだ」



　はっきりと、そう告げた。

「俺と一緒に来たくなかったって……」

「ご、誤解しないでくれ！　ジローが嫌いだとか、そういうことじゃない。ただ……」

　途切れ途切れになりながらも、近この衛えは必死に言葉を紡いだ。

「ジローと一緒にここに来たら……きっとボクは泣いちゃうから」

「………」

「……死んじゃう前に、お母さんはすごく心配してたんだ。ボクが大きくなって学園に行ったら、ちゃんとそこで友だちができるかなって。けど――ボクは、お母さんの心配通りだった。いつも無愛想になって、人と接することを怖がってたから」

「……でも、それは……」

　仕方ないことじゃねえか。

　近衛は学園ではずっと女の子であることを隠してきた。秘密がバレるのが怖くて――ずっと人と触れ合うのを避けてきた。

　だから――友だちなんて、誰だれもいなかった。

「だけど――ボクにもジローっていう学園での友だちができた。それに、ジローのおかげでお嬢様と仲直りすることができたんだ。すごく……とっても嬉うれしかった」

「嬉しいって……」

　じゃあ、なんでだよ。

　どうして――おまえは今泣きそうになってんだよ。

「でも……考えたんだ。きっと、ジローと一緒にここに来たらボクは泣いちゃうって。お母さんのお墓の前では泣きたくないのに……きっと泣いちゃうって。だって――」

　お母さんがいないことを、思い出しちゃうから。

　近衛は、嗚お咽えつの混じった涙声でそう告げた。

「い、いつまでも引きずってるボクが悪いんだ。でも、どうしても忘れられなくて……ふっ切れなくて……。せっかく友だちができたのに、もうお母さんに会わせることができないんだなって思うと……」

「………」

「ほっ、本当はジローをお母さんに紹介したかった。胸を張って会わせたかったんだ。『この人がボクの友だちなんだ』って。でも、それができないんだって思ったら……やっとできた友だちを紹介することもできないんだって思い知ったら……」

「……近衛、もういい」

「ど、どうして死んじゃったんだろう。ボクは何もしてなかったのに。友だちもまだ紹介してなかったのに……どうしていなくなっちゃったんだろう。それを考えたら……泣いたらいけないってわかってるのに涙がこぼれて……っ」

　そこまで言って、近衛は黙った。

　たぶん、驚いたんだろう。

　だって――俺がいきなり抱きしめたりしたから。

「ジ、ジロー!?」

「悪い。なんか――見てらんなかった」

　華きや奢しやな身体を両手で抱きしめながら応こたえた。

　我ながら強引だと思う。

　けど、あいにく俺おれには近この衛えを励ます気のきいた言葉なんて思いつけなかった。一人で哀かなしんでるくらいなら、誰だれかが傍にいた方がいいって、なんとなく思っただけだ。

　気休めでいい。

　考えてみれば、俺と出会ってから近衛は泣いてばかりだった気がする。四ヶ月で三回もだ。俺はそのたびにコイツを泣かせたくないって思ったけど……ロクな励ましさえできなかった。

　何が『泣かせるわけにはいかない』だ。

　結果的には、どうしようもない口だけのチキン野郎である。

　だから、今日だけはせめて。

　少しでも近衛が……友だちが泣き止やんでくれるんなら――。

「ば、ばか！　すぐに離れろ！　だって、ジローは……っ」

「言わなくていい。わかってるから」

　そう、こうなることはわかっていた。

　ざわざわと騒ぎ出す鳥肌と、強く抱きしめているせいか噴き出す血液、襲い来る眩暈めまいと遠くなる意識。

　女性恐怖症。

　こんなチキン体質の俺が自分から女の子に抱きついたらどうなるか――そんなことはわかっていたさ。

　けど――。

「だから――どうした」

　どんなに俺が弱くても。

　女の子に抱きついたくらいで倒れちまうチキン野郎でも。

　たまには――意地を見せてやる。

　友だちが哀しんでるときぐらい――少しは頼りになるヤツでいてやる。

　それぐらいはしたい。

　そういうのが――友だちってもんだろ。

「ぐぅ……っ！」

　発作が止まらない。

　今にも飛びそうな意識。

　でも――まだだ。

　まだ、倒れるわけにはいかない。

　スタンド・バイ・ミー。

　親父おやじとの約束。

　俺おれが護まもるから、傍にいてくれ。

　俺は、胸を張ってその言葉が言えるように、強くなるんだ。

　だから――。

「――――」

　どれくらい時間が過ぎただろう。

　墓地を包み込む静けさ。

　気付いたら、近この衛えの嗚お咽えつも止まっていた。

　止まって――くれた。

「……もういい。……もう、大丈夫だ」

　近衛はそう言って、もはやほとんど力の入っていない俺の腕から離れた。

「お、おぅ。悪かったな。いきなりこんなことして」

　掠かすれた声で告げる。

　しかし、彼女は俺を見つめてから――。

「いや――いい。ジローのおかげで、なんだか楽になれた」

　そう言って、微笑ほほえんでくれた。

　それで緊張の糸が切れてしまったのか、とっくに限界を超えていた俺の身体が崩れる。

　途切れかける意識。

　それでも――俺の身体は冷たい地面に落ちることはなかった。

「――ありがとう、ジロー」

　執しつ事じくんは、倒れる俺を抱き支えながら呟つぶやいた。

「おまえは――ボクの――」

　まるで誰だれかに伝えるみたいな温かい言葉だった。

　もしかしたら、ここで眠っている母親への伝言だったのかもしれない。

　けれど、その響きを最後まで聞き取る前に、俺は近衛の胸の中で意識を失っていた。



    


  
    
      



    


  
    
      
　

第５話　夏祭りバトルロイヤル





　余談だが、最近どうも俺おれの失神回数が多くなった気がする。少なくとも昔は家の中でしか意識を失うことはなかったのに、最近はどこだろうがおかまいなし。

　そうなった原因はたった一つ。

　俺がコイツらと知り合っちまったことなんだろうけどさ。

「おっはー、兄さん。起きたみたいだね」

「……おぅ、妹」

　目を開けると、紅くれ羽はが大きな瞳ひとみでこちらを覗のぞきこんでいた。横になっていた身体を起こして周囲を確認。どうやら縁日の会場に立てられたテントの下にいるっぽい。

「ビックリしたよー。ぷにゅるちゃんを迎えにいった帰りに足を滑らせて転んで頭を打ったんだって？　ぷにゅるちゃんがこの医療テントまで運んできてくれたんだよ。もう、兄さんったらドジなんだから」

「……ああ、ホントにな」

　転んで頭を打ったってのは……近この衛えがついた嘘うそか。

　たぶん、俺を気遣ってくれたんだろう。さすがに抱きついて失神したとかバラされたら問題あるしな。

　でも――あれでよかったと思う。

　だって、近この衛えが泣きやんでくれたから。思えば、これまで俺おれはあいつが泣いたときはいっつも情けなかった気がする。

　四月は鼻血を出して逆に気遣われ、五月ははねられたせいですぐに入院、六月も泣いてるのがわかったのは校内放送で、会いに行くのにだいぶ時間が経たってしまった。

　だから――よかった。

　今回は、すぐにあいつを励ませてよかった。

　にしても、我ながらよくあれだけの時間意識を保てたよ。もしや涼すず月つきやマサムネの治療プログラムが効いてるのか。ちょっとずつだけど女性恐怖症も克服されてるのかも。

「紅くれ羽は、今は何時だ？」

「九時ぐらいだね。もう夏祭りも佳境だって。もうすぐ始まる余興の後には花火もやるらしいよ」

「余興？」

　もしかして、さっきナクルが言ってたヤツか？

「うん。浴衣ゆかた美人コンテストの方はもう最終審査かな？　そろそろ優勝者が決まるって。あたし以外はみんな見物にいってるね」

「はあん。もう一つはバトルロイヤルだっけか」

「うん。『今日はみなさんに殺し合いをしてもらいます』って感じの」

「……大丈夫なのか、それ」

　かぎりなく危険な匂においがする。まさかマジでバトルロイヤルなんじゃ。

「殺し合いって言っても安全なんだって。要はサバイバルゲーム。ペイントガンでお互いを撃ち合って、最後に生き残っていた人が優勝の生き残りゲームなんだよ」

「……へぇー」

　……って、落ち着いてる場合じゃねーぞ。なんだよ、そのとんでもイベントは。なぜに祭りでバトルロイヤル？

「何を隠そう、その余興のスポンサーはナルナルの家だからね」

「はあ？」

「あれれ？　兄さん知らないの？　ナルナルの家はわりと大きなオモチャ会社さんなんだよ。最近の人気商品だと、沈黙ヒツジとかを出してる。ちなみに、今回のバトルロイヤルの賞品も、賞金と沈黙ヒツジの巨大ヌイグルミなんだって」

　あー、学園祭のときに聞いたな。あいつが紅羽のクラスの委員長で社長令嬢か。涼月と違って全然お嬢様って感じしねーけどなぁ。

　しかも、沈黙ヒツジを作ってる会社である。あの猟奇キャラは最近急激に購買層を増やしてるそうで、今ではテレビＣＭまで放送してる始末。

　一回だけ見たが、可愛かわいくデフォルメされたヒツジが二本足で歩くアメリカ生まれのネズミをボコボコにし、最後は「俺おれが日本の沈黙ヒツジだ！」と勝ち誇るという、正気の沙さ汰たとは思えない内容だった。あまりにも過激すぎて、一部地域では放送中止になったとか。

「でも、なんでそんな企画を？」

「えーっと……『これでリアルなガンアクションが描けます！』って言ってた」

「あいつの取材のためかよ！」

「今度の新作は兄さんが主人公のハードアクションっぽいよ。時間のない中、無理を言ってお願いしたらしいもん。新商品のペイントガンのＰＲって名目まで作ったんだとか」

　……あのメガネジャンキーめ。

　社長令嬢のくせに、自分の創作活動のためだけにそんなイベントを開催させやがって。バカが権力を持つとどうなるかのいい見本だよ。

「でもでも、参加者はいっぱいいるらしいよ。ちゃんと賞品ももらえるし」

「賞金と沈黙ヒツジの巨大ヌイグルミだろ」

「うにゃー、実はそれだけじゃないんだって」

「それだけじゃない？」

「うん。なんとバトルロイヤルの優勝者にはもう一つのイベント――浴衣ゆかた美人コンテストの優勝者からチューがもらえるんだよ」

「チューねぇ」

　口唇くちびる争奪戦ってわけですか。

　ヌイグルミはどうでもいいとして、だいたい参加者はみんな賞金とそれ狙ねらいだろう。でかい娯楽イベントってとこか。

　けど――沈黙ヒツジか。

「……俺も出ようかな」

　ボソっと呟つぶやいた。

「はにゃ？　なんで？　兄さんも沈黙ヒツジのファンだっけ？」

「いや、違うけどさ……」

　俺にあの不気味なヒツジを愛めでる趣味はないが……あいつは違う。

　近この衛えスバル。

　あの執しつ事じくんは沈黙ヒツジの大ファンだったはずである。

　つまりは、プレゼント。

　さっきの一件もあるし、それこそ気休めかもしれないが、ヌイグルミをゲットするぐらいで近衛が元気に――笑顔になってくれるんなら安いもんだ。

「にゃはは、そしたらあたしたちはライバルだね」

「？　まさか、おまえも？」

「うん。出場するよ。賞金もチューもいらないけど、ヌイグルミはゲットしたいもん。別に男の人しか出ちゃいけないって決まりはないしね」

「そういえばおまえもあのヒツジのファンになったんだっけな」

　最初は違ったんだが、学園祭で一気にハマったとか。おかげで我が家には着々と沈黙ヒツジグッズが増えつつある。俺おれにとってはちょっとしたホラーショーである。

「あと、うさみん先輩も出場するって」

「あいつの場合は賞金狙ねらいか」

「だね。『これでしばらくはマヨネーズと食パンの耳から解放される！』って」

　相変わらずハングリーなヤツだ。にしても、やっかいなライバルたちである。いつ白兵戦になってもおかしくないじゃん。

「……ん？」

　そういや、浴衣ゆかた美人コンテストの方は誰だれも出てないのかな。そっちも賞金とかありそうだし、マサムネとかは喜んで出場しそうな気が。

「なぁ。もしかして浴衣美人コンテストの方にも誰か出てるのか？」

「……うん。うさみん先輩はそっちも出てるらしいよ。っていうか、そっちのコンテストはせっかくだからみんなで飛び入り参加しようとか言ってたんだけどね……」

　そこまで言って、なぜか紅くれ羽はは黙ってしまった。

　……？

　なんだろう。

　何か参加できない理由でもあったのかな。

「あれ？　やっと起きたの、バカチキ」

　そんなことを考えていると浴衣姿のマサムネがテントに入ってきた。涼すず月つきやナクルも一緒である。

「うさみん先輩。コンテストの結果はどうでした？」

「どうもこうも……あんたの考えてる通りよ」

「ありゃりゃ。やっぱりですか」

「ナクルも……まさかこんな展開になるとは思っていませんでした……」

「まぁ、流ながれが審査員になった時点でこの結果は予想しておくべきだったのかもしれないけどね。私たちも最初から負ける戦いはしたくなかったもの」

　何やら話し合っている女性陣。

　……あれ？

　そういや近この衛えは？　あいつはどこに行ったんだろう。ちゃんと墓地から帰ってきたんだよな？

「あの子を探してるの？　ジローくん」

　俺おれの思考を悟ったのか、涼すず月つきが訊きいてきた。

　そのまま「知りたいんならこっちに来て」と俺をテントの外に連れ出す。

　え？　そっち？　そっちって、さっき行ってた浴衣ゆかたコンテストの会場じゃ……。

　縁日のど真ん中。

　わりとでかくて立派なステージの上にいるのは、胸に番号札を付けられた何人かの浴衣美人。そして、その真ん中で『浴衣女王』のタスキをかけさせられているのは……って、おい。

「……なんだこれ」

　壇上に広がる光景に思わず呟つぶやいてしまった。

　そこにいたのは――小鳥遊たかなしぷにゅる。

　見事浴衣女王の座に輝いていたのは、メガネスタイルのスバル様に違いなかった。
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　涼月の説明によると。

　浴衣コンテストは審査員のオッサンが強引に参加させた近この衛え……いや、小鳥遊ぷにゅるの独壇場だったそうだ。なにせ審査員の一人がオッサンである。あの親バカなら他ほかの審査員に根回しするぐらいやりそうだ。

　目的は、自分の娘の可愛かわいさを大衆にアピールしたかったんだと思う。

　小鳥遊ぷにゅるってことになってるから娘ってバレることもない。もしくは、ただただ娘からのチューが欲しかったのか。案外これが一番有力な動機かもしれん。

　かくして、コンテストは終了。そのまま近衛のチューを賭かけたバトルロイヤルの開催となったのだが……。

「おまえら、マジで参加する気かよ」

　縁日会場の近くにある神社の境内。バチあたりなことにバトルロイヤルの会場となったそこで、俺は配られたペイントガンを持ちながら呟いた。

　紅くれ羽はとマサムネはまだいい。コイツらはヌイグルミと賞金が欲しいっていうしっかりとした動機がある。だから、問題は……。

「当然じゃないですか」

　ペイントガンを持ちながらたゆんとした胸を張るナクル。自分で企画したイベントに参加するとは。創作のためにしても体当たり取材すぎだろ。

　ちなみに、ゲームのルールは簡単。

　ペイントガンを一発でも喰くらったらその時点でゲームオーバーである。

「ナクルは……認めません」

「は？」

「もしこれでセンパイが優勝したら、ぷにゅるちゃんのチューがもらえるんですよ？　そんなの断じて認めません。センパイはＢＬの申し子。スバル様以外の方とそんなおいしい展開になるなんて、許せるわけないじゃないですか！」

「………」

　……コロス。

　コイツだけは真まっ先さきにコロス。誰だれのせいでこんなことになったと思ってんだ。

「ふふ。いいじゃない。これもきっと楽しい思い出になるわ」

　ツーサイドアップを揺らしながらペイントガンを構える女の子。

　そう、涼すず月つき奏かなでである。

「なんでおまえまで参加するんだよ」

　コイツはお嬢様だから賞金なんて興味がないだろうし、沈黙ヒツジのファンでもない。なのに、思い出作りなんて理由でこんな体育系のイベントに参加するとは……。

「別にいいじゃない。こういうゲームは初体験だから楽しみだわ。それに――」

「それに……なんだよ？」

「――ううん。案外、私の参加理由もナクルちゃんと似てるかなって思って」

「………？」

　もしかして、コイツもあれか。俺が近この衛えのキスがもらえるのが気に入らないパターン。けど、冷静に考えればそれもありえる。

　だって、涼月は近衛の主あるじだし。

　さすがに自分の執しつ事じのキスが景品になるのは嫌なんだろう。このお嬢様は異常なくらいに近衛のことを可愛かわいがってるからな。他人にあげるくらいなら自分がってわけである。

　他ほかにも、賞金と近衛のキスに釣られた男が十数名ほど。ゲームの範囲は神社の境内全体だから、逃げる場所はありそうだけどさ。ちなみに、近衛は神社の隅に設けられた観客席にいる。さすがに景品自ら参加するのは無理だったそうだ。

　しかし――一番厄介そうなのは……。

「キスキスキスキスキスキス殺す殺す殺す殺す殺す殺す……」

　ペイントガンを見つめながら何やら思いつめた表情でブツブツ呟つぶやいている執事が一人。

　近衛流ながれである。

　オッサンもよっぽど娘のチューが欲しいっぽい。明らかに一人だけ気迫が違う。ペイントガンどころかサブマシンガンだって持ち出しそうな勢いだぞ。

「……まぁ、何にしても」

　この勝負――負けられねえ。ヌイグルミをプレゼントすることもあるが、どこの馬の骨ともわからない野郎に近この衛えのキスをやるのは……なんだか、すげえムカつくしな。いや、別に俺おれが近衛のキスが欲しいってわけじゃないけどさ。

『参加者のみなさん、準備はよろしいでしょうか。まもなくスタートになりますので、各自神社の境内に散ってください』

　近くに設置されたスピーカーから係員の声が響いた。聞いた話では中継カメラもあって観客席にある巨大モニターで映像を流してるとか。

　よし……まずは適当に移動してから作戦を……。

「バカチキ、ちょっと」

　と、不意にシャツの裾すそを引っ張られた。

　そのトゲトゲしい声は宇う佐さ美みマサムネ。

　彼女は、境内の一角――神社の本殿にある賽さい銭せん箱ばこの陰へと俺を連れて行く。

「なんだよ？　もうすぐ始まるぞ」

「うん。実は――あんたに話があってね」

　マサムネは意を決したようにすぅっと息を吸ってから。



「アタシと手を組まない？」



　瞬間、『それではゲーム開始です』という合図が鳴り響いた。

　………。

　いやいや。

　いきなり何を言ってるんだコイツは。

「悪い話じゃないでしょ？　賞品と賞金もちゃんと山分けにするから」

「手を組むって……そこまでする必要あるか？」

　参加者は強きよう敵てき揃ぞろいだから、組んだ方が勝てる確率は高いかもしれん。けど、この性しよう悪わるウサギが俺に共闘を持ちかけるなんて……。

「このバカチキ。あんた全然わかってないわね。いい？　はっきり言って、普通に戦ったら勝ち目がないの。だって――ここにはあいつがいるんだもん」

「あいつ？」

「ほら、あんたもよく知ってるうちの手芸部の一年よ」

「……ああ」

　――紅くれ羽はか。

「あいつから聞いてない？　うちの手芸部には部内ランキングがあって、それもあいつの方が高いのよ」

「ちなみに、おまえは何位なんだ？」

「第５位。ランク的には真ん中ってとこ。だから、悪い話じゃないと思うのよ。それに……絶対に勝たなくちゃいけなくなったんだもん」

「なんで？」

「うっ……こ、こっちにも色々あるのっ！　それより早く決めなさいよっ！　ちなみに山分けの取り分はアタシが賞金とキス。ヌイグルミはあんたにあげるから」

「………。わかったよ」

　今回のミッションはヌイグルミの奪取。近この衛えのキスする相手も女の子なら問題ないだろ。さすがにホッペチューぐらいだろうしな。

「ホント？　……よかった」

　なぜかホッとしているマサムネ。むー、問題はどうやって紅くれ羽はを倒すかだ。他ほかにもライバルはいるし、何か対策を立てねば……。



「――みぃーつけたっ」



　その声にビクッと身体が震える。思わず視線を向けると、そこにいたのはペイントガンを片手に構えるショートカットの女の子。

　坂さか町まち紅羽。

　浴衣ゆかた姿の妹は、俺おれたちを見てにっこりと微笑ほほえんでいた。

「にゃにゃ？　うさみん先輩も一緒なんだね。ずるいにゃー、二人で悪巧みしちゃって」

「く、紅羽……」

　最悪だ。まさかのラスボス登場である。くそっ、まだ作戦も何もない。とりあえずここは――トークで繋つなぐか？

「よ、よぉ、妹。まだ生きてたか」

「まぁね。まだ始まったばっかりだもん。でも――どうする？　ここであたしとバトっちゃう？　二対一だけどあたしは構わないよ。さっきも似たようなことがあったから」

「似たようなこと？」

「うん。十対一」

「全然規模が違うよね!?」

「いやー、ゲームが始まった途端、周りにいた男の人たちが『お嬢ちゃん、オジサンたちとそこの暗がりで遊ぼうか』って集まってきてね」

「変態だ！　どいつもコイツも変態だ！」

「ちょっと気持ち悪かったから、とりあえず三人くらい倒したんだ。そしたらみんなビビっちゃったみたいで、一目散にゲームを辞退しちゃったんだよ」

「………」

　……怖こええ。

　我が妹ながら怖すぎる。

　まさか開始数分で殲せん滅めつ戦を繰り広げてるとは。

「えへへ、一緒に遊ぼうよー、兄さーん」

　ペイントガンをくるくる回しながら、楽しそうな足取りで近づいてくる妹。

　……どうする？

　ぎゅっとペイントガンのグリップを握り締める。家でやってるようなプロレスごっこならまだしも、今回は銃で撃ち合うサバイバル。なら少しはこっちにも勝機が――。

「――ちょうどよかった」

　しかし。

　驚くことに、マサムネはこの状況の中で笑っていやがった。

「ねぇ、坂さか町まち。アタシたちと手を組みましょ」

「うにゃ？　手を組むって……うさみん先輩と兄さんとですか？」

「そう。三人であいつを倒すの。あんただってあいつの厄介さは知ってるでしょ？」

「うーん、確かに悪い話じゃない気もしますけど……」

　取り引きを持ちかけるマサムネと思案顔の紅くれ羽は。

　……え？　どういうこと？　俺おれとマサムネの目的は二人で組んで紅羽を倒すことだったんじゃなかったのかよ。

　それに――紅羽じゃないとしたら、あいつって誰だれのことなんだ？



「――ここにいたんですかぁ、センパイ」



　不意に、聞き慣れた大人しそうな声が響いた。

　そこにいたのは、メガネが似合うネコミミルックな女の子。

　鳴なる海みナクル。

　彼女は、いつも通りのどこか間延びした雰囲気でこちらに近づいてくる。

「……バカチキ、気をつけた方がいいわよ」

　俺の隣となりで、マサムネがペイントガンを構えて戦闘態勢に入る。その頬ほおには薄うっすらと汗が。緊張のせいか、口唇くちびるまで微かすかに震えてしまっている。

「お、おい、もしかして……おまえが言ってたあいつって……」

　あまりの事態に上う手まく舌が回らない。

　俺の質問に――マサムネは軽く頷うなずいてから、真剣な表情で――。

「驚かないで聞いてね。今年の春に行われた手芸部部内ランキング戦。ナクルの順位は――第２位。正直、あいつはあんたの妹よりも強いわ」



　　　♀×♂



「いやいや、冗談だろ」

　思わず、俺おれはツッコミを入れていた。ありえねえ。だって、あいつは毎回毎回俺のデコピンやツッコミを無抵抗で喰くらってる。はっきり言って、すげえ弱いじゃん。

「それに、ランキング戦では三年の先輩がすごかったって言ってなかったか？」

「うん。確かに三年生の二人……副キャプテンと部長さんはすごかったけど、部長さんは途中でランキング戦を放棄しちゃったんだよ。だから、部長さんは最下位なんだ」

「……はあん」

　でも……だからってコイツが２位とは……。

「ふふふ。不思議そうな顔してますね。では――今から証明しますよ。ホントは使いたくなかったんですけど、この緊急事態では仕方ありません」

　ナクルは不敵に笑ってから――懐からあるものを取り出した。

　あれは……コーラか？　どこにでも売っているような缶コーラを、ナクルは一気に自分の咽のどへと流し込む。炭酸飲料が嫌いって言ってたわりにはやけに見事な飲みっぷりだ。

　しかし……だからどうした？

　どう見てもただコーラをイッキ飲みしてるようにしか見えないんだが……。

「……んぐんぐっ。ぷっはぁ、飲んじゃいましたぁ」

　全部飲み干したのか、ナクルは「えへへ」とどこかボーっとした笑みを浮かべた。

「ふふふ。ダメですぅ。センパイがスバル様以外とチューするなんて許しませんからぁ」

　いつも以上に間延びした口調。

　なんか……明らかに様子がおかしい。頬ほっぺたがほんのりとピンクになってるし、足取りもゆらゆらふらふら危ういし、目の焦点も合っていない。しかも浴衣ゆかたがはだけて胸の谷間までチラチラと見えてしまっている。これじゃまるで……。

「……なぁ。あいつ――酔ってないか？」

　思わず隣となりにいるマサムネに訊たずねた。

「……うん。漫画とかでよくあるでしょ？　あの子、炭酸飲料飲むと酔っ払うのよ」

「た、炭酸って……」

　マジかよ、アルコール要いらずのお手軽なヤツだ。けど、これで余計にわからなくなった。だってあいつ――ますます弱くなったように見えるぞ。



「えへへ。それじゃあ――イッツ・ショー・タイムッ」



「！」

　瞬間――油断したことを悔やんだ。

　ナクルは、わずか数歩で俺おれとの間合いを詰めてきた。

　こっちの懐にもぐりこみながら、彼女は勢いをつけたその右拳こぶしを――。

「……っ!?」

　無防備な俺の腹部に、その一撃が突き刺さる。

　だが――軽い。

　懐に入ってきた鋭さからは想像もつかないほどに、軽い拳。

「くっ……」

　だが、どうも今のナクルの動きはゆらゆらしてて予測し辛づらい……いや、こっちの予想外に動く感じ。緩急の付け方が急すぎて、ひどくトリッキーなのだ。

「もしかして……酔拳か？」

　ドランクモンキー。酔えば酔うほど強くなる。もちろんこれは映画の中だけのフィクションだが、まさか本当にやるヤツがいるとは。しかもコーラで。

　しかし――。

「それがどうした」

　いくらこっちの攻撃が当たらなくても、いくらトリッキーな身体運びでこっちに攻撃を当ててきても――肝心の攻撃が軽いんじゃ、せっかくの酔拳も意味がないぜ。

「あれれ？　まだ気付いてないですかぁ、センパイ」

　しかし、ナクルは余裕の笑みを浮かべた。

　そして――一言。

「ベルト、壊れてますよ？」

「……は？」

　思わずベルトを確認すると……うお、マジだ。ホントにバックルのところが壊れてる。危ねえ。ジーパンがもうちょっと緩かったら俺はこんな公共の場でパンツを……。

「……って、待てよ」

　どうしてコイツ、俺のベルトが壊れてるのがわかったんだ？

「――ＲＰＧで言ったら、強制武装解除ってところよ」

　俺とナクルのやり取りを見守っていたマサムネが呟つぶやいた。

「ぶっ、武装解除？」

「そう。ああなったナクルの特技。とにかく、相手の服を脱がしまくるの。ボタンを取ったり、服を破いたり、今のあんたみたいに服を壊したり」

「ぬ、脱がしまくるって……！」

「というか、あいつ本人も酔っ払うと他人の服を脱がしたくて脱がしたくて仕方がなくなるみたいなの。そういう特殊性癖。でも――よく考えてバカチキ？　もし公共の場で……他人の前で全裸になんかされたりしたら、戦うことなんてできる？」

「なっ……」

「無理よね。だって、肌とか隠すでしょ？　他ほかにも……色々隠しちゃうでしょ？」

　過去のトラウマを思い出したように、マサムネはガクガクと震えていた。

　………。

　もしかして、ナクルがランキング戦で２位になった理由って……それ？　マサムネも紅くれ羽はもコイツに服を脱がされて全裸になって……負けたわけ？

「――脱衣酔拳」

　紅羽がマジメな表情で呟つぶやいた。

「手芸部のみんなはナルナルのあれをそう呼んでるの。あそこまでいっちゃうともう才能だよ。しかも悪いことに本人は酔ってる間のことは何も覚えてないんだ。だから、ナルナル自身もあんまり使いたくないみたいなんだけどね」

「……脱衣……酔拳……」

　……やべえ。

　ちょっとだけ、どうやるのか教えて欲しいかも。

「とりあえず、兄さんは下がってて！」

　俺おれたちの後ろにいた紅羽が前に出た。

「あはっ、まずは紅羽ちゃんですかぁ」

　紅羽を見てナクルはネコミミを揺らしながらぺろりと舌なめずり。

　だが――。

「アタシもいるっつーの！」

　隙すきを突くように、マサムネが急接近。

　二対一。

　ランキング２位ｖｓ３位＋５位の戦い。全員接近戦で決める気らしく、浴衣ゆかたの帯にペイントガンを挟んだままである。さすがは浪ろう嵐らん学がく園えん手芸部。いや、手芸部が接近戦って時点でおかしいんだが。

「ナメないでよナクル。春のランキング戦みたいにはいかないんだから」

「春のときは紅羽ちゃんも宇う佐さ美み先輩も学園内であんな姿になっちゃいましたしねぇ」

「くぅっ……コーラを飲んでないときは弱いのに、中学の部活のときもアタシに負けっぱなしだったくせに。あんたなんて、服を脱がすことさえできなければ……」

「ふふふ。まあ、どうやっても結果は前と同じですよぅ！」

　さきほど見せた、ゆらゆらした動きからの急加速。ターゲットをマサムネに絞ったらしい。ナクルが、一気にマサムネとの距離を詰める！

「こ、このっ！　誰だれが脱ぐかっ！」

　最初に仕掛けたのは、マサムネ。容赦のない鋭い蹴けり。その一撃が、ナクルに突き刺さろうとして――。

「ムダムダムダですぅ」

　ゆらりと、軟体動物みたいな動きでナクルは紙一重ながらも回避。そのまま――。

「……っ!?」

　胸に掌しよう底ていを喰くらったマサムネが後ろに下がる。

　脱衣酔拳――命中である。

「……って、あれ？」

　なんか……マサムネの服がまったく乱れてないように見えるのは気のせいだろうか？

　もしや、失敗か？

「っ！　ナ、ナクル、あんた……っ！」

　カァァァと顔を真まっ赤かにして自分の胸を抱きしめるマサムネ。

　その視線の先にはナクル……って、おい。

　あいつが今手に持ってる紫色のあれって……。

「ふふふ。宇う佐さ美み先輩って結構乙おと女めチックな趣味してるんですねぇ」

　ナクルは手に持っている紫の女性用下着……というかブラジャーを見ながらニヤリとスマイル。まさか……あの一瞬で抜き取ったのか!?

「す、すげえ……」

　うおおおマジでどうやったのか教えてくれ！　もはや酔拳っていうよりマジックだぞ！

「く、くそぅ……早く返しなさいよっ！」

　マサムネは羞しゆう恥ち心しんに頬ほおを染めながら再び距離を詰める。

　だが、それはあまりにも無策だった。

「――あ。宇佐美先輩。浴衣ゆかたがずれて前が見えちゃってますよ」

「なっ……!?」

　反射的に自分の浴衣を確認するマサムネ。

　その隙すきを、ナクルは見逃さなかった。

　背後に回りこんで、浴衣の帯へとチョップを一撃。

　瞬間――はらりと解ける帯。

「きゃっ……いやぁ……っ！」

　はだけてずれ落ちる浴衣を必死に両手で押さえるマサムネ。間一髪、肩と胸をちょっと露出するだけで済んだ。けれど、あの格好じゃもう戦えないだろう。

　宇佐美マサムネ――リタイア確定。

「にゃはは！　ナイスアシストですよ、うさみん先輩！」

　ガシッと、二人の動向を見守っていた紅くれ羽はが隙すきを突いてナクルの背後からタックル。しっかりと腰に回された細い腕。今度こそ――捕まえた。

「とりあえず、うさみん先輩はゲームから抜けて浴衣ゆかたを直してもらってきてください。こっちはもう大丈夫ですから」

「う、うん、頼んだわよっ」

　浴衣を押さえながら、マサムネはどこかへ走っていった。観客席にいる近この衛えにでも助けを求めに行ったのかもしれん。これで、残ったのは――。

「さぁ、どうするナルナル？　単純な格闘能力だけならあたしの方が上だよ」

　ぎゅぅぅぅっと紅羽はナクルの身体を細い腕で締め上げる。

　ベアハッグ。普通は正面から背骨や胸骨なんかを圧迫させる技だが、あいつの馬ば鹿か力ぢからの前にはそんなことは関係ない。「はぅっ!?」とナクルの顔が苦く悶もんに染まる。

「にゃはは、まだまだぁ♪」

　ぐいっと、驚くことに紅羽はナクルの身体を軽々と持ち上げた。

　ジャーマン・スープレックス。

　急転直下。

　そのまま一気にナクルの身体を地面に叩たたきつけようとして――。

「ふにゃっ!?」

　寸前で、紅羽はバランスを崩して横に倒れてしまった。

　……なんだ？　あの紅羽が投げをミスるとは思えない。ひょっとして……ナクルが何かしたのか？　しかも、背後を取られたあの体勢から。

「ふふふ、今度はこっちのターンですよぅ」

　ぐるっとナクルは倒れた衝撃を利用して拘束から逃げ出し、紅羽に馬乗りになった。

　――瞬間、

「にゃははは！」

　響き渡る紅羽の笑い声。

　そして紅羽の浴衣をはだけさせて、柔らかそうな肌をさわさわと弄いじっているナクル。

「あ、あいつ、まさか！」

　くすぐりである。

　たぶん、さっきのジャーマンのときも手を伸ばして紅羽の身体をくすぐったんだろう。そういやあいつって……かなりのくすぐったがりだったっけ。

「ちょ、やめ、あぅ、ふぇ、にゃははは！」

「うーん、やっぱり感度がいいですねぇ。ほら、こちょこちょこちょ♪」

「あはははっ、ちょ、本気で、やめ、ひぅ、にゃははは！」

「えへへ、紅羽ちゃんったら可愛かわいすぎっ♪」

「にゃはははっ、やぁ、ひゃめて、これ以上はホントに、にゃ、にゃっ、にゃっ――――――――――っ！」

　派手に浴衣ゆかたをはだけさせたまま、紅くれ羽はは動かなくなった。ついに限界を突破して気絶したようだ。ナクルは紅羽の身体から離れたあと、そのはだけた浴衣にパンッとペイントガンの真まっ赤かな銃弾を撃ち込んでトドメを刺す。

「………っ！」

　……なんてこった。

　坂さか町まち紅羽――リタイア確定。

「さぁて、最後はセンパイですねぇ」

　宣告してから、ナクルはゆらゆらとした足取りでこちらに近づいてくる。さっきの格闘のせいか、浴衣がはだけて肩と柔肌が思いっきり露出してしまっている。しかもそのやけに大きな胸の谷間がさらけ出されて……って、今はそんなことを考えてる場合じゃねえ！

「抵抗しない方がいいですよぅ。心配しなくてもメガネだけは残しますぅ。全裸にメガネ。ナクルも……リリリリリリアルなセンパイのボディには興味がありますからっ」

「っ！」

　ぞわぞわと鳥肌が止まらない。

　ハアハアと息を荒げながら向かってくる鳴なる海みナクル。



    


  
    
      



    


  
    
      　ぬっ、脱がされる……っ。

　くそっ、ふざけんな。誰だれがこんな場所で全裸になるか。

　それに――俺おれは負けられないんだ。優勝して、近この衛えにヌイグルミをプレゼントしなくちゃいけない。あいつを……元気にしなくちゃいけない。

　そのためには、どんな方法を使っても、このピンチを切り抜ける。

　極端な話、例え悪魔と契約することになろうとも――。



「お困りかしら、ジローくん」



　突とつ如じよ、凛りんとした声が境内に響き渡る。

　振り返ると、そこにいたのは黒髪ツーサイドアップが似合うお嬢様。

　涼すず月つき奏かなで。

　窮地に陥った俺を見て、彼女はそれこそ小悪魔みたいな笑みを浮かべていた。



　　　♀×♂



「あれぇ、涼月先輩じゃないですかぁ。ひょっとして覗のぞき見してましたぁ？」

　突然現れた涼月に、ナクルはにこやかに話しかけた。

「ええ。さっきからずっとね。生き残ってるのは私たちだけみたいだから」

　涼月は不敵に微笑ほほえんでから、俺の耳元に口唇くちびるを近づける。

（ジローくん、ここは私に従って）

（……もしかして、何か作戦があるのか？）

　小声でヒソヒソとやり取りする俺たち。けど、相手は鳴なる海みナクルだ。いくら涼月でも、今のあいつはそう簡単に手玉にとれないんじゃ……。

（大丈夫。あなたはただ、ジッとしてればいいわ）

（？）

　どういう意味だよ、と聞き返そうとした瞬間、ナクルが動いた。

　急加速、そして――脱衣酔拳。

　その拳こぶしが、涼月の浴衣ゆかたにクリーンヒットしようとして――。

「――動かないで」

　突然の要求に、ナクルは驚きよう愕がくの表情を浮かべながらピタリと静止した。

　その瞳ひとみはメガネのレンズ越しに涼月の手に握られたものを注視している。

「……っ！　ひ、卑ひ怯きようですよぅ！　人質を取るなんて！」

「うふふ。そうかしら。私は別にコレがどうなっても構わないもの」

「そ、そんな！　人間のすることとは思えません！　ほら、センパイも何か言ってあげてください！」

「……いや、なんて言ったらいいのやら」

　涼すず月つきの手がナクルへの人質として握っているもの。

　メガネ。

　俺おれのメガネである。

　突然俺から奪ったそれを、涼月は細い指先で弄もてあそんでいた。

「なんて残酷な！　その子には何の罪もないですよぅ！」

　人質に取られたメガネを見てナクルはひどく慌てていた。

　……すげえ。

　マジで泣きそうになってるぞコイツ。さすがはメガネジャンキー。常人には理解できない行動である。これも酔ってるせいなのか？

「センパイ！　なぜそんなに落ち着いてるんですか！　あなたのメガネが人質に取られているんですよ!?」

「そんなこと言われてもさ」

「センパイはダニーのことが心配じゃないんですか!?」

「ダニー!?　誰だれだそいつ!?」

「今人質に取られている彼のことです！」

「おまえ俺のメガネに名前とかつけてんの!?」

　うわああああ怖こええ！　なんだよそのヘンタイぶりは！　しかもダニーって！　俺のメガネって男だったんだ！　今初めて知ったよ！

「さあ、どうしようかしら、ナクルちゃん。あなたが降伏さえしてくれれば、このメガネ……ダニーくんを解放してあげてもいいけど」

「うっ……で、でも……」

「ジローくん。このメガネって形状記憶合金なの？　なんだかとってもよく曲がるわ」

「ああああああああやめてくださいいいいいいいいっ！」

　ナクルの顔にはっきりとした苦悩が浮かんだ。境内を包む静寂。人質を前にして悩むこと数分。ついに決断したのか、彼女は意を決したように。

「わ、わかりました。……降伏します」

　若干冷静になったのか、ナクルは大人おとなしく持っていたペイントガンを涼月の足元に投げて、自ら丸腰になった。

　鳴なる海みナクル――リタイア確定である。

「うふふ。ありがとう、ナクルちゃん。安心して。ちゃんと約束は守るから」

「は、はい。あの、早くダニーを解放してください……」

　天に祈るような懇願。

　涼すず月つきは、それこそ天使のような慈愛に満ちた微び笑しようを浮かべて――。



「――ごめんなさい。全部、デタラメなの」



　ベキッと。

　音を立てて、俺おれのメガネのフレームをヘシ折りやがった。

「……ひでえ」

　デビル涼月、ここに降臨。この女、マジでドＳすぎる。要求に応じたのに、何の容赦もなく人質を殺しやがった。相手の心を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰すつもりか。

　そして、始球式に登板したアイドルみたいなテキトーなフォームで真まっ二ぷたつになったメガネをポイっとスローイング。

　不幸にも、メガネは境内の奥の方にあった小さな池に飛んでいって――。

「ああああっ！　ダニィ―――――っ！」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく。

　ナクルはダニー……いや、メガネを追って池に飛び込んだ。

　ダイブしやがった。

　ダイブする寸前に「だいぶえっくす！」と何やら叫んだような気もしたが、意外に池が浅かったらしい。頭から飛び込んだ彼女は、池の底に頭をぶつけたのか、浴衣ゆかたを水に濡らしたままで動かなくなった。ていうか……し、死んだ？

「大丈夫よ」

　俺の思考を悟ったのか、涼月ははあっと息を吐いた。

「中継カメラで係員が見ているはずだから、たぶんもうすぐ救助が来るわ。さすがに死人は出したくないだろうし」

「そ、そうなのか」

　なんだか少しホッとしたような。でもあそこでずっと眠ってて欲しい気もする。間違いなく、今回のＭＶＰはあのメガネジャンキーだろう。できれば二度と戦いたくないよ。

「って、おい。そういやおまえ、俺のメガネをぶっ壊したよな」

　いくら勝つためとは言え、ためらいなく壊しやがって。おまえなんかメガネの悪霊に祟たたられてしまえ。

「心配ないわ」

　言って涼月は何やら俺に差し出して……って、あれ？

　これって、俺のメガネか。

「さっき壊したのはダミーよ。咄とつ嗟さにすり替えたの」

「ダミーって……なんでそんなもんを？」

「決まってるじゃない。ナクルちゃん対策よ。あの子、四月のファンクラブ集会で、うっかり炭酸飲料を飲んで大暴れしたことがあったのよ。そのときのことを踏まえて、いざとなったときのために持ち歩いていたの。案の定、役に立ったわ」

「………」

　恐れ入ったよ。どんだけ準備がいいんだコイツ。しかもご丁寧に俺おれのメガネと瓜うり二ふたつのダミーまで用意してやがって。まあ、あのメガネジャンキーにとってはあれが唯一のストッパーだったわけである。

「そんなことより――今はもっと大事なことがあるじゃない」

「大事なこと？」

　訊きき返すと涼すず月つきは「流ながれよ」と呟つぶやいた。ぬぬっ、ひょっとしてまだ生き残ってるのか。つまり、現在の生き残りは俺と涼月、そしてオッサンの三人ってことになる。

「ねぇ、ジローくん。手を組みましょう。流は強敵よ。二人じゃないと勝てないわ」

「……むっ」

　言われてみればそうだな。あの親バカのことだ。娘のキスがかかったこの勝負、どんな手段を用いてくるかわかったもんじゃない。

　涼月から目線を逸そらして境内を見渡す。もしやどっかに隠れてるのか。メガネをかけてみるが、いかんせん夜だからよく見えん。

「くそっ……」

　もっとよく探そうと、涼月に背を向けて、きょろきょろと周囲を見回していると――。



「ジローくん。あなたって、本当にお人よしなのね」



　背後から、そんな言葉が聞こえた。

　思わず振り返ったときには――もう遅かった。

「……っ!?　て、てめえ！」

　背中に感じる柔らかな感触。

　唐突に――涼月が抱きついてきたのだ。

「ごめんなさい。さっきのは全部デタラメよ」

「なっ……じゃあ、オッサンは……」

「流は私が真まっ先さきに始末したわ」

「なっ……」

「簡単よ。私は主あるじで流は執しつ事じ。執事は主に逆らえない。だから、自分を撃つように命令したの。さすがにちょっと罪悪感があったけどね」

「………っ！」

　気付くべきだった。まさか、そんな方法でオッサンを始末してるとは。けど、罪悪感って……コイツにしては珍しいな。このお嬢様にも一応人の心があったのか？

「ちゃんとセリフも言ったのよ。『ルルー×ュ・ヴィ・ブリタニアが命じる！　貴様たちは死ね！』って」

「すっげえ楽しそうじゃんおまえ！」

「流ながれも苦渋の表情で『イエス・ユア・ハイネス！』って叫んでいたわ」

「なんでオッサンまでそのネタを!?」

「人に命令するのって、苦手だわ」

「これっぽっちも罪悪感を感じてないよね！」

　撃っていいのは撃たれる覚悟のあるヤツだけだ！　って、ツッコんでる場合じゃねえ。

　今の話が本当だとすれば、ゲームの生き残りは俺おれと涼すず月つきだけ。

　つまり、コイツの目的――いや、最終目標は……！

「ぐっ……！」

　鼻の辺りに集まる熱い感触と、沸き立つ鳥肌、そして軽い眩暈めまい。

　間違いなく、女性恐怖症の発作である。

「大人おとなしくさっきのナクルちゃんみたいに降伏した方がいいわ。あなただって、失神したくはないでしょ？」

「だっ、誰だれがするか……」

「……そう。なら、もっと厳しくするしかないわ」

「……っ！」

　背中に触れる柔らかな胸の感触。さらに強く抱きしめられたせいで、鼻血が噴き出した。襲いくる発作に確実に意識が遠のいていく。もはや、立っているのがやっと。直じか触りじゃないとはいえ、ここまで強く抱きしめられたら倒れるのは時間の問題だろう。

　けど――。

「……ま、負けてたまるかっ」

　今回ばかりは、いくらチキンな俺でも負けたくねえ。

　優勝して、近この衛えにヌイグルミを渡すまでは――。

「今日は頑張るのね。いつもだったらとっくに倒れてるのに」

「は、はは。案外治療プログラムの成果が出てるんじゃねーか？」

「だとしたら厄介だわ。――けど、勘違いしないで。ゲームに勝つ方法は、何もあなたを気絶させることだけじゃないのよ」

「!?」

　いきなり、拘束を解かれて突き飛ばされる。発作で足に上う手まく力が入らないせいか、俺おれの身体はぐらりと地面に倒れてしまう。慌てて起き上がろうとしたときには――。

「これで終わりね。私だってこんな強引な方法は嫌だったのよ。大人おとなしく抱きつかれたときに気絶していればよかったのに」

　無情にも、ペイントガンの冷たい銃口が俺の額ひたいに突きつけられる。

「――ちくしょう」

　これが涼すず月つきの狙ねらい。

　ゲームのルール上、一発でも弾を喰くらえば即失格……。

「最後に少しだけ、本音を言っておこうかしら」

　涼月は普段とは違うどこか感情のない表情で、ゆっくりと引き金に指をかけた。

「さっきのあなたは……チキン野郎のくせに一生懸命頑張ってこのゲームに勝とうとしていたあなたは――ほんのちょっとだけ、かっこよかったわ。でもね――」



　――私は、あなたを優勝させるわけにはいかないの。



　その言葉と共に。

　俺の視界は、真紅に染まった。



    


  
    
      



    


  
    
      
　

第６話　そして、彼女は――。





　後頭部に感じる微かすかな温かさで目が覚めた。

「むっ。起きたのか、ジロー」

　瞼まぶたを開けると、そこにあったのはメガネをかけた見慣れた顔。

　近この衛えスバル。

　いや、今は小鳥遊たかなしぷにゅるか。

　彼女は、目を覚ました俺おれを見てどこかホッとしたような表情をしていた。

「……ここは？」

　どうやら身体が寝かされているっぽい。頭の下に感じる柔らかな感触。間近にある近衛の整った輪郭って……げげっ。もしかして膝ひざ枕まくらされてんの？

「ごっ、誤解するなよ！　なかなか起きなかったから、こうして膝枕してやったんだ！　別に変な意味はないぞ！　こっそり寝顔を観賞していたわけでもないからなっ！」

　ほら、早くどけっとスバル様は俺の身体を強引に起こした。

　起きなかったって……なんで俺は寝てたんだ？　ちょっとだけ頭の中をタイムスリップ。記憶では、俺は優勝まであとちょっとのところで涼すず月つきに撃たれて……。

「お嬢様に撃たれたあと、そのまま失神したんだ。直前まで女性恐怖症の発作で倒れそうだったから、たぶん負けを自覚して緊張の糸が切れたんじゃないか？　だから、この境内の上にあるベンチで休ませていたというわけだ」

　近衛が非常に的確で、俺にとっては恥ずかしい解説をした。

　……なんだそりゃ。

　自分のことながら情けなさすぎる。負けてヌイグルミもゲットできなかった上に、失神までするとは。

「そういや涼月たちは？　あいつが優勝したんだろ？」

　同じ境内でも、ここはさっきまで戦っていたところとは別らしく、人ひと気けがまったくないし、観客席も見えない。あいつらはどこに……。

「ああ。表彰式もさっき終わった。でも、色々問題が起きて……」

「問題？」

　訊きき返すと、近衛はどこか気まずそうに……。

「実は、酔っ払ったナクルちゃんが暴れだして」

「げっ」

「ジローのメガネが壊れたと思い込んだのがよっぽどショックだったらしくて、池から助けだされた後に……周りの人の服を脱がしまくって……取り押さえられた。お嬢様たちはその弁解に行っている」

「だ、大丈夫なのか？」

「うん。酔っ払ったといっても飲酒をしたわけじゃない。お嬢様が交渉しているからきっと穏便に済むと思う」

「紅くれ羽はとマサムネもそっちの方に行ってるわけか」

「あとお父さんも。護身術を使えば、たぶんナクルちゃんを止められるからな」

　むー、あのメガネを巡めぐってそんな騒動が起きるとは。これを機にコンタクトにするかな。いや、そしたらまたナクルが暴れだすか。

「おまえも大変だったな。急にコンテストなんかに出されたりして」

　優勝したのはオッサンのせいなんだが、それでも強制参加だったはずである。ただ娘の晴れ姿を見たかったのかもしれんが。

「ボクはそこまで嫌じゃなかったけどな。確かに優勝して景品にされたのは恥ずかしかったし、人前で……チューしなくちゃならなかったけど」

　でも、ちゃんとホッペにしたからなっ！　と近この衛えはなぜか慌てながら付け足した。相手は涼すず月つきか。最後に美お味いしいとこだけ持っていきやがって。相変わらず、要領のいいヤツ。

「けど……チューした後にお嬢様からプレゼントがあったんだ」

　近衛は「ほら、これだ」とベンチの後ろから大きな箱に入ったヌイグルミを……って、おい。

　これって、俺おれが渡そうと思ってた沈黙ヒツジじゃん。

「可愛かわいいだろう。バトルロイヤルの優勝賞品だそうだ」

　近衛は幸せそうにぎゅっとヒツジを抱きしめている。

　……デビル涼月め。

　ホントに美味しいとこばっかり持ってったな。

　ショートケーキのイチゴを食べるみたいに俺の欲しいものをかっさらいやがって。

　俺が渡そうと思ってたのに……。

「……よかったじゃねーか。おまえも元気になったし」

　あまりの悔しさに負け惜しみを呟つぶやいてしまった。

　すると、近衛は不思議そうな顔をして――。

「元気になった？　ジロー、もしかしてボクがずっと沈んでたと思ってたのか？」

「……いや、だってさ」

　墓地で泣いちゃってたじゃん。あの時は励ませたけど、所しよ詮せんは気休めだろう。だから、コイツの大好きなヒツジのヌイグルミを渡したかったんだ。

　――しかし。

「それは違うぞ」

　そう言って、近この衛えはかけていたメガネを外した。

「だって――おまえに励まされたからな」

「……近衛」

「あのとき……ボクが泣いちゃったとき、ジローはちゃんと励ましてくれた。泣かないように、哀かなしくならないように気遣ってくれた。女性恐怖症の発作が起きてたのに、必死に我慢して抱きしめてくれた。だから、ボクはちゃんと元気になったぞ」

　――ありがとう、ジロー。

　しっかりと告げて、近衛は微笑ほほえんでくれた。

「お、おぅ。大したことじゃねーよ」

「そんなことはない。あのときおまえが抱きしめてくれたおかげで、ボクは――」

　近衛は顔を赤くして恥ずかしそうに黙ってしまった。

　ぎゃー、やめてくれ。そんな顔されるとこっちの方が恥ずかしいよ。

「ほ、ほら。俺おれたちは友だちだ。あれぐらい当たり前だろ？」

　恥ずかしくて、ついついテキトーなコメントを言ってしまった。

　ああ……ナクルには悪いが、やっぱり近衛はメガネなんかかけなくていいと思う。

　だって、そんなことしなくたって……コイツはすげえ可愛かわいいから。

「……そうだな。ボクたちは……友だちだな」

　元気になったはずなのに、なぜか近衛の声はちょっと小さかった。

　？　なんだろう。やっぱ心の友とか言っとくべきだったのか。うーん、でもどっかのガキ大将じゃあるまいしな。

「うおっ!?」

　考えていたら、不意に――空が輝いた。

　次に届いたのは空気を震わす大きな音色。

　――花火。

　夜空に咲いたのは、色鮮やかな大輪の火花。

「そういや、ラストは花火だったっけな」

　次々と舞い上がっては散っていく灯あかり。

　……うん。たまにはこういうのも悪くない。せっかくの夏祭り。こういう派手なエンディングも似合ってるだろう。

「なんだが、夏が終わってしまう気がするな」

　ふと、近衛がそんなことを言った。

「そうか？　まだ８月の中旬だぞ」

「うん。そうだけど、たぶん夏なんてあっという間に終わってしまう。夏休みもあと半月しかない。夏休みが終わっちゃうのは寂しいけど、二学期になったらまた学園でジローやお嬢様たちと一緒に過ごせる。ボクは――すごく楽しみだ」

「俺おれとしてはちょっと残念だけどな」

　一般高校生の考えとしてはずっと夏休みが続いて欲しいもんさ。

　けど――そうも行かないだろう。

　夏の終しゆう焉えん。

　夏休みが終われば――二学期が始まる。

「まぁ、二学期もどうせ騒がしくなりそうだけどな。最近はもう慣れたよ。それが俺たちの学園生活にちじょうだってな。そうだろ？　俺たちも、ずっと友だちだ」

　これでとりあえずは――一学期編終了ってとこだろう。

　束つかの間まの休息を得て、俺たちは学園に舞い戻る。

　二学期が始まれば、何も変わらない学園生活にちじょうへと、また戻るだけだ。



「……そうかな」



　けれど。

　なぜか近この衛えは、俺の言葉を否定した。

　どういう意味だよ、と問い返そうとしたら、彼女は俺に背を向けて人ひと気けのない境内を歩いていく。

　ちょうど、舞い上がる花火の方へ進んでいくように。

「――気付いたんだ」

　その言葉は、花火の音のせいで俺までよく届かなかった。

　彼女は、こっちに背を向けたままで続ける。

「あのときジローに抱きしめられたあとに、気付いたんだ。ボクのために発作を我慢して一生懸命頑張ってくれたジローを見て……やっと自分の気持ちにはっきり気付けたんだ」

「……近衛？」

　距離が開いているせいで何を言っているのかよくわからない。

　花火が舞い散る８月の夜空の下で。

　空気を震わす轟ごう音おんの中。

　近衛は、空に咲いた造花を背にするように振り返った。

　そして――。

「――いやだ」

　夏の終わりに。

　浴衣ゆかた姿の執しつ事じくんは。

　たった一つの言葉を、一生懸命に俺へと告げて――。



「――もう、ただの友だちじゃ嫌なんだ……っ」



    


  
    
      



    


  
    
      


あとがき





　お久しぶりです！　先日、人生で初めて救急車に乗りました。あさのハジメです。

　ええ、実は軽い貧ひん血けつを起こしてしまって……。休日、長時間ＲＰＧゲームをしていたのが悪かったのか、ホント情けないことに近所のスーパーの鮮魚コーナーで眩暈めまいを覚え、気付いたら運ばれてました……。

　当然、倒れたときに脳のう裏りをよぎったＢＧＭは『おさか×天国』です。マジで天国に行くかと思いました。夕ゆう飯はん用にレジに持っていこうとしたアジの開きを抱えたまま天に召されるとかシャレになりません。

　このことを正直に担当様に話したら「大丈夫!?　検査は受けたの!?　つーか、そこまで身体張ってあとがきのネタ作らなくていいよ！」と温かくもエッジの効いたツッコミをいただきました。ごもっともです。

　しかし、〆しめ切きりがきつくて身体を壊したとかならまだしも、こんな理由で救急車に乗るなんて……。女の子に抱きつかれたわけでもないのに失神するなんて……。いや、そんなシチュエーションにありつけるのはどっかのチキン野郎だけですか。

　さて、そんな毎回毎回失神するチキン野郎が主人公の『まよチキ！』も、おかげさまで四巻目です！

　今回は夏休み編。発売もちょうど七月ということもあって夏真まっ盛さかり。前巻でやっと出で揃そろったメインキャラクターたちによる、水着あり浴衣ゆかたあり温泉ありのドタバタラブコメとなっておりますので、まだお買い上げでない方はどうぞレジの方に鮮やかなフランケンシュタイナーを決めていただけるとありがたいです！

　では、そろそろ謝辞を。

　まずは担当の庄しよう司じ様。貧血の件ではご心配をおかけしてしまって大変申し訳ないです。今まで以上に健康管理を心がけようと思いますので、今後ともよろしくお願いします。

　ネコミミ巨乳メガネというキャラクターを生み出してくださった菊きく池ち政せい治じ様。今回はいつも以上にお忙しいスケジュールの中、素晴らしいイラストをありがとうございます。イラストのクオリティに少しでも文章が追いつけるよう、自分も精進していきたいです。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、デザイナー様、出版や販売に関わって下さったすべての方々、身に染みる励ましをしてくださる作家の方々、コミック版の作画を担当してくださっているにぃと先生。そしてもちろん読者の皆様。皆様方のお力添えにより、今日も自分は無事にご飯を食べることができています。本当に、ありがとうございます。

　さてさて。それでは、もはや恒例となりつつある次回予告なのですが、五巻は夏休み後半を舞台にした短編集となりそうです。といっても、一学期編と二学期編を繋ぐ物語にするというコンセプトのもと、ストーリーの方もちゃんと進めていこうと思います。

　そして、ここで重大な告知です！　この度、月刊コミックアライブで春はる野の友とも矢や先生が絶賛連載中の『ディーふらぐ！』という作品のドラマＣＤが発売されることになり、恐縮ながらその脚本を書かせていただきました！　春野先生には今巻用の描き下ろしイラストまで描いていただいて、もう感謝で頭が上がりません。

　この本と同じく七月二十三日に発売で、収録されている内容は「キャラクターたちが自分たちのドラマＣＤを作る」というドキュメント風のシナリオになっております。こちらもぜひぜひよろしくお願いします！

　さらに、七月発売の月刊コミックアライブより、『まよチキ！』のコミック版が連載スタートです。こちらも、にぃと先生に描き下ろし漫画をいただきました。キャラクターたちが素晴らしく可愛かわいいので、小説版ともどもよろしくお願いします！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、アクセル全開ノンブレーキでガンガン突っ走って行きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    


  
    
      



    


  
    
      

　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　東京都在住。

　　余談ですが、２０１０年８月13日はかの有名な「13日の金曜日」だったりします。作中でもネタにしていたので、カレンダーを確認してビックリ。しかも４巻発売直後。ということは２巻発売直後トラックにはねられた法則からすると次は……なんて現実逃避がしたい〆切前。



　イラスト

　菊池政治（きくち・せいじ）

　　受賞歴なんてありません。

　　東京都在住。最近引っ越しました。

　　そういえば僕の誕生日は10月13日なのですが、「13日の金曜日」が怖くて僕が生まれた日は何曜日だったか調べてません……。



　　次にトラックにはねられるのは僕かもしれません。

　　ＨＰ「アメリカン拳法」

　　http://www13.plala.or.jp/tibi2001/
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『まよチキ！４』（２０１０年７月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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